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			ぼくは異世界で付与魔法と召喚魔法を天秤にかける⑧

			横塚司

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			第１８７話　未知の朝

			第１８８話　国境の砦１

			第１８９話　国境の砦２

			第１９０話　国境の砦３

			第１９１話　国境の砦４

			第１９２話　虜囚の聖女

			第１９３話　続・国境の砦奪還作戦

			第１９４話　ログニアの聖女ポクル

			第１９５話　国境の砦防衛戦

			第１９６話　神兵級部隊１

			第１９７話　神兵級部隊２

			第１９８話　神兵級部隊３

			第１９９話　異界化した世界

			第２００話　空飛ぶ船

			第２０１話　水没林のモンスター

			第２０２話　世界の真実

			第２０３話　沼を抜けて

			第２０４話　白き異形の手１

			第２０５話　白き異形の手２

			第２０６話　テパトの寺院１

			第２０７話　テパトの寺院２

			第２０８話　テパトの寺院３

			第２０９話　テパトの寺院４

			第２１０話　ふたりきりの学校の山

			第２１１話　混ざったミア

			第２１２話　浮遊要塞の孤軍奮闘

			第２１３話　決戦、ザガーラズィナー

			第２１４話　鬼将の本気

			第２１５話　さよなら

			番外編　流転のミア

		

	
		
			　

			第１８７話　未知の朝

			　

			　５日目の朝、召喚コテージの２階の１室。

			　ベッドで眠っていたぼくは、窓から差し込む陽の光で目を覚ました。

			　今日は、珍しく夢を見なかった気がする。

			　見た夢を忘れただけかもしれない。人間は夜、何度も夢を見るけれど、その大半を忘れてしまうのだとか……そういうの、どこかで読んだ気がする。

			　昨日１日、かなりハードに動きまわったのだけれど、やはり筋肉痛はこれっぽっちもない。

			　ぼくの身体が、レベルアップに従ってタフになっているのだろう。

			　あまり実感はないけれど、運動性能も少しずつあがってきている気がする。

			　それはレベルひとつずつでは些(さ)細(さい)な変化だけど、レベル10、レベル20と上昇するに従い塵もつもればなんとやらで、レベル40を超えたいま、ぼくはスキルなしでも超人に近づいているのだと思う。

			　たとえば、とぼくはベッドから降りて軽くジャンプしてみた。

			　ジャンプの高さは、あんまり変わらなかった。

			　やっぱりそんな変わってないのかも。生存性能以外は、たいしたことないのかなあ。

			　ぼくは、少ししょんぼりしながら階下に降りた。

			　アリス、たまき、ミア。３人の少女が、ソファによりかかって眠っている。

			　昨日の夜、ぼくとルシアが帰ってきたときのままだ。

			　よほど疲れていたのだろう。無理もない。昨日はひときわ激戦続きで、とんでもなくタフな１日だったのだから。

			　さっき試したように肉体性能はあまり変化がなくても、肉体のタフさだけは間違いなく、大幅に上昇している。ぼくたちの身体は、レベルアップに従って、以前では考えられないほど頑(がん)丈(じよう)になっていくのだ。

			　でも疲れ知らずというわけではないし、限界は何度も感じてきている。

			　そもそも、これまでの戦い、楽なことなんてひとつもなかったのだから……。

			　彼女たちには、少しでも長い休息を与えてやりたい。

			　本当は部屋まで運んであげるべきなんだろうけど、そうして起きてしまう方が、なんだかかわいそうだ。

			　アリスたちのそばをそっと通って、風呂場のドアを開ける。

			　風呂に入るのだ。

			　焚くのが面倒だから、水風呂である。

			　この召喚コテージには、バスタブで簡単に身体を洗うだけの風呂場がついていた。外の貯水槽に水を溜めておける。

			　水は昨日、ぼくがたっぷりと補充しておいた。バスタブは木製で、どういう仕組みでかは知らないけれど、時間をかけて温水を出すことも可能である。

			　リュックサックに入っていた石(せつ)鹸(けん)で身体を洗う。ごしごしと身体の汚れを落とす。傷は治(ち)癒(ゆ)してもらえたけど、流れた血や汗は、拭わなければこびりついたままだった。

			　水風呂で体調を崩してはどうしようもないので、さっさと外に出る。

			　隣の更衣室へのドアを開けると、アリスとたまきとミアがいそいそと服を脱いでいるところだった。

			「おい、こら」

			「ぬう、もう出てきてしまうとは」

			「ぬうじゃないよ、ミア！　このお風呂、狭いんだからな！　そもそも本来は、ゆっくり浸かるような仕組みじゃないんだから！」

			「でもいちゃいちゃはできる！」

			　拳(こぶし)をぐっと握るミア。

			　ぼくは呆れて肩をすくめ、アリスとたまきに視線を移す。

			「え、えへへ、カズさんとスキンシップしたくて。ね、アリス！」

			「あ、あの……はい」

			　照れて前を隠さず後ろ頭を掻くたまき。真っ赤になって、両手で前を隠してうつむくアリス。

			　うむ、やはりアリスは萌えを理解している。

			「悪いな、朝食のあとすぐ、リーンさんたちと会議だ」

			「うう、やっぱそうだよね……」

			「今日の午前中は休憩、とかになればゆっくりできるんだけど」

			　アリスとたまきは、互いに顔を見合わせて「仕方ない」と苦笑いする。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ところで、ルシアは？」

			「まだ部屋で寝ているみたいです。起こしてきましょうか」

			「いや、ぼくがやるよ。みんなは風呂に入って……」

			　アリスがジト目で睨(にら)んできた。

			「カズさん、寝ている女の子にイタズラしちゃダメです」

			「しません。ええ、ぜんぜんまったく」

			「わっ、わたしにイタズラするのは、許しますっ」

			「ナニいってるんですかねえ」

			　真っ赤になってそんなことをいうアリスを見ていると、すごくイタズラしたくなるじゃないですか。

			「わっ、わたしにイタズラしてもいいよっ」

			「ん。わたしにイタズラするべき」

			「きりがないから、そのへんにしておこう」

			　と、遠慮がちに更衣室のリビング側のドアがひらき、ルシアが顔を出した。

			　銀の髪の少女は、更衣室のなかで騒ぐぼくたちを見て、きょとんとする。

			「みなさんでお風呂、ですか」

			「いや、ぼくはもう出るところ。どうしたの」

			　返答のかわりに、ルシアのおなかがかわいらしく鳴った。無言で頬を染める。

			「ん。ここでくいしんぼう属性とは、あざといなさすがエルフあざとい」

			「すぐごちそうを出すよ。あー、えーと、デザートのケーキも」

			「はいっ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　朝食のあと、ぼくたちは樹上の町に戻った。

			　本当はぼくひとりで行こうと思ったんだけど、アリスとたまきとミアがすみれたちの様子を見にいきたいといいだしたのである。

			　ルシアもまた、姉たちと話すことがあるという。

			　フライで樹上の町に戻り、そこで皆と別れて、ぼくは単身、リーンさんの仕事場であるいつもの木のうろへ向かう。

			　さすがにまだ寝てるかなー、なんてことを思っていたのだが。

			　早朝にもかかわらず、リーンさんと志(し)木(き)さんが、部屋の中央で対面になってあぐらをかいていた。

			「待っていたわよ」

			「ええと、リーンさんも志木さんも、徹夜だったの？」

			「心配ないわ。少しは横になったから」

			　だといいんだけど……無茶するひとたちだからなあ。

			　ぼくたちは、いつものように車座になって座る。

			「今日の主な計画について、お話をしたく思います。その前に、カズ、あなたの部下の調子はどうですか」

			「おおむね元気だよ。さすがにみんな、欝(うつ)憤(ぷん)が溜まってるみたいだけど」

			「そのあたりは、白い部屋で発散させていただければと」

			　平然とした顔でブラック経営者なことをいうリーンさん。

			「エース・チームが万全なのは、素晴らしいことよ。昨夜はがんばったのかしらね」

			「なんのことをいっているのか、まったくわからないな」

			「あら、そう。……ふうん、疲れてすぐ寝ちゃった、って顔ね」

			　あの、志木さん、ぼくの顔で読心術するのやめてもらえませんかね。

			　リーンさんが、くすりとする。

			「ご自愛ください。あなたがたの体調は、われわれにとって最優先の関心事項なのですから」

			「えー、はい、努力します」

			　なんとなく理不尽な気もするけど、ひとまず頭を下げておく。

			　まー、リーンさんからすると親友を預けてくれているわけだしなー。

			　ルシアはもうぼくたちのもので、絶対に返してあげないけどね！

			「さて、われわれの森は、現在もモンスターたちの包囲を受けております。包囲、といってもなにせ広大な森ゆえ、抜け道は数多く存在しますが……アガ・スーこそ倒したものの、われわれは依然として激しい侵攻を受けていることは認識しておいてください」

			　リーンさんは、大(おお)雑(ざつ)把(ぱ)な地図を見せてくれた。

			　縮尺はよくわからないけど、山脈のふもとにぶわっと森が広がっていて、その一部がリーンさんたち光の民の国土、広義の意味で世界樹の森であるらしい。

			　ちなみに狭い意味で「世界樹の森」という場合、昨日、ぼくたちが戦った結界内部を指すのだとか。

			　世界樹の森を攻める魔王軍の総数は、およそ２万体。

			　そのうち、昨日と一昨日(おととい)で１５００体ほど始末しているわけだけれど……。

			　モンスターたちは、森の平地側に24か所の砦(とりで)をつくっているらしい。

			　砦(とりで)ひとつあたりの平均戦力は、５００体程度。残りの兵力は、遊撃隊的に移動しているとのことだ。

			　この世界に転移して３日目の夕方、ぼくたちが潰したアラクネの部隊も、そういった遊撃隊のひとつであるらしい。

			「これらの砦(とりで)は、もともとわれわれ光の民が外敵に備えてつくりあげた要衝です。これらの砦(とりで)の奪(だつ)還(かん)は、今後、反撃を期するわれわれにとって最優先事項です」

			「でも、リーン」

			　志木さんが手をあげた。

			「奪(だつ)還(かん)したとして、24か所なんて守りきれるものじゃないわ。光の民の軍は、ただでさえ疲弊しているのでしょう？」

			「ですが砦(とりで)を奪(だつ)還(かん)すれば、モンスターの軍勢は再度の奪(だつ)還(かん)を目指しますので……」

			　ああ、なるほど。志木さんも理解したというようにうなずいてみせる。

			「今度は砦(とりで)を守って、敵に出血を強いるというわけね」

			「はい。よって、すべての砦(とりで)を奪(だつ)還(かん)する必要はありません。せいぜい３つか４つ。そのうちのいくつかは捨て石にし、敵戦力の分散を狙います」

			　敵の支配領域に楔(くさび)を打ち込み、そこにモンスターをおびき寄せて倒すってわけか。

			　あわよくばモンスターたちの戦力分散を狙い、場合によっては機動戦で始末していく。

			　リーンさんのテレポート・ネットワークがあれば、常時、砦(とりで)に駐留する必要はないわけだし。

			　ぼくたちが自在に戦力を投入できるのに対して、魔王軍はどうしても戦力を分散させざるを得ない。この機動力は、最大限に生かしたいところだ。

			「ならいっそ、24の砦(とりで)を全部奪(だつ)還(かん)して、そのうえでいくつかは破棄しちゃえば？　上手くいけば、砦(とりで)にたてこもる１万２０００体のうち、かなりの戦力を潰せると思うけど」

			「それはひとつの手ですが……残念ながら、内部に侵入する隠し通路は、すべての砦(とりで)には設置されておりませんでした。いくつかの通路はすでに発見されている恐れがあります」

			　昨日のぼくとルシアみたいに、隠し通路から突入するわけか。

			　普通に、ぼくたちを前面に立てて上空から強行突入すればいいと思ってた。

			　いかん、脳みそが筋肉になりかけてる。

			「ルシアの魔力解放つき火魔法で爆撃する手もあるけど、あれは彼女への負担が予測できないものね。そのあたり、どうだったかしら？」

			「甘いものを食べたらだいぶ元気になったよ」

			　冗談だと思ったようで、リーンさんと志木さんはくすりとする。

			　でもルシアがケーキを食べるたびに元気になるのは本当なんだなあ。

			「なんでもない雑(ざ)魚(こ)戦で魔力解放を使いたくないんだよね。いちおう、トークンが溜まっているから、別のひとが魔力解放を取ることもできるんだけど」

			「あなたが稼いだトークンを貰えるなら、うちの火魔法使いのひとりに魔力解放を取らせるのはアリ……か」

			　志木さんは少し考えたすえ、首を横に振った。

			「やめておきましょう。レベルの差もあるわ。レベル36のルシアなら連発できる魔法でも、レベル20前後しかないうちの子たちだと、そう何度もは、ね」

			「そうかも。ルシアを見る限り、どうもＭＰを１度に一定割合以上、ごっそりと持っていかれるのがまずいんじゃないかなーって感じだからね」

			　ひとつの目安として、レベル30を超えれば、１戦闘に１回くらいのペースで10倍魔力解放を使ってもだいじょうぶな気がする。

			　そんなことをアドバイスした。

			「わかったわ。考えておく」

			　志木さんはうなずいた。

		

	
		
			　

			第１８８話　国境の砦(とりで)１

			　

			「ところで、学校の山の様子はどうなっていますか」

			　ぼくはリーンさんに訊ねた。

			　彼女のことだから、必ずや使い魔の鷹(たか)をやって監視していると考えたのだが……。

			「相変わらず、山の上空に浮遊島が居座っています。ザガーラズィナーの姿は見えませんが、学校跡地付近では多数のオーガが徘(はい)徊(かい)しております」

			「やっぱり、なにかを探しているんでしょうか」

			「さあ、そこまでは……。ですが、いま戦力を送り込んでも無為に消耗するだけかと」

			　まあ、討ち死にするだけだよなあ。

			　昨日の夕方、じつは弱体化していたというアガ・スー相手ですら、ぼくたちはさんざん苦戦させられたんだ。

			　万全の状態のザガーラズィナーと、大量のモンスターに囲まれての戦いなんて無(む)謀(ぼう)すぎる。

			　当然の判断だろう。

			　気になるのは、あの学校の山がこの大陸を支える楔(くさび)のひとつである、という話だ。

			「黒翼の狂狼アルガーラフ。あいつがいっていたこと、どこまで信じられると思います？」

			「わたくしは直接、遭(そう)遇(ぐう)したわけではありませんので……。むしろ、カズ、あなたの意見を賜りたく思います」

			「ぼくの意見、ですか。正直、ぼくのカンなんてアテにならないんじゃないかな」

			　志木さんが首を振った。

			「カズくん。あなたは初日から５日目の今日まで、常に最前線に立ち続けてきたのよ。いつもギリギリの戦いばかりだったって聞いているわ。そんななかで生き残ってきた直感は、信じるに足るものといえるんじゃないかしら。もう少し自信を持っていいと思うわ」

			「それをいったら、志木さんだって」

			「わたし？」

			　志木さんは、皮肉に口もとを釣り上げた。胸の下で腕を組む。乳房が揺れた。

			「友達の足を引っ張って目の前で殺してしまったわたしなんかの直感が、なんの役に立つというの。わたしが信じるのは、目の前にある駒の合理性だけよ」

			「そういう自(じ)虐(ぎやく)的な言葉は、あまり聞きたくないな」

			「あら、カズくん。あなたのいまの態度も、似たようなものよ」

			　ぼくと志木さんは、険悪さを表に出して睨(にら)みあった。

			　横でそれを見ていたリーンさんがため息をつき、ぽん、と手を叩く。

			　ぼくたちは我に返る。

			「痴話喧嘩は余所でお願いいたします」

			「そうね、ごめんなさい。カズくんと愛を語らうのはまたの機会にしましょう」

			　志木さんは肩をすくめる。ぼくとしてはいろいろいいたいことがあったけれど、ぐっと飲み込んだ。このままじゃ、話が進まない。

			　ええと……そうだ。

			　アルガーラフの言葉、そのなかでも「楔(くさび)のひとつが学校の山にある」という部分を信用していいのか、ってところだっけか。

			　うーん、それについては、ほんとなあ。

			「アルガーラフは、そうしようと思えばぼくたちを全滅させることも可能だった。そんな彼が、ぼくたちに伝えた言葉なんだ。なんらかの意味があるとは思う」

			「その通りね。続けて」

			「でもそれは、あえてミスリードを誘い、ぼくたちを彼の望む通りに動かしたかっただけかもしれない。ぼくたちを言葉で縛(しば)り、自分の思う通りに動かそうとしているのかもしれない」

			「モンスターが？」

			「知性があるモンスターが、だね。あいつは見るからに賢そうだった」

			　志木さんとリーンさんが顔を見合わせる。

			　どう判断していいのか、迷っているのだろうか。

			「ぼくが契約している幻狼王シャ・ラウは、賢狼と呼ばれていたそうじゃない。モンスターっていっても、いろいろなんでしょう」

			「そうですね。シャ・ラウの物語は幼いころ何度も語り聞かせられたというのに、わたくしはどうして、それを忘れていたのでしょう」

			　リーンさんは、ぼくを見て微(ほほ)笑(え)む。

			　志木さんも、「そうね。相手を過小評価するよりも、そっちの方がずっといいか」とうなずいた。

			「つまり、カズくんはあの学校の山に、この大陸を繋ぎとめる杭ほど重要なものじゃないにしてもなにか特別なものが存在していて、それをわたしたちが確保することがアルガーラフの意に添うと考えているのね」

			「あるいは、手に入れるべく行動を起こすことが、だね。ぼくたちがザガーラズィナーとやりあって、互いに消耗するとか」

			　いまのぼくたちじゃ、ザガーラズィナーにはとうてい敵わない。

			　もしアルガーラフが共倒れを狙っているなら、彼はぼくたちが白い部屋を使って急激に成長することを知っている、ということになる。

			　まてよ、そうなると……別の見方も出てくる、のか？

			「いま、ふと思ったんだけど。アルガーラフは、事前にぼくたちの存在を知っているようだった。それだけじゃない。妙にいろいろなことに詳しいようだった。同じ四天王でも、ザガーラズィナーからはそんな感じがしなかった。アガ・スーについては……問答無用すぎて、わからない。ええと、なにがいいたいかっていうと……」

			「スパイを使っていたのは、アルガーラフじゃないか、ということかしら」

			「お待ちください、シキ。つまり、ドッペルゲンガーの主とは……」

			　ぼくたち３人は、顔を見合わせる。

			　あいつは、あまりにもぼくたちに詳しかった。まるで、事前にぼくたちについて詳しく調べたかのようだった。

			　この世界に来てから数日のぼくたちを詳しく探ることができた存在といえば……。

			　それはもちろん、ドッペルゲンガー、なのである。

			「ほかの可能性も考えられるけどね。でも学校の山やこの世界樹周辺で嗅ぎまわっていたドッペルゲンガーの総元締めがアルガーラフだったとするなら、いろいろなことに説明がつく気がしないか」

			「浮遊島のオーガたちの攻撃が大(おお)雑(ざつ)把(ぱ)だったこと、昨日の反攻作戦でモンスター側が完全に不意を衝かれすぎていたこと、まるでアガ・スーを始末する戦力が集まってきたことを見越したかのようなタイミングで世界樹の結界に穴が空いたこと……」

			　志木さんが、呟(つぶや)く。

			　昨日のぼくたちは、なにもかもが上手くいきすぎていた。すべての作戦がドンピシャリで的中した。

			　それでも苦戦続きで、いろいろと紙一重だったのだけれど……。

			「それじゃカズくん。あなたは、こういうの。昨日までのわたしたちは、すべてアルガーラフに操られていたと」

			「そうはいってない。アルガーラフは、そうした情報を優先的に入手できる地位にあって、上手く立ちまわったんじゃないかって。だからこそ、あいつだけが人類軍の罠(わな)にかからず、楔(くさび)の自爆攻撃を生き延びてあの場に現れた。ちょっと都合が良すぎるかもしれないけど、筋の通ったストーリーだろ」

			「筋が通りすぎていて気持ちが悪いわ」

			　顔をしかめる志木さんを見て、リーンさんがくすりとする。

			「あなたは心配性なのですね」

			「心配にもなるわ。臆(おく)病(びよう)で結構よ。わたしはもう２度と……」

			　なにかいいかけ、気丈な副級長は首を振った。

			「ごめんなさい。喧嘩はナシ、だったわね」

			「あなたの懸念は理解します。まだ、あちこちにアルガーラフのスパイがいるのではないかというのですね」

			「気にしすぎ、だとは思うんだけど」

			　ドッペルゲンガーかどうかを判別するには、血の色を調べればいい。

			　光の民やぼくたち学校の山から来た者たちは、全員、そのテストをパスしている。

			　でもリーンさんによれば、そうした調査が連合軍全体で確実に行われたという断言はできないようであった。

			　あまりにも数が多すぎるのがひとつ。

			　そこまで統制がとれていないのがもうひとつ。

			　さらに一部の者たちは、光の民のリーンがなにもかも音頭を取ることに反発しているとのことであり……。

			「昨日の作戦で、全部隊が狙い通りに動いてくれたことこそが最大の奇跡であった、という者もおります」

			　リーンさんは自嘲する。昨日の成功体験を経て、また統制がききにくくなっている、とも。

			　まったく、勝ったら勝ったで内輪もめとか……。

			「すでにあちこちで問題が、寄せ集め組織のきしみが出ているとも報告を受けています。そのあたりの対応は、ほかの者に任せきりなのですが……わたくしは、あくまで反攻作戦のために時間を割く必要があるのですから」

			　光の民を統べる少女は、目の下に濃い隅をつくって首を振る。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　風習の違う民の間で、多数のいさかいが起きている、とリーンさんはいった。

			　中等部や高等部の面々とこの世界の人々との間にも、それは発生しているとも。

			「そうなのか、志木さん」

			「ええ、報告は受けているわ。だいじょうぶ、いまのところ厄(やつ)介(かい)なことにはなっていないから」

			　たとえば、と志木さんは教えてくれる。

			「昨日のお昼の戦いで、戦闘奴隷を連れた部隊といっしょに戦った高等部の男子が、ちょっと暴走しかけたらしいわ」

			「あー、身分とかかー」

			　そういえば、ぼくたちとリーンさんが最初にこの場所で会ったとき、リーンさんは首輪をしたミアを見て、当然のように奴隷だと思ったみたいだもんな。

			　ぼくたちとしては、あれ、ただの戯れだったんだけど。

			　いまにして思えば、ちょっと不用意だったかもしれない。

			「サウラスの奴隷部隊は、使い捨ての消耗品として奴隷を使(し)役(えき)することで有名です。それに眉(まゆ)をひそめる者は、この世界にも多いのですが……現状、彼らの戦力はたいへんに貴重なのです。わたくしの見込みが甘かったということですね」

			「見込み、ですか……」

			「カズやシキ、ユーキといったトップの者たちとしか話してこなかったための見誤り、といえましょう」

			　なるほど、ぼくたちだったら眉(まゆ)はひそめるかもしれないけど、でもそれだけで済ませるだろうしなあ。

			　考えかたの違う余所さんとは喧嘩せず、互いに利用し合う。

			　それができなきゃ、オークがうろつく学校の山で組織を運営していくのは難しかったのだ。

			「育(いく)芸(げい)館(かん)組は、いまのところトラブルを起こしてない感じ？」

			「こちらが女の子ばかりなのを見て、ちょっかいをかけてきた馬鹿な兵士が数名。でも、おおきな揉(も)め事になる前に桜(さくら)ちゃんとかが実力を見せたら、すぐ黙ったわ」

			　その光景が目に浮かぶようだ。長(なが)月(つき)桜が本当にイライラしていたなら、きっと即座に実力行使だったんだろうけど。

			「あとは、昨夜、わたしが襲(しゆう)撃(げき)を受けたくらいかな」

			「ちょっと待って志木さん、それさらりというところじゃない」

			「だいじょうぶ、結(ゆう)城(き)先輩たちが守ってくれたわ。わたしだって、夜にひとり歩きするほど無(む)謀(ぼう)じゃないもの」

			　そ、それならいいんだけど……。

			　ちょっと焦ったぞ、さすがに。

			　志木さんもレベル10は越えているとはいえ、スキルの構成が完全にサポート向けだからなあ。

			「もっとも、みなさんと各国との間のいさかいなど、遺恨のある国同士の揉(も)めごとに比べれば些(さ)細(さい)なものです」

			　リーンさんは、平然として、キツネ耳の従者が持ってきた木のコップのお茶を飲んだ。

			　ぼくも同じお茶を口に含む。魔法で冷やしたのだろう、ひんやりとしたお茶だった。少しハッカのような匂いがした。のどをすっと通って、不思議と気持ちが落ち着く。

			　志木さんも、同じものを飲んで、ほうとため息をついた。

			「参考までに、他国同士ではどのような規模のいさかいが起きるんです」

			「よくあるのは、決闘ですね。治(ち)療(りよう)魔法の使い手を用意するとはいえ、死者が出ることも珍しくはありません」

			　やっぱり決闘とかしちゃうわけか。

			　育(いく)芸(げい)館(かん)組がそんなことに巻き込まれたら……。

			　あ、うちの桜が無双する光景しか浮かばないや。

			　武器スキルがランク９って、もはやただの理不尽な暴力だからなあ。

			「かつて領土が隣接していた２国の生き残りが、母国の滅亡後も互いに暗殺者を送り合っていた、という報告も珍しくはありません。巻き添えで無関係の国の者が命を落とすこともあります」

			「めちゃくちゃじゃないですか」

			「ですので、いまはテレポート・ネットワークを制限し、国ごとに住居を用意することで対応しています」

			　そのへんってリーンさんが管理しないとマズい案件っぽいなあ。お疲れさま、としかいいようがない。

			「そういうわけですので、カズ、あなたも重々、お気をつけください」

			「できれば、そんなひとたちと共同作戦とかしたくないですけど」

			「あなたがたは、われわれの最強戦力なのです。なるべく配慮はいたしますが、そうもいってはいられません」

			　ですよねー。

			　わかってたけど、わかってたけどさ！　はー、せいぜい気張っていくしかないか……。

		

	
		
			　

			第１８９話　国境の砦(とりで)２

			　

			　ぼくたちは、昨日、世界の命運をかけた戦いに勝利して破滅の予言を覆(くつがえ)した。

			　本来、存在しなかったはずの今日という日。

			　とはいえ、依然として状況が厳しいことに変わりはない。

			　ぼくはすみれたちの小屋を訪ねていたアリスたちと合流した。

			「やっぱり休みは取れなかったよ。みんな、このあと出撃だ」

			「わかったわ、ちゃっちゃとやっちゃおう！」

			　たまきが元気に拳(こぶし)を振り上げる。アリスも、その横で「がんばりましょう」とうなずく。

			　そしてミアとルシアは……。

			「ん。経験値を稼げる。いいこと」

			「もっとレベルを上げたいですね」

			　いかん、もう手おくれなミアはともかく、ルシアまで効率厨になってしまった。

			　ぼくは悲しいよ……よよよ、よよよよよ。

			「カズ、なぜ泣き崩れる真似をするのです？」

			「ルシア。これはわが国の伝統文芸。いやよ、いやよも好きのうち」

			「つまり、ミア？」

			「襲っちゃっておーけー」

			　ぜんぜんおーけーじゃない。

			　さて、頭を切り替えて……。

			「世界樹辺境の砦(とりで)を奪(だつ)還(かん)する作戦だ。モンスターたちに占領された砦(とりで)では、光の民と逃げそこねた難民が捕虜となっている可能性がある。でもそのひとたちの命は、あまり気にしなくていい、といわれた」

			「あの……そんなこといわれても」

			　アリスが遠慮がちに、ぼくを見る。上目遣いの視線がなにを訴えているのか、わかることはわかるけど……。

			「アリスもこれまで、見てきただろ。モンスターに捕まった人間が、まともな扱いをされているとは思えない。死んだ方がマシ、って状態ならまだいい方で……」

			「はい。あの、３日目のカズさんがいないときにわたしたち、志木さんといっしょに蜂の卵を産みつけられたひとたちを助けて……」

			　アリスは震える拳(こぶし)をぎゅっと握る。

			「でも、今度はどうか、わからないです。ひょっとしたら、無事でいるかも……」

			「そうだね。でも、ぼくとしては、それできみたちが危険にさらされることは許容できない。ミアはどう思う？」

			「ハラポテとか、カズっち結構萌えるよね？」

			「そんなことは聞いてない」

			　あと勝手にひとの性(せい)癖(へき)を断定しないでいただきたい。

			　ひとまず、ミアの頭をぽこんと叩いておく。なかなかいい音がした。

			　ミアは頭を押さえ、涙目で見上げてくる。

			「ひどい」

			「絶対にきみの方がいろいろひどいよ！」

			　話が進まない。ひとまずそのあたりは置いといて、作戦の詳(しよう)細(さい)を伝えていく。

			「今回は、ほぼ中等部だけで砦(とりで)ひとつを攻略することになった。何人かサポートの現地民を入れるけどね。というか、嵐の寺院でいっしょになったラスカさんたちなんだけど」

			「ああ、あのくさい女戦士」

			　ほんと容(よう)赦(しや)ないなきみ。

			「ミアお前、それ本人の前でいうなよ。絶対にいうなよ」

			「押すなよ、絶対に押すなよ？」

			「いやほんとマジで頼むからな！」

			「わかっておる。拙(せつ)者(しや)、女戦士の心を折るのは、ベッドのなかでのみと決めておる」

			　どこからどうツッコんでいいかわからない……。

			「あんまりそういうことばっかりいってると、『これだからニンジャの妹は』っていうからな」

			「ひどい、あんまりだ」

			「カズさん、それはさすがに、あんまりです」

			　ミアだけではなく、なぜかアリスからも抗議されてしまった。

			　ニンジャ関係者扱いされるの、そんなに嫌か……。

			「２チームに分かれる。砦(とりで)内部に侵入するぼくたち５人にラスカさんたちを加えた突入部隊と、上空から火魔法や風魔法で爆撃を行って敵の目を引きつける部隊だ。上空の部隊は、敵が逃げ出したりしないよう監視することも任務のうち」

			　内部から潜入したぼくたちは、さらにふた手に分かれる。

			　アリスとミアのふたりは、ラスカさんたちと共に透明になって捕虜を解放する。

			　残るぼくとたまき、ルシアの３人は、砦(とりで)を指揮するモンスターを倒すため、敵をなぎ倒して深部へ赴(おもむ)く。

			「事前の偵(てい)察(さつ)によって、砦(とりで)の戦力は、その大半がオークだと判明している。正直いって、いまのぼくたちなら楽勝のはずだ」

			「でも油断したらくっころ」

			「カズ、くっころ、とは？」

			「気にしないでくれ、ルシア。ミア、注意を促してくれているのはわかるけど、ほかのひとがわからないスラングはやめような」

			「うぬう」

			　もちろん、ゾラウスのようにピンポイントにヤバいモンスターが紛れ込んでいる可能性はある。

			　未知の存在の危険性は、常に念頭に置いておくべきだろう。

			「砦(とりで)の指揮官って、ジェネラル・オークとかかなー？」

			「いや、メイジ系のようだ。ローブに身を包んでいたから、よくわからなかったとリーンさんはいっていた」

			「あ、リーンさんの鷹(たか)で偵(てい)察(さつ)したんですね」

			　たまきとアリスが、うんうんうなずく。こうした偵(てい)察(さつ)はぼくが何度もやっているから、だいたいどんな感じか、みんなが理解しているもんな。

			「砦(とりで)のなかで迷わないように地図を用意したから、よく頭のなかに叩き込んでくれ」

			　コピー用紙に丁寧に描かれた砦(とりで)の内部図を見せる。ちなみにこれ、すみれたちが昨夜、徹夜気味の作業で描いたものだとか。

			「あ、さっきすみれちゃんのテーブルにあったやつね！」

			「とてもお疲れだったみたいですから……この作戦のため、だったんですね」

			　そのすみれたちは、いま隣の木のうろで寝袋にくるまって寝ているとのことだ。

			　彼女たちには心から感謝したい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　日の出から３時間ほどのち。

			　ぼくたち５人とラスカさんたちサポート役の現地民３名、総勢８名は、リーンさんの鷹(たか)による転送ネットワークで砦(とりで)の近くまでテレポートした。

			　森のなかに存在する秘密の入り口は、涸れた井戸のなかに存在した。

			　井戸の底の隠し戸から続く地下道を早足で５分ほど歩いて……。

			　砦(とりで)の内部に無事、潜入する。

			　ほぼ同じタイミングで、砦(とりで)がおおきく揺れた。別ルートでテレポートしたという火魔法の使い手、潮音＆百合子による高度からの爆撃だろう。

			　ほかの育(いく)芸(げい)館(かん)組も、ありったけの魔法を叩きこんでいるはずだ。

			「これは……ものすごいですね、まるで天が落ちてきたかのようです」

			　激しい揺れに、ラスカさんたちがわりと怯(おび)えていた。無理もない。

			　モンスターの悲鳴とうなり声が、あちこちから聞こえてくる。周囲はどたばたと騒がしい。

			　幸い、ぼくたちが現れた砦(とりで)の隅のあたりは、モンスターたちにいっさい使用されていないようだった。

			「ここで使い魔を召喚しよう」

			　狭い通路ではシャ・ラウを使えないので、ここはパラディンの出番だ。

			　ランク９の使い魔、パラディンを２体、召喚する。

			　兜(かぶと)で顔を隠し、鋼鉄の全身鎧(よろい)に身を包んだ男がふたり、姿を現した。ラスカさんたちは、その威(い)圧(あつ)感(かん)にちょっとビビっている。

			「だいじょうぶ。彼らはぼくの命令に忠実な兵士です。具体的には、白い部屋で魔法の標的にしても怒らないくらい」

			「それは……ちょっと、かわいそうなのでは」

			　うん、ぼくも少し反省している。

			　ラスカさんを含めた全員に定番の付(ふ)与(よ)魔法をかけておく。万が一にもゾラウスがいる可能性を考慮し、アイソレーションも。あと火レジも入れておこう。

			　それから、ぼくは自分にトゥルー・サイトをかける。これは付(ふ)与(よ)魔法のランク９で、マナや幻(げん)影(えい)、そのほかすべての魔法的な隠蔽を見破るというものだ。

			　嵐の寺院のボスであったヴォルダ・アライのように、雑(ざ)魚(こ)に化けてコソコソするようなヤツがいるかもしれない。

			「ん。じゃあカズっち、いってくる」

			「頼んだぞ、ミア、アリス。ラスカさんたちも」

			「はい、任せてください！」

			　アリスに任されてしまって、大人であるラスカさんがいささか複雑な表情になる。

			　実力的にはこのひとたち、完全に足手まといだからねえ。

			　いや、彼女たちだけじゃなくて、『素子』以外のこの世界のひとたち全員がそうなんだけど。

			　それでも今回は、捕虜のケアとかいろいろ考えるといささか手が足りないと考え、同行してもらった。

			　ミアがサイレント・フィールドで音を消し、グレーター・インヴィジビリティで彼女自身とアリス、ラスカさんたち応援の３人を透明化する。

			　トゥルー・サイトをかけたぼくにだけは見えるのだが、アリスは移動を開始する直前、いちどこちらを振り返り、笑顔でうなずいてみせた。

			　５人が駆け出し、遠ざかっていく。

			　サイレント・フィールドのかかった彼女たちが去り、ぼくたちの周囲に音が戻る。ぼくのもとに残ったたまきとルシアが、ほっと息を吐き出す。

			　なにも聞こえないと、緊張するよね。

			「それじゃ、カズさん、いこう！」

			「あ、ああ」

			　ルシアの肩にとまる鷹(たか)を、ちらりと見た。リーンさんの使い魔だ。通信と、緊急時のテレポート役を果たす。

			　これは３日目の午前中、グロブスターの強制テレポートに巻き込まれた経験からぼくが要(よう)請(せい)したものだった。リーンさんの使い魔といっしょなら、いざというときでも転移門をひらいてもらい、世界樹に帰還することができる。万が一のときの保険になるだろう。

			　まー、さすがにテレポート・トラップなんかないと思うけど……。

			「ぼくたちの目的地は、本丸３階の大広間だ」

			　敵のボスがいるとしたら、おそらくはそこだろうとのことであった。

			　この隠し戸の間からはそう遠くないうえ、正門ルートの反対側となっている。

			　大広間からこの隠し戸まで、敵の侵攻ルートを避けて逃げ延びることができるように設計されているのだから、当然のことだ。

			「この先になにかいるわ」

			「なんでもいい、蹴(け)散(ち)らせ」

			　通路を出たところにいたのは、オークが３体。

			　すべて、たまきが一瞬にして斬り殺した。もはやこの程度の相手では壁にもならない。

			　階段の前にエリートが２体、立っていた。こちらを振り向き、威(い)嚇(かく)するように唸って剣を掲げ……。

			「はい、終わりっと」

			　言い切る前に、たまきの剣が両方の首を刎ねている。

			　わかってはいたけど、蹂(じゆう)躙(りん)って言葉がぴったりな状況だ。初日にあれだけ苦戦したやつらが、悲鳴すらあげさせてもらえないまま、ばたばたと倒れていく。

			「いまさらだけど、ヘイスト、いるか」

			「いちおうちょうだい！」

			　よし、とぼくはディフレクション・スペルからのヘイスト。

			　まったく役に立っていないパラディン２体も動きが機敏になった。

			　たまきが先頭になって、ぼくたちは階段を駆け上がる。

			　いっきに３階へ。階段の頂上が控えの間で、そのすぐ先が大広間だ。

		

	
		
			　

			第１９０話　国境の砦(とりで)３

			　

			　ぼくとルシアが２体のパラディンと共に階段を上まで駆け上がったとき、そこにいたはずのエリート・オーク２体は、先行したたまきによって始末されていた。

			　首と胴が切り離された豚人間モンスターが、その姿を消していく。

			　ここは控えの間と呼ばれる待機室だ。周囲には、ほかのモンスターの姿はない。

			　かつてはそれなりに見栄えがよかったのだろう、石造りの頑(がん)丈(じよう)な部屋だった。すぐ目の前の大扉を開ければ目的地の大広間である。

			　リーンさんがいうには、ここと隣の大広間で、他国の大使とかを迎えたのだという。

			　だからなのか、高そうな赤いカーテンとか絨(じゆう)毯(たん)とか絵画とかがいろいろあって……でもそれらは、みるも無残に破壊されていた。

			　絨(じゆう)毯(たん)もカーテンも、びりびりに引き裂かれている。きっと壮麗だったのだろう絵画は斧で真っぷたつに叩き割られ、床に打ち捨てられていた。

			「ドアを開けるわ、カズさん！」

			「いや、罠(わな)がかかっている可能性もある。開けるのはパラディンに任せろ」

			　最強戦力の彼女が無力化でもされたら非常に困る。こういうのは、使い捨ての駒の役割だ。

			　パラディンふたりが、大扉をこじあける。

			　幸いにして罠(わな)は存在しなかった。

			　学校の教室の倍くらい広い大部屋が視界に広がる。周囲の石壁には豪(ごう)奢(しや)なカーテンがかかっていて、明かり窓から陽が差し込んでいる。

			　カーテンや壁面は少し薄汚れているけれど、ぼくたちがいる部屋と違い、損傷は激しくない。その広い部屋の中央に、頑(がん)丈(じよう)そうな石造りのテーブルがある。

			　テーブルのそばに立つ女５人が振り返った。

			　全員が幅広のローブをまとい、杖(つえ)を手にしている。フードを深くかぶっていて、その表情はようとして知れない。

			　女たちを守るように、少し遅れて黒いオークが２体、広間の両脇から現れた。ジェネラルだ。

			　そして女たちは……。

			　トゥルー・サイトがかかったぼくの目には、その欺(ぎ)瞞(まん)がまるわかりだった。女たちは、もちろん見た目の通りの姿ではない。それどころか、おおきさやローブ、手にした杖(つえ)すら幻(げん)影(えい)だ。

			　なぜなら女たちは皆、大蛇なのだから。

			　手も足もないのだから。

			　顔だけが人間に似ていて、その眼は真紅に輝き、おおきく裂けた口には鋭い歯が生えている。

			　しとやかに立つ女。直立する大蛇。ぼくの目には、幻(げん)影(えい)と２重写しになった、そんな光景が見えているのだ。

			　顔が人間、身体が大蛇の女たちは、かん高い声をあげてぼくたちを睨(にら)む。

			　その口が、なにか言葉にならない言葉を紡(つむ)いで……。

			「あれ？」

			　なにも、起こらない。

			　これは……ぼくたちの精神にかかる魔法をなにかかけたのか？

			　だとしたら、ラッキーだ。

			　作戦行動の直前まで、アイソレーションをかけるか情報共有を優先してテレパシー魔法のシェア・フィールドをかけるか迷ったのだけれど……。

			　精神防御を優先でアイソレーションにして、大正解だったらしい。

			　本当はゾラウス対策だったんだけどね。

			　いやはや、こんなやつらがいっぱいいるんじゃ、今後怖くてアイソレーションを外せないよ……。

			「カズさん、あの女のひとたち、やっちゃっていい？」

			「あいつらの正体は大蛇だ。いや……ナーガ、か」

			　ナーガとは、インド神話に出てくる大蛇の神様だ。もちろんこの世界にインド神話があるわけもないから、それに似たモンスターということだけれど。

			　ちなみに中央のナーガだけ、頭にサークレットをつけている。

			　あいつがボス……なのかな？

			「お蛇さん？　とにかくやっちゃえばいいのね！」

			「ああ。中央のやつがボスみたいだ」

			「わかったわ！」

			　ぼくはヘイストを皆にかける。たまきが部屋のなかに踏み出す。

			　ナーガたちをかばうように、ジェネラル・オーク２体が進み出る。サークレットのナーガが、なにかを呟(つぶや)く。ジェネラル・オークたちの全身が赤い輝きに包まれた。

			「あれは……カズ、相手もヘイストです！」

			「わかってる！　パラディン！」

			　ぼくの合図で、２体のパラディンがジェネラル・オークとの距離を詰める。

			　お互いにヘイストがかかっているから、条件は互角。２対２で、推定される互いの武器ランクも同等。

			　しかしパラディンには、ぼくのほかの付(ふ)与(よ)魔法もかかっている。

			　加えて、ぼくたちの前衛はパラディンだけではないのだ。

			「たまき、いけっ」

			「わんっ」

			　犬のように叫んだたまきが、飛ぶように駆け出す。パラディンと刃を交えるジェネラル・オークのそばをすり抜けて、ナーガたちに迫った。

			「援護します。ファイア・ボール」

			　ルシアが、ナーガたちに攻撃魔法を放つ。

			　といってもたまきが巻き添えになることを考慮し、ランク５の火の玉だ。いちおうレジストをかけているとはいえ、フレンドリィ・ファイアだからなあ。

			　この場にアリスがいるなら、わたしもろとも焼いてしまえーっ、ってたまきも威勢よくいうんだろうけどね。

			　いまアリスは別行動で、こちらの回復魔法はルシアのフレイム・ヒールのみ。こんな状況では、強引な手段に出るわけにはいかない。

			　はたしてルシアの放ったファイア・ボールはナーガたちに直撃……。

			　する寸前、ナーガのボスの手前に虹色のバリアが展開される。

			「しまった、リフレクションだ！」

			　ぼくの叫び声と炎の玉が虹色のバリアに反射されたのは、ほぼ同時だった。

			　ルシアがぼくの前に立ちはだかる。

			「アイス・シールド」

			　ぼくたちの全身を包み隠すほどの氷の壁が展開され、ファイア・ボールの爆発を防ぐ。爆風が脇を通って、壁を黒焦げにする。

			「くそっ、リフレクションを持っているんじゃ迂(う)闊(かつ)に手が出せないか……っ」

			　氷の壁が消え、前方の様子が判明する。

			　たまきの攻撃をリフレクションでもって対処しようとしたナーガ２体が、ちょっとした時間差攻撃によってまたたく間に斬り捨てられるところだった。

			　銀の剣を振るう少女は、反射の盾などものともせず、ただ一瞬だけタイミングを外すことで対処してみせたのである。

			「こんなの、何度もひっかかるわけないじゃないっ！」

			　たまきは、青い返り血を浴びながら、そう叫ぶ。

			　残りは、ナーガ２体と中央のサークレットをしたボス・ナーガだけだ。

			「カズ。ナーガには、群れを統率する貴種、ロイヤル・ナーガと呼ばれる者が存在するようです」

			「あいつが、それか」

			　たまきがナーガ２体を切り捨てている間に、ロイヤル・ナーガがなにやら呟(つぶや)き、たまきの方を睨(にら)む。とたん、たまきを包むヘイストの赤い輝きが消えた。

			「え……え、うそっ」

			「ディスペルか！　たまき、ほかの魔法は……っ」

			「マズいよカズさん、ちょっとちからも落ちてるカンジっぽい！」

			　ちからが落ちているってことは、マイティ・アームが切れたのか？

			　ってことはこいつ、いちどに複数の魔法をディスペルするのか！

			　最悪のタイプの魔術師だ。

			　で、この場合、いちばんマズいのが、アイソレーションを消された可能性である。うかうかしていると、たまきが操られかねない。

			「強引でもいい、さっさとロイヤルを倒せ！」

			「わかってる、けどっ」

			　残るナーガ２体が前衛に立ち、幻(げん)影(えい)を解除して、上体をそらす。上からたまきに噛みつこうとする。

			　鋭い牙が、きらりと光る。

			　普段のたまきなら、なんてことのない相手なのだが……急に身体能力が低下した影響か、少し彼女の動きが鈍い。

			　相手のリフレクションをくらって、よろめいたりしている。

			　あげく、ロイヤル・ナーガがまた魔法を使った。

			「う……あっ」

			　たまきの身体が、電撃に打ちすえられる。その動きが一瞬、とまって……。

			　その隙に噛みついてきたナーガ２体が、体操服の上からたまきの肩を、脇腹を噛みちぎる。

			　少女の悲鳴。鮮血が派手に舞う。
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			「たまきっ」

			「平気だわっ」

			　もっとも彼女は微妙に身体をひねり、すんでのところで急所を外したようだ。噛みちぎられたのは、薄皮１枚、その動きに支障はない。

			「こんにゃろーっ」

			　アツくなって、たまきが突進する。

			　あ、これいちばんアカんやつや。いまの彼女には、フォローが必要だ。

			「ルシア……っ」

			　と横を向いたとき、彼女の姿はすでにそこになかった。

			　いつの間にか駆け出していた亡国のお姫さまは、ボーン・ウィップを手に、たまきのすぐ横にいる。杖(つえ)が鞭(むち)のように変形し、しなり、たまきに斬りかかるナーガの１体を打ちすえる。

			　さらにルシアは、もう１体に対して……。

			「ウォーター・バインド」

			　ひとかかえほどもある粘質の水球が、ナーガの下半身に衝(しよう)突(とつ)した。水球が弾け、粘液が飛び散り、下半身を床面とくっつけてしまう。

			　もがくナーガだが、いくら必死になっても足もとを接着する粘液が邪魔をする。

			　水魔法ランク６のこの魔法、実戦での使用は初めてだけど、結構いいかもしれない。

			　相手を拘(こう)束(そく)するには壁によりかかっているか床の上に立っているか、とにかくなんでもいいけど対象がどこかと密着している必要がある。接地面積が重要で、２本脚の人型生物にはいまいち有効じゃないんだけど……。

			　幸いというかなんというか、目の前のナーガは下半身が蛇である。たいへんに接地面積がおおきい。この魔法が有効なタイプのモンスターの一種だろう。

			「ありがと、ルシアっ」

			「たまき、あなたは目の前の敵を……」

			「うんっ！」

			　たまきは体勢を立て直し、１歩、踏み込む。２体のナーガの間を駆け抜ける。

			　彼女の閃光のような斬(ざん)撃(げき)が、それぞれの個体に叩きこまれ……。

			　ナーガの首が、２個、刎ね跳ばされる。

			　その直後には、鋭く踏み込んだたまきの姿が、ロイヤル・ナーガのすぐ目の前にある。

			「すごい。強化魔法もなしで、あの動きって……」

			　いや、たまきはきっと、最初からこれを狙っていたのだ。ルシアのサポートを信じて、ほんの一瞬の隙ができることを確信し、ちからを溜めていた。

			　そして、この決定的な瞬間に、すべてのちからを解放した。

			　信頼の上に立つ、完(かん)璧(ぺき)な連係プレイだ。

			　ロイヤル・ナーガがなにか呟(つぶや)き、目の前に虹のバリアが形成されるも……。

			「そんなの、来るってわかってればっ」

			　たまきの斬(ざん)撃(げき)は、リフレクションの時間切れギリギリを狙い、繰り出される。

			　一刀のもと、ロイヤル・ナーガを真っぷたつに叩き斬る。これまでになく素晴らしい一撃に、ぼくは思わず、感嘆の声をあげる。

			　直後、ぼくたちは白い部屋に。

			　どうやら、ルシアがレベルアップしたようだ。

		

	
		
			　

			第１９１話　国境の砦(とりで)４

			　

			　白い部屋にて。ぼくとルシア、たまきは安(あん)堵(ど)の息をつく。

			「あ、あぶなかったぁ。カズさんにもらった魔法が全部切れちゃうなんて。次にボスのナーガがなにかしてきてたら、わたし危なかったよう」

			「それがわかっていたから、あえて強引にいったんだな。よくやった、たまき」

			　褒(ほ)められて、えへらと笑う我らが核弾頭。

			　そんなぼくたちを見て、アリスとミアがきょとんとしている。

			　しょせんは狭い砦(とりで)のなか、ぼくたち５人のパーティは、まだ解散していないから、あの場にいなかったふたりもここに集まっているのだ。

			「アリス、ミア。そっちの方は、どうだった」

			「捕虜となっていた方々の身柄は確保しました。ひととおり回復もかけましたが……ちょっと、すぐ移動するのは難しそうです」

			「そっちに来る敵がいたら潰すだけで充分だ。こっちはボスを倒したから、残りを掃(そう)討(とう)して、そのあと桜さんたちを出迎える……どうした」

			　浮かない顔のアリスに問いかける。アリスはぼくを見上げ、唇をきゅっと引き結んだ。

			「その……っ」

			「ん。捕虜のひとたち、だいぶひどい感じだったから、アリスちんショックを受けてるっぽい」

			「あ……そうか。たいへんだったな」

			　なにせモンスターたちに長く拘(こう)束(そく)されていた者たちだ。そのあたりを考慮したからこそ、治(ち)療(りよう)魔法が高いアリスを捕虜救出側に向かわせたのである。

			「ちょっとリョナすぎて、わたしでもキツイ」

			「そんな感想まで求めてないよ！」

			「具体的には、アリスちんががんばって皮膚再生とか手足をもいちど生やさなきゃいけなくて……結構ＭＰ使ったっぽい」

			「リヴァイヴだな」

			　リヴァイヴは治(ち)療(りよう)魔法のランク７だ。

			　いまのアリスのレベルは37だから、ＭＰは３７０、つまりだいたい２分でリヴァイヴ１発分のＭＰが回復するとはいえ、それを上回る速度で連打すれば疲労を覚えても無理はない。

			「ちなみに、生存者は何人くらいだったんだ」

			「全部で７人いたんですが……キュア・マインドを使って正気に戻ってくれたのは、３人だけでした」

			「ちなみにお腹がふくらんだりはしてない」

			　なるほど、ふたりの様子から考えて、どんな感じの扱いだったかは想像できる……かな。

			　蜂の苗床とかになっていたわけじゃないのは朗報なのか、それとも、そういうことされたひとはもうとっくにくたばっただけか。

			　この砦(とりで)が落とされたのはおよそ20日前、とのことである。オークが多かったことを考えれば、生き残ったひとたちはよくがんばったといえるだろう。

			「それで、あの。捕虜だったひとのひとりが、わたしたちのリーダーに伝えたいことがある、って」

			「うん？　なにか情報かな」

			「なんか、他国の生き残りっぽいよ？　しかも聖女がどうのっていってた。ちなみに年がわたしくらいのロリ」

			　そんな情報はどうでもいい。

			「そのかたは聖女、とおっしゃったのですか」

			　ルシアが食いついた。

			「であれば、おそらくはログニア教国の者……子供ということであれば、失踪されたという第２聖女でしょう。まさか、生きておられたとは」

			「ログニアの第２聖女って、どんなひとなんだ」

			「ログニアの聖女は、皆、特殊な魔法の使い手です。第２聖女の魔法はひときわ特異で……いえ、しかしカズたちから見れば、たいしたことはないかもしれませんね」

			　うん、ぼくたちにとってはたいしたことがない魔法？　でもこの世界にとっては特殊で特異な魔法？

			「心当たりが多すぎてわからないな」

			「この白い部屋のスキル・システムで申し上げれば、メニー・タンズです」

			　どんな言語でも会話できるってことね。たしかに便利かもしれない。

			　いや、待てよ。国を挙げて、これを使って組織的にアレコレするとしたら……。

			「ひょっとしてそのログニア教国ってさ、モンスターを捕獲して尋問とかしてたんじゃない？」

			「そういった噂がございました。噂が広まったその直後、第２聖女は失踪したとも」

			　うわー、その子、ひょっとしてめちゃくちゃ重要な情報を握ってるんじゃ……。

			「なにがあったか、推測はできる？」

			「これまでは、まったく不明でした。彼女の失踪によってログニアにおける魔王軍の情報収集計画は頓挫したと聞きましたし……かの国もいまやなく、渓谷に位置する脱出困難な地形ゆえ、関係者もそのほとんどが国と運命を共にしたといいます」

			　なにそれ、めっちゃきなくさいんですけど。

			　そんな重要情報を持つその子が、ぼくにいいたいことがあるって……。

			「ミア、きみの意見を聞きたい」

			「たぶん激ヤバなこと」

			「だよなあ」

			　ぼくは肩を落とした。いやはや、これ、とんだ爆弾が降ってきそうである。

			　今回は楽勝の殲(せん)滅(めつ)任務だと思ったら、これだよ……。

			「かといって、断る手はない」

			「わかってる。情報はちからだ。ミア、ラスカさんたちの護(ご)衛(えい)はアリスに任せて、その聖女だけでもこっちに連れてこられるか。道中の安全は確保してあるし、インヴィジして走ればなんの問題もないはずだけど」

			「わたしに、ひとひとり抱えてこいと？　……カズっちの付(ふ)与(よ)魔法がかかってるから、普通にできるけど」

			　ミアが３階まで来るころには、こっちの掃除も終わってるだろうしね。ひょっとしたら、ほかの捕虜がいる前では話せないことかもしれないし。

			　ならば、安全地帯に戻ってからじゃいっそう、話し辛いだろう。

			　混乱していて他国の目がないいまが最大のチャンス、ということになる。

			　あー、いちおう、リーンさんの使い魔の鷹(たか)がいるわけだけど……。

			「ルシア、この話ってリーンさんが聞いてもいいことだと思う？」

			「ぜひともリーンに聞いてもらうべきだと判断します。ただし、鷹(たか)には隠れてもらった方がいいでしょう」

			　なるほどね、その聖女を騙すかたちになるけど……その方がスムーズにいきそうか。

			「ですが、いまはともかく今後もずっと、あなたがたとリーンの利害が一致するとは限りません。あくまで……」

			「それは違う、ルシア」

			　ぼくは首を振る。

			「ルシアを含めたぼくたち全員の利益と、リーンさんの利害だ」

			「はい。そうでしたね、カズ」

			　ルシアはあまり表情を変えずにうなずく。

			　でも、その頬が少し緩んでいるように見えた。ほんのわずか、赤面しているようにも。

			　しばし、ぼくたちは見つめ合い……。

			「今後の家族計画について、会議？」

			「ミア、きみは雰囲気をだいなしにする天才だな」

			「そんなに褒(ほ)めなくても」

			　わざとらしく、照れた風を装うミア。激しく殴りたい、この笑顔。

			「ちなみにいまのは嫉(しつ)妬(と)とかじゃなくて、ボケをかましたくて仕方なかっただけ」

			「どうしてきみは、残念アピールにそんな熱心なんだ……」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　さて、今日初めての白い部屋だ。

			　というわけで、ぱーっと遊ぶことにした。白い部屋の外の状況は殺伐としているけれど、いやだからこそ、鬱屈した気分を発散させておかなければやってられない。

			　隣の部屋をプールに切り替えて、水着に着替え、泳ぐ。

			　ルシアはぼくたちと会うまで泳ぎというものを知らなかったようだけれど、少し教えただけで、たちまちクロールをマスターした。

			　たちまち誰よりもいいタイムを出すことができるようになる。やっぱり彼女、運動神経がものすごくいい。ずっと戦士として育てられてきたからなのか、筋肉を使うコツみたいなのを身につけているように思う。

			　ちなみに水泳の２番手はミアだ。あのニンジャの妹だけあって、引きこもりオタクのくせに、こいつもやたらと運動神経が発達している。

			　そういえば空を飛ぶ技術はいちばんなんだよな、こいつ。

			「ん。カズっちがわたしに見惚れている？」

			「きみのフォームが見事だと思うのは、うん、まったくその通りでほんと素晴らしいと思うよ」

			「わたしの体型がデコボコ少なくて泳ぎに最適といいたいのだろうか」

			　50メートルのプールを折り返して、１００メートル泳ぎ切ったあとだけに、少し息を荒らげて顔を赤くしているミアが、水のなかからじっとぼくを見上げてくる。

			「カズっち、カズっち」

			　あ、ちょいちょいと手まねきしている。これ、ぜったいイタズラ仕掛けてくるよな……。

			　まあ、いいか。ぼくはわざと無防備を装い、プールサイドのミアに近づく。

			　ミアはぼくの手をとって「えいやっ」と引っ張り、プールのなかに引きずり下ろしてきた。

			「そうくるのはわかってたよっ！」

			　黙ってやられるぼくだと思うなよ！　頭から水面に突っ込んだそのタイミングで、ぼくはミアの首に腕をからませる。もみあうように、ふたりで水中に没する。

			　水のなかで、もがくミアを見つめ……。

			　ぼくは彼女の唇に、軽くキスをした。

			　ミアが、びっくりしたように硬直する。

			「いまのは、卑(ひ)怯(きよう)……っ」

			　水面にあがったあと、ミアは妙におとなしかった。なぜかうつむいたままの彼女に、たまきが心配そうに話しかけている。

			「うまくケアしましたね」

			　ルシアがすれ違いざま、小声でいった。

			　うわ、見てたのか！

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋ではお腹が空かないけど、料理を食べようと思えば食べられる。

			　隣の部屋をプールから草原に切り替え、サモン・フィーストで豪華な料理を出して、謎(なぞ)の青空を見ながらのんびりとご飯を食べた。特にルシアはケーキやらパイやらクッキーやら、お菓子をむさぼり食らった。

			「ずっと、ずっとこの部屋にいられればいいのに」

			　アリスが、ぽつりと呟(つぶや)いた。

			「カズさんと、わたしたちみんなと、この部屋でずっと過ごせれば……」

			「この部屋で何十年も過ごしたあと、もとの場所に戻ったら、高校生と中学生に戻るわけか。それはそれで、ロマンがあるけど……なんか倦怠期になってそうだな。それに……なんかそれは、逃げな気がする」

			「やっぱり……そうですよね」

			　魅力的な提案だと思う。でもそれって、きっと白い部屋を出たあとの苦痛が増すだけだ。

			　この部屋での出来事は、しょせん、夢みたいなものなんだから。

			「できれば、ぼくはみんなといっしょに生きた分だけ、いっしょに老いていきたいな」

			　ぼくがそういうと、アリスははにかんだ笑みを見せ、「はい」とうなずいた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　心をリフレッシュさせて、白い部屋を出る。

			　さあさあ、過(か)酷(こく)な現実とご対面だ。

			　なおルシアは、順当に水魔法をランク７に上げた。

			　

			　ルシア：レベル37　火魔法９／水魔法６[image: yajirusi_fmt.png]７　スキルポイント８[image: yajirusi_fmt.png]１

		

	
		
			　

			第１９２話　虜(りよ)囚(しゆう)の聖女

			　

			　もとの場所、大広間で、戦いが再開される。

			　といっても、残る敵はジェネラル・オークが２体だけ。ナーガたちを全滅させて手が空いたたまきにとっては、ひとりでもなんとかなる相手にすぎない。

			　１体、倒したところで白い部屋に。アリスがレベルアップしたとのことだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ミア、こっちに来る準備はできたか」

			「お客さん、いま出るとこだよ」

			「出前かよ」

			　ちょっと会話して、もとの場所に戻る。

			　

			　アリス：レベル38　槍(そう)術(じゆつ)９／治(ち)療(りよう)魔法７　スキルポイント３

			　

			◆　◆　◆

			　

			　大広間に戻った直後、たまきがもう１体のジェネラルを斬り捨てた。

			　これで戦闘終了だ。

			　なお、ボスのナーガは青い宝石を５個、それ以外のナーガは２個落とした。ジェネラルは以前と同様、青い宝石４個である。

			　この戦いだけでトークン２１０個分の稼ぎだ。なかなかといったところだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ほかのモンスターの襲(しゆう)撃(げき)を警戒しながら、ミアの到着を待った。

			　上空からの爆撃音は依然として続いている。時折、砦(とりで)がぐらぐら揺れた。高橋百合子と最上潮音、通称ユリシオコンビは、だいぶ気合を入れているようだ。

			　ちなみに、このコンビ名を決めたのはミアである。これに関連して下品なことをいっていた気がするけれど、彼女たちの名誉と尊厳のため忘れることにした。

			「では、わたくしはしばし隠れておりましょう」

			　ルシアから事情を説明された鷹(たか)が、彼女の頭上から舞い上がり、大広間の隅へ。ぼろぼろになったカーテンの陰に、器用に潜り込む。

			　そうだった、聖女さまは、ぼくたちだけに話があるんだっけか。

			　しばしののち、階段の方から急に音が消える。

			「サイレント・フィールドだな」

			　予想通り、数秒後に沈黙の結界はぼくたちの前にやってくる。すぐに透明化と沈黙が消え、裸の少女を背負ったミアが姿を現した。

			「ほい、お届けもの一丁！　まいどー」

			「またきみは、この世界のひとにわからないネタを……」

			　ミアは白い素肌も痛々しい裸の少女を床に下ろす。

			　膝を折り、床にお尻(しり)をつけた少女は、たしかにミアと同じくらいの年ごろに見えた。

			　未発達の胸もとを隠すこともなく裸身をさらしている。青黒い汚れた髪の毛はぼさぼさで、腰まで伸びていた。痩せて頬がこけ、ひどく痛々しい。

			　これでもアリスの治(ち)療(りよう)魔法をもらったあとだっていうんだから、ミアたちが発見したときはどんなありさまだったのか。

			　というか、さっきミアがいろいろ聞きたくないようなことをいってたよな。ずっと囚(とら)われの身だったはずなのに、妙に手足がきれいなのって……。

			　つまり、さっきまでこの手足はなかった、ってことなのかな。それをアリスが、魔法で再生したばっかりだから、きれいっていう……。

			　少女の薄緑色の双(そう)眸(ぼう)が、ぼくを静かに見上げる。オークたちからすさまじい虐待を受け続けていたのだろう少女は、なんだか奇妙なほど落ち着いて見えた。

			　ロウンの地底神殿で気丈に耐え忍びつつ反逆のときを窺(うかが)っていたルシアの親族たちとも違う、なにか異質な感覚。

			　そう、彼女から感じるのは、貴族的なものじゃなくて……。うん、なんだろう？　ええと、そうだな、もっとこう、宗教的な……。

			「カズっち、カズっち。せめて布くらいサモンしてあげて」

			　あ、しまった、つい彼女と見つめあってしまった。これ客観的に見たら、いたいけな裸の女の子に羞恥プレイを仕掛けているとしか思えない。

			　事案発生だ。

			　そうじゃなくても、気が利かないったらない話である。

			　慌てて不作法を謝罪したあと、白い布を召喚し、彼女にかけてやった。少女は床に座ったまま、ぼくから渡された布で身体を隠し、ちいさくうなずく。

			「お気になさらずとも、構いません。虜(りよ)囚(しゆう)の日々で、いろいろと貴重な体験をいたしました」

			　なにいってんだこのひと。志木さんみたいな皮肉をいうの、やめようよ。

			　うち、自(じ)虐(ぎやく)的な女性はもう間にあってるんですよ！

			「それで、ええと。ああ、ぼくの名前は、カズヒサ。家の名前はカヤ。カズって呼んで欲しい。……あなたは」

			「名をポクル、家はハララです。聖女と呼ばれております。もっとも、わたしをそう認定した国は、とうに滅びました」

			　やっぱり、彼女が聖女なんだ……。

			　で、ぼくたちのメニー・タンズに相当する魔法を使える、と。

			　彼女は、ぼくになにを伝えたいのだろう。

			「マレビトのカズ。わたしは、あなたと会うため、あなたに言葉を伝えるため、幾多の苦難と試練を乗り越え、ただこの日、このときの邂逅だけを信じ、生き延びてまいりました。無数の恥辱も無限の苦痛も、すべていま、この瞬間のためと思ってこそ」

			　少女の頬を、ひと筋の涙が伝う。およそ表情というものが消えていた。

			　ぞわり、と背筋を走り抜けるものがある。

			「マレビトのカズ。伝えましょう、この言葉を。よく聞きなさい。そして、余人には漏らさぬよう細心の注意を払いなさい」

			　そういって、彼女は告げる。とびきりの爆弾を、投げつける。

			「魔王は、あなたがたと同じマレビトです。魔王の目的は、もとの世界に帰還することです」

			　それは、たしかにとっておきの核地雷だった。

			　こりゃ……うん、迂(う)闊(かつ)に広められない、特別に危険なヤツだ……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　聖女さまは、これまでの疲労ゆえか、ずっと張っていた気が緩んだせいか、ぼくにひとこと伝えたそのあと、すぐ気を失ってしまった。

			　ぼくたちは、顔を見合わせる。いまの言葉の意味について考え、途方に暮れて……。

			　部屋の隅に隠れていた鷹(たか)が、ぱたぱた飛んできて、ルシアの頭の上にとまった。

			「いまはまだ戦場です。油断なさらぬよう」

			　あ、そうだった。リーンさんのいう通りだ、まだこの砦(とりで)の攻防は続いている。

			　とりあえず爆撃は、そろそろ終わりでいいんじゃないかな。

			　広間の外に出て、廊下の窓から顔を出し、トランシーバーの電源を入れる。

			　すぐに応答がきて、攻撃魔法の投下がやんだ。

			「現在は、桜ちゃんが中心になって、外に逃げ出すモンスターを殲(せん)滅(めつ)しています。どうぞ」

			　指揮を執る子の声が、トランシーバーから流れてくる。

			「そっちはきみたちに任せてだいじょうぶそうかな。どうぞ」

			「はい、問題ありません。あの、内部に部隊を送り込んでもだいじょうぶですか。どうぞ」

			「ボス集団は叩いたけど、まだ強いやつがいるかもしれない。気をつけて。どうぞ」

			　ジェネラル・オークは推定で武器スキルランク７相当の相手だ、これを１対１で倒せるとなると、やはり前衛にランク７以上がひとりは欲しい。

			　育(いく)芸(げい)館(かん)組も、そろそろ長月桜以外で武器スキルランク７所持者が誕生してきている。その桜はすでにランク９なわけで、彼女なら単独行動でもイケるんじゃないかと思うけど……。

			　今回は砦(とりで)の前後の出口を封鎖し、逃げ出すモンスターを殲(せん)滅(めつ)する。

			　その都合上、どうしてもエースがいない部隊が出てくるのだ。もしジェネラルがまだ複数いて、まとめてひとつの出口に向かったらと考えると、あまり余裕があるともいえない。

			　とりあえず、とぼくは聖女さまの小柄な身体を抱えた。

			「軽い、な」

			　こんな身体で、これまで、よくがんばったな……。

			「彼女には、まだ詳しい話を聞く必要があるよね。って、リーンさん、この話……」

			「わたくしの胸のうちに収めておきましょう」

			「助かります」

			　魔王が、ぼくたちと同じマレビトだった。

			　魔王はもとの世界に帰りたがっている。

			　それって、ぼくたちと魔王が繋がっていると勘違いされかねないような核地雷じみた情報だ。

			　さっきリーンさんが語っていた、ぼくたちのことを気に喰わない勢力、彼らに知られたら厄(やつ)介(かい)なことになるかもしれない。

			　ぼくとリーンさんは、すぐそのことに気づいた。ルシアは黙っているけど、聡明な彼女のことだ、すでに承知しているだろう。ミアは当然のことである。

			　たまきはきょとんとしているので、あとで釘を刺そう。アリスは……あとで伝えればいいか。

			「アリスと合流して、砦(とりで)を脱出する。この子を連れて、リーンさんのところに戻ろう」

			　そそさくさと動き出す。もうたいした敵は現れないはずだけど、油断大敵だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　30分後、ぼくたちは世界樹の中心近く、リーンさんの執務室に戻っていた。

			　砦(とりで)ではまだ戦いが続いているようだけど、長月桜を始めとしたほかの子たちでも充分だろう。神兵級が現れたとしても、いまの桜を中心として慎重に戦えばなんとかなりそうだからなあ。

			　眠り続ける聖女さまは、リーンさんお抱えの医師に預けている。

			　傷とかは完(かん)璧(ぺき)に塞いでいるから、あとは精神的な問題とのこと。精神にしても、魔法で治(ち)療(りよう)できる部分はキュア・マインドでなんとかなったはず。

			　そうとうひどい拷問を受けていたみたいだけど、これまでの例からして、キュア・マインド１発でそのへんのトラウマも全部消えるはずである。

			　疲れや使っていなかった筋肉の衰えみたいなものは、どうしようもないとのことだ。そのあたりについてアリスに訊ねると「手足の筋肉の衰弱とかは……彼女の場合、だいじょうぶだと思います」という答えが返ってきた。

			「えー、どういうことですかね。いい辛いこと？」

			「あ、はい、あの……」

			「四肢がちぎれていたから」

			　あ、ミアがあっさりいった。そういえば、そうだったね。

			　ひどいことを、とかいまさら考えても仕方がない。モンスターたちに人間の良心とか期待する方が無駄だ。

			　手足に衰えがないなら、今後に関してはその方が有利、そう思うことにしよう。

			「ん。詳しいこと、興味ある？」

			「ないよ！」

			　いまさらだけど、ほんとに不謹慎だなこいつは！

		

	
		
			　

			第１９３話　続・国境の砦(とりで)奪(だつ)還(かん)作戦

			　

			　辺境の砦(とりで)をひとつ落としたあとも作戦は継続している。お茶を２杯、飲む程度の休憩を挟み、ぼくたちは慌ただしく別の砦(とりで)に向かった。

			　そこにもオークを中心とした部隊が駐留していたが、オーク専門家たるぼくたち育(いく)芸(げい)館(かん)組は、さきほどと同じように、敵の主力をたやすく殲(せん)滅(めつ)してみせた。

			　いまさらこの程度の相手、手のうちさえわかっていれば、もはや苦戦する要素がない。

			　今回は隠し通路を使わずグレーター・インヴィジビリティ＋サイレント・フィールドでの強襲だったが、やるべきことはたいして変わらなかった。

			　砦(とりで)を守る部隊のボスは、オークの魔術師だった。以前に戦ったメイジより格上のようで、おそらくは精神攻撃系魔法を飛ばしてきたようだ。

			　ようだ、というのはアイソレーションで無効化してしまったので、よくわからなかったからである。

			　つまり、楽勝だった。

			　このオークはウィザード・オークと名づけた。青い宝石を４個落としたから、ジェネラル・オークと同じくらいの強さなのだろう。

			　ぼくとたまき、ミアがレベルアップした。

			　

			　　和(かず)久(ひさ)：レベル47　付(ふ)与(よ)魔法９／召喚魔法９　スキルポイント４

			　たまき：レベル38　剣術９／肉体７　スキルポイント３

			　　ミア：レベル38　地魔法７／風魔法９　スキルポイント３

			　

			　残念なことに、この砦(とりで)には人間の生存者がいなかった。

			　全員、むごたらしく殺されていたのである。痛ましいことだが、捕虜として長く苦しむことが幸せかといわれれば難しいところだ。

			「カズっち。感傷に浸ってないで、さっさと経験値集めよう、もっとレベルアップしよう」

			　地下牢で腐乱した死体を眺めていたら、ミアが服の端を引っ張ってきた。つとめていつもの調子で、ぼくを見上げている。これもきっと、彼女の気遣い……なんだろうなあ。

			「それとも、ひどい死体見て凌辱の様子を想像するプレイ続行？」

			「そんなプレイはいっさいしてない」

			　軽く彼女の頭を叩いておく。

			「ぬう。最近、カズっちがわたしの頭を楽器と勘違いしている」

			「あ、カズさん。さっきのジェネラルが持ってた剣、やっぱビーム出せるよ、ビーム！　これ、予備に持っておいていいかな？」

			　階上を掃(そう)討(とう)していたたまきが、地下牢の階段を騒々しく駆け下りてきた。

			　大広間での戦いで倒したジェネラルの１体が、黒い剣を使っていたのだ。戦いのなかで、その剣はいちど、まばゆいばかりの黄金色に輝き、ビームを放ってきた。

			　もっともそのビームは、とっさにぼくが展開したリフレクションに弾かれジェネラル自身に跳ね返って、こいつの左腕を一撃で飛ばした。

			　そうとうな威力があると考えられる。長月桜が持つ槍(やり)と同じタイプの、燃費が悪い遠距離攻撃なのだろう。

			　その剣はいま、たまきに握られている。目をきらきら輝かせて、ぼくの返事を待っていた。新しいおもちゃを手に入れた子供みたいだ。

			「予備というか、そっちを主力にすればいいんじゃないか。剣としての使い勝手は似たようなもんだろ」

			「うーん、そうしよっかなー」

			　とりあえず、彼女が手にした黒い剣にもハード・ウェポンをかけておく。

			　魔法の武器であっても、ぼくのエンチャントはその上から重ねることができるようだ。実際にどれだけ威力が向上しているのかは、いまひとつはっきりしないのだけれど……使い手の彼女たちが「強くなってる」というのだから、そうなのだろう。

			　現状、モンスターがときどき持っている武器を奪って使うのが、いちばんぼくたちを強化できる。防具については、サイズの問題でどうしようもないけれど……。

			　あ、いや、そういえばリーンさんと志木さんが「ちょっと試したいことがある」とかいってたかな……。

			　まあ、期待しないで待っておこう。

			　無傷の四天王クラスと正面からやりあえるようになるまでの道は、まだはるかに遠い。

			　たまきは、いままで使っていた銀の剣を背中に背負い、新しく手に入れたこの黒い剣を使うことに決めた。

			　ミアとなにごとか、ぼそぼそ話している。

			「ねえねえ、カズさん。『金色螺旋撃』と『ゴールデン・スマッシャー』どっちがいい？」

			「必殺技の名前とかつけるのか……」

			　もし戦闘中に叫び出したら、容(よう)赦(しや)なく他人のフリをしよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　午前中のうちに、さらにもうひとつ砦(とりで)を落とした。

			　今度の砦(とりで)は、ホブゴブリンに支配されていた。初めて見る小型のホブゴブリンが大量にいて、それがゴブリンらしい。

			　ぼくたち、先に上位種のホブゴブリンを見ちゃったからなあ。

			　隊長格のホブゴブリンや、上位魔法を使うメイジ系、さらにそれらを束ねるキング・ホブゴブリンともいうべきやつもいた。キングは実力的にランク８くらいありそうだったけれど、それでも単体じゃ、いまのぼくたちの敵ではない。

			　遠距離からたまきの『黄金絶命閃』の餌(え)食(じき)となり、距離を詰められてなます斬りにされた。

			　なおたまきの剣のビームは、２回目には『滅殺黄金剣』と呼ばれていた。

			　この砦(とりで)の攻略戦で、全員のレベルが１ずつ上昇した。

			　これでついに、ぼくのスキルポイントが５を超えた。強化召喚のランクを得ることが可能となったのである。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋にて。

			「これは派生スキルの最初のケースだから、皆で確かめてみよう」

			　ぼくは自分のノートＰＣを皆に見せながら、解説する。

			　ツリー状となったスキル欄のいちばん右側に表示された、強化召喚の文字。そこをクリックすると、「アビリティを選択してください」という文字が飛び出てきた。

			　アビリティ。それが、これまでとは違う派生スキルの特徴である。ただスキルのランクを上げるだけでなく、いくつかあるアビリティのなかからランクごとにふたつを選んで、己を強化していくのだ。

			　強化召喚ランク１の場合、取得できるアビリティのうち有用そうなものをピックアップすると……。

			　

			・使い魔強化１

			　名前の通り、使い魔が強くなる。おおよそランク０・５分の強化というから、たとえばパシャ・ラウが武器スキル７・５相当になるということだ。

			　なおこのアビリティは、重ねて取得することで２、３とさらに強化されていく。一度のランクアップで連続して取得することも可能だが、最大値は現在のランクと同じところまで。つまり、いまはまだ使い魔強化１までしか取得できない。

			　また、実質的に使い魔のランクが上昇するため、それに伴い維持ＭＰも上昇する。

			　

			・使い魔維持魔力減少１

			　こちらも、ほぼ名前の通り、使い魔を召喚し続ける場合必要な維持マナが減少する。最大ランクは５で、ランク１だと１割、ランク５で５割減少するようだ。そのほかの制限も、使い魔強化と同じ。

			　

			・使い魔能力付(ふ)与(よ)１

			　ランク５まで存在するアビリティ。自分またはパーティメンバーのスキルを召喚時、使い魔に付(ふ)与(よ)する。使い魔の維持に、このスキルのランクにつき２割増しのＭＰが必要となる。

			　ランク１ならランク１までのスキルを付(ふ)与(よ)、最大でランク５までのスキルを付(ふ)与(よ)できる。たとえばこれをランク３まで上昇させれば、使い魔にアリスの持つ治(ち)療(りよう)魔法ランク３を使わせることが可能になり、維持ＭＰは６割増しとなる。

			　

			・使い魔同調１

			　ランク３までしか存在しないアビリティ。ランクを上昇させることで、使い魔とぼくの意識をシンクロさせることが可能となる。シンクロ時は、使い魔の維持に倍のＭＰが必要となる。

			　ランク１では、五感を同調させることができるようになる。この段階では、リモート・ビューイングの強化版といった感じだ。

			　ランク２で使い魔を通して会話したり、使い魔の身体を乗っ取って動かしたりできるようになる。

			　ランク３までくると、使い魔を通してぼくのスキルや魔法を使用することが可能になる。

			　

			・使い魔サイズ変更１

			　ランク３までしか存在しないアビリティ。ランク１の段階では、維持ＭＰを２割増しにすることで、召喚した使い魔のサイズをちいさくする。小型化に伴い、相応に弱くなるものの……ときには、それが役に立つこともあるだろう。

			　

			　まだいくつかあるんだけれど、いまのぼくが選ぶとしたらこのへんだろう。

			　ミアが「はい、先生。意見があります」と手をあげる。

			「ミアくん、どうぞ」

			「使い魔サイズ変更のランク２で大型化、ってあるじゃない」

			「あるな」

			「おっぱいだけ大型化ってできるのかな？」

			「できて、どうする」

			　戯れにＱ＆Ａしてみたところ、不可能、という返答がきた。

			「残念じゃ」

			「ちっとも残念じゃないよ！」

			「それはそれとして、カズっち。使い魔強化は鉄板で外せない、よね？」

			「だろうなあ。単純に強い使い魔を呼び出せるわけだもんな」

			「残る１ポイントは、使い魔維持魔力減少にガン振りしていくか、便利系アビを取っていくか」

			　うん、実質的にその２択だろう。

			「使い魔強化で維持ＭＰが上昇することを考慮するなら、使い魔維持魔力減少ガン振りが魅力的かな」

			「能力付(ふ)与(よ)も捨てがたい。今回みたいに別行動のとき、どう部隊分けしてもヒーラーを配置できるのはすごい安心感」

			　それは、たしかに。でもなー、ヒーラーについてはちょっと考えがあるんだよなー。

			「いまリーンが、手をつくして専従契約の書を探してくれています。そのなかに治(ち)療(りよう)魔法の使える使い魔が見つかれば……」

			　ルシアが、ぼくの考えを代弁してくれた。そうそう、それです、それ。

			　まー、昨日の今日だから、見つかるかどうかわからないけどね。

			「使い魔が自分で使う、という前提だと、自分にしかかけられないシー・インヴィジなんか魅力的ではあるんだよな……。ランク３まで上げる前提だけど」

			　ちなみに、使い魔が自ら召喚魔法を行使することはできないとのこと。

			　それできちゃうと無限増殖だからなあ。

			「とりあえず、使い魔同調を取ろうと思う。偵(てい)察(さつ)は重要だしね。異議があるひとー」

			　誰も手を上げなかった。ミアもルシアも、納得している様子である。

			　アリスとたまきは、普段からこういうことで意見を出さないし。

			　というわけで、ぼくは新たなちからを得て……。

			　その後も、モンスター退治という名の虐(ぎやく)殺(さつ)を続けたのである。

			　

			　　和久：レベル48　付(ふ)与(よ)魔法９／召喚魔法９　スキルポイント６[image: yajirusi_fmt.png]１

			　　　　　　　　　　強化召喚０[image: yajirusi_fmt.png]１（使い魔強化１、使い魔同調１）

			　アリス：レベル39　槍(そう)術(じゆつ)９／治(ち)療(りよう)魔法７　スキルポイント５

			　たまき：レベル39　剣術９／肉体７　スキルポイント５

			　　ミア：レベル39　地魔法７／風魔法９　スキルポイント５

			　ルシア：レベル38　火魔法９／水魔法７　スキルポイント３

			　

			◆　◆　◆

			　

			　午前中に合計で３つの砦(とりで)を落とし、世界樹に戻る。

			　軽く昼食をとっていると、リーンさんからの連絡がきた。

			　聖女さまが目を覚ましたらしい。

		

	
		
			　

			第１９４話　ログニアの聖女ポクル

			　

			　ログニア教国の第２聖女、ポクル・ハララ。

			　いまはすでに滅びた国の、数少ない生き残りとなった少女だ。

			　いつものリーンさんの執務室たる木のうろではなく、そこから少し離れた、ひと払いされたちいさな木のうろの部屋にて、ぼくたちはふたたび、ミアと同じくらいの年齢とおぼしきその少女と再会した。

			　ポクル・ハララは、部屋の中央に敷かれた、ぼくたちの目からは粗末に見える布団から半身を起こしている。和服に似た光の民の民族衣装を着せられて、ちょっと窮屈そうにしていた。

			　部屋の四隅に、魔法でオレンジ色に輝く燭台がある。その照明に照らされた彼女の髪は、淡い綺麗なブルーだった。どうやら最初に会ったときは、よほど薄汚れていたみたいだ。

			　で、彼女のまわりにいるのは、ぼくとリーンさん、ルシア、それから志木さんと結城先輩。覆面でものすごく妖しげな忍者装(しよう)束(ぞく)を見て、小柄な少女の表情にわずかな怯(おび)えが走る。

			「すまぬでござる。いま素顔を見せるでござるよ」

			　結城先輩は、ためらわず面頬を取り、素顔を露わにした。

			　ぼくとミア以外にとっては初めての、結城先輩の素顔。優しげな笑みを浮かべた、精(せい)悍(かん)な青年の表情がそこにある。

			「あら、イケメンじゃない」

			　志木さんが眉(まゆ)根(ね)を釣りあげ、そんなことをいう。

			　ぼくも当時は、彼のことを学校に営業にきたイケメンサラリーマンだと思っていた。

			　男前なうえ、けっこう彫りが深い顔つきなんだよな。昭和の特撮キャラっぽいバタくささというか。

			　でも結城先輩の笑顔は、ひとを安心させる。あのとき極限状態に追い詰められていたぼくも、そうだった。

			　そしてそれは、12、13歳に見える幼い聖女さまにとっても同様であったようだ。

			「だいじょうぶでござるよ」

			　結城先輩がにっこりしたとたん、ポクルの表情が、みるみる和らいでいく。

			　なんだこのひと、ほんとに諜報関係者とかじゃないのか。ひとの心を掴(つか)むの上手すぎだろ。

			　で、普段は面頬でそのメリットを完全に隠してるのか。なんでだろう。

			「ポクル・ハララです。まずはお礼をいわせてください。助けてくださって、ありがとうございます」

			　ポクルは、彼女を囲んで座ったぼくたちに、ちいさくうなずいてみせた。

			　全員を一(いち)瞥(べつ)したあと、ぼくと視線を合わせる。

			「カズ、と呼べばよろしいでしょうか」

			「あ、それで」

			「ではカズ。さっそくですが、あなたがたに向かって欲しい場所があります。現在の世界情勢では、敵地となりますが……砦(とりで)を制圧したみなさまの戦力を考えれば、けっして不可能ではないと考えます」

			　そりゃま、いまのぼくたちなら、リーンさんの使い魔を使ったピンポイント制圧戦術を使えば、たいていの場所を制圧できるだろう。そこを維持できるかというと、疑問だけど。

			　四天王が出てきたら、わりとお手上げなんだけども。

			「魔王に関することですか」

			「はい。わたしがモンスターから聞きだした情報ですと、幽雷湿地の奥の奥、かつてテパトの寺院と呼ばれた地に、魔王の秘宝と呼ばれるものが残っているそうです。そのモンスターは、一時期、かの地の守護をしていたと」

			「魔王の秘宝……」

			　この子は、ぼくたちのメニー・タンズと同様、あらゆる言語を話すことができるらしい。

			　ログニア教国は、それを使って捕らえたモンスターから情報を収集していたのだと。

			　失踪した彼女があの砦(とりで)にいたのは、ぼくたちに伝えたい情報があったからとのことだ。

			　魔王の秘宝。そして、魔王がマレビトであるという、さきの情報。

			　テパトの寺院。いったいそこに、なにがあるんだろう。

			「物語の定番パターンから考えて、崩れて廃墟になったデパート跡地がある、とかでござろうかな」

			「結城先輩、やっぱりミアちゃんのお兄さんですね」

			　志木さんが笑顔でツッコミを入れる。

			　この世界のひとたちがきょとんとしているけど、うん、みなさんは知らなくていいことです。

			　それにしても、テパトの寺院イコールデパートか……やばい、ありそうで困る。

			「この情報を受けて、現在、数体の使い魔を幽雷湿地に飛ばしております。なるべく近くにいた使い魔を動かしたのですが……いましばらく、時間をいただきたく思います」

			　さすがリーンさん、生体テレポート・ネットワーク管理者、行動が早い。

			　というか、もう調べること決定っすか。まー、魔王の情報とかめちゃくちゃ重要そうだもんなあ。

			「この情報をマレビトの方々にお伝えすることができて、わたしは心の底から安(あん)堵(ど)しております。辛い日々も、いまこのときのためにあったのだと」

			　ポクルは、ちからなく微(ほほ)笑(え)む。

			　その頬を涙が伝い落ちる。胸が締めつけられるような、寂(さび)しい表情。

			「国もなく、供の者もわたしをかばって先に逝き、ただこの身だけが残りました。幸いと申しましょうか、砦(とりで)を占(せん)拠(きよ)したモンスターの一部がわたしのちからに気づき、詳しいことを聞き出そうとしたため、同郷の者のうちわたしひとりだけ、今日まで殺されずに済みましたが……。申し訳ございません。みなさん。しばらくひとりきりにしていただけませんか」

			　少女のその願いに、ぼくたちは顔を見合わせ、席を立つ。

			　結城先輩や志木さんは、まだ聞きたいことがありそうだったけど……それはあとにすればいい、と思ったようだ。

			　ぼくたちが木のうろの外に出ると、なかから嗚咽が漏れ聞こえた。

			「彼女たちが命を削って守り通したこの情報、なんとしてでも生かさねばならぬでござるな」

			　いつの間にか覆面姿に戻っていた結城先輩が、ぽつりとつ呟(つぶや)いた。

			　って変装早いっすね。見れば、志木さんやリーンさん、ルシアもびっくりしている。

			「さて、拙(せつ)者(しや)たちは、砦(とりで)を奪い返す作業に戻るでござるよ。カズ殿たちは、しばし休憩するのがよいでござろう」

			「いいえ、その前に……」

			　リーンさんがいった。

			「カズ、志木。あなたがたに見ていただきたいものがあります」

			「あら。あれに目途がついたのかしら」

			「上手くいきました。すでに実用レベルのものが完成しておりますので……」

			　リーンさんと志木さんが、意味深に語っている。

			　うん、どういうことだ？　ひょっとして、ぼくの知らないところで妙なプロジェクトが進行していた？

			「少々、お時間をいただいてよろしいでしょうか」

			「ああ、はい、でもいったいなにを……」

			「まあまあ。行けばわかるわ」

			　志木さんがニマニマしていた。

			　腹パンしたい、この笑顔。あとが怖いからしないけど。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　例によってワープを使いやってきたのは、ほかと区別がつかない森のなかだった。樹上ではなく木々の下に、小屋が立ち並んでいる。

			　近くの木製エレベーターで、地上に降りた。

			　小屋のひとつから、声が聞こえる。

			　いや、これは……歌だ。

			　それも、ぼくがよく知る歌だった。

			　っていうか、うちの学校の校歌だよこれ。なにしてるんだ、こんなところで……。

			「ここです」

			　リーンさんが、校歌が漏れ聞こえる小屋の戸をひらく。

			　歌っているのは体操着の女の子だった。育(いく)芸(げい)館(かん)組だ。名前は忘れたけど、オークたちのもとから助け出した子で、中等部３年生だったはず。

			　戦うのが苦手だからってことで、雑用役としてすみれたちと後方で働いていた、おとなしい子だったはず。

			　彼女は、ちらりとぼくたちの方を窺(うかが)い、ぼくの顔を見て喜色を浮かべた。

			　歌は止めない。

			　少女の目の前の木製テーブルに、５個のお守りが置いてある。神社とかで買う、交通安全のお守りだ。そのお守りは、彼女の歌に反応するように、淡い白銀の輝きを放っていた。

			「あれは……」

			「音楽スキルよ」

			　歌を邪魔しないようにか、志木さんが小声でいった。

			「音楽スキルをとったの？」

			　音楽スキルって死にスキルじゃなかったのか。いや、そのへんを実験していたってことか。

			　呆(あつ)気(け)にとられて立ち尽くすぼくにリーンさんが微(ほほ)笑(え)む。

			「わたくしたち光の民は、世界樹の歌をもとに魔法をつくりあげました。世界樹の歌は、原初の魔法です。音楽スキルと聞いたとき、その原初の魔法を応用できないかと考えたのです」

			　そういえば、昨日、一昨日(おととい)と世界樹自体が歌ってたなあ。あそこで音楽スキルとの関係性に気づくべきだったのか。

			　リーンさんがそこに着目したのは、彼女がぼくたちとは別の視点でものを見ているからだろうか。あるいは単に、ぼくたちより頭がいいってだけかもしれないけれど……。

			「音楽スキルで、なにが起きるの。あれは、光るだけじゃ……ないよね」

			「はい。何度か実験した結果、カズの付(ふ)与(よ)魔法に近い結果を得ることができると判明しました」

			　それってさりげに、すごいことなんじゃ。

			　志木さんを見ると、彼女は少しためらいがちにうなずいた。

			「まだ、はっきりとこの歌を歌えばこう、って関連は見えないって話で……だから歌音ちゃんの身柄は、引き続きリーンたちに預けていたのだけれど」

			　思い出した、いま歌っている子の名前は、三(み)池(いけ)歌(か)音(のん)。

			　合唱部に入っていたとかなんとか、アリスあたりから聞いた気がする。

			「さきほど、彼女から報告があったそうです。歌うときに込める気持ちが、そのまま付(ふ)与(よ)される効果に関わってくるとのことです」

			「気持ち……ですか」

			　ちょうど歌音が、校歌を歌い終わった。

			　こちらを向いて、はにかんだ笑みを見せる。そういえば、たまきが「彼女は内気な子なんだよ」っていってた気がするなあ。

			「カズさんやアリスちゃんが魔法で傷つかないようにって、想いをこめて歌いました」

			「何度か試した結果、条件を限定することで、いっそう付(ふ)与(よ)される能力が強化されるということが判明しています」

			「なるほど、たとえば火に強くなるように、って考えながら歌えば、炎のなかでも平気とか？」

			「はい。ですがカズの場合、そういった限定用途に関しては、状況に応じた付(ふ)与(よ)魔法で充分だと聞きましたので」

			　属性レジスト系は、その攻撃が来ることさえわかっていれば、強力な防御を提供してくれる。

			　なら、付(ふ)与(よ)魔法でもすべてを防ぎきるのが難しい対魔法汎用のアイテムとかで守りを固められるのは嬉しいかもしれない。

			　これ、リーンさんの考え方じゃない気がする。すごくゲーム的なこういう計算は……。

			「志木さんがアドバイスしたんだよね」

			「ええ、わかってくれて嬉しいわ」

			　腰に手を当て、ドヤ顔になる志木さん。あ、ちょっとかわいいぞ。

			「少し実験してみましょうか」

			　志木さんはそういって、交通安全のお守りをぼくの首から下げた。

			「え、待って、待って。実験ってどういうことかな？」

			「ご心配なく、カズ。苦痛のある魔法は使いません」

			「リーンさん、それぜんぜん安心できない！」

			　リーンさんが呪文の詠唱を始める。ぼくは慌て、戸惑い……でも仕方なく、彼女の放った魔法を食らう。

			　なんだかちょっと、頭がぼうっとして……。

			　はっと我に返る。

			「あれ、いま、ぼくはなにされたんです？」

			　リーンさんは、ふむふむとなにやらうなずき、にっこりと笑いかける。

			「あ、あの」

			「では次に、お守りを外してみてください」

			「ええと、ちょっと、話し合いましょう」

			　お守りを外したり、またつけたりと何度か実験した結果。

			　交通安全のお守り（対魔法防御）は、多少とはいえ魔法攻撃への耐性を付(ふ)与(よ)してくれることが確認できた。

			　うう、もう人体実験はごめんだよ！

		

	
		
			　

			第１９５話　国境の砦(とりで)防衛戦

			　

			　ぼくがリーンさんに人体実験（意味深）されているうちに、情勢が変化していたようだ。

			　リーンさんがふと小首をかしげ、呪文の詠唱を中断する。

			　使い魔でいろいろ監視していたっていうから、それ関係か？

			「みなさんが最初に奪(だつ)還(かん)した砦(とりで)に、モンスターが迫っているとのことです」

			「思ったよりずっと早かったわね」

			　呪文を食らいまくるぼくを見てにやにやしていた志木さんが、緊張した面持ちになる。

			　っていうか志木さん、さっきまで腕組みして、ほんと嬉しそうに実験されるぼくを眺めていたんだよなあ。

			　リーンさんは、ちょっと厳しい表情をしていた。

			　ひょっとして……結構、迫ってくる敵の数が多いのか？

			　ぼくたちの奇襲から、まだ数時間も経っていない。まとまった数を砦(とりで)の奪(だつ)還(かん)に向かわせるのは、いくらなんでも難しいはずだけど……。

			　光の民が迅(じん)速(そく)な戦力の集中投入を可能としているのは、リーンさんの使い魔テレポート・ネットワークがあってのことである。

			　もしかして、もしかして。神兵級が複数、攻めてきちゃったりする？　そうであっても、いまのぼくたちなら２、３体までならなんとかなりそうだけど……。

			「高速の混成部隊で、メキシュ・グラウが４体、確認されております。メキシュ・グラウのうち２体の背中に、レジェンド・アラクネの姿があります。メキシュ・グラウは飛行しているとのことです」

			　そんな程度じゃなかった。

			　メキシュ・グラウが４体、レジェンド・アラクネが２体。

			「神兵級が合計で６体とはね……」

			　志木さんが唸る。

			　ぼくは、彼女の報告にもうひとつ重要なことが含まれていることに気づいた。

			「メキシュ・グラウが空を飛んでいる、ってどういうことですか」

			　メキシュ・グラウは４本腕のケンタウロス型モンスターだ。身の丈６メートル、全長10メートルにもなる巨躯で、炎の弓矢とか雷の剣とか、盛り沢山なヤツである。

			　でも、ぼくたちが戦ったやつらは、いちども空を飛んだりしなかった。

			「翼があるようには見えませんが、空中に道があるかのように駆けています。そういう能力、なのかもしれません」

			「ウィンド・ウォーク、かな」

			　風魔法ランク５のウィンド・ウォークは、空中をまるで地面であるかのように踏みしめることができる魔法だ。持続時間は、ランクあたり20分。いまのミアなら効果時間が３時間である。

			　出撃前に、魔術師型モンスターの誰かにこれをかけてもらったのだろうか。

			　ありうることだ。メキシュ・グラウの速度で３時間も走れば、かなりの距離を移動できることだろう。

			「ところで、一昨日(おととい)あたりまであのあたりに神兵級は確認されてなかったんじゃ……」

			「グロブスターで呼んだのかもしれないわ」

			　志木さんがいった。

			「で、本来は攻勢作戦に使うはずだった神兵級を、慌てて砦(とりで)の奪(だつ)還(かん)に差し向けてきた？」

			「あくまで可能性のひとつだけどね」

			　敵も、それだけ必死なのだろう。

			「さて、んじゃ迎撃するとして……６体同時は、ぼくたちだけじゃ手に余るな」

			「桜ちゃんたち第２チームも投入するわ。結城先輩と啓(けい)子(こ)さんにも助力を仰(あお)ぎましょう」

			　向こうが神兵級だけで空を駆けて攻めてきたのは、最速で最大戦力を投入することで、こっちが態勢を立て直す暇なく砦(とりで)を再度、奪うためだろう。

			　ぼくは戦略とかがよくわからないけれど、あの砦(とりで)が敵の包囲の要であることくらいはわかる。

			　魔王軍は、そんな場所に楔(くさび)を打ち込まれた。

			　このままじゃヤバいとやつらは思っている。

			　いまやつらは、ひどく焦っているに違いない。

			　数日前までは無敵だった魔王軍が、慌てふためいている。

			　ここで神兵級だけが護(ご)衛(えい)もなしの６体で攻めてくるというのは、いくらなんでも強引すぎるように思うのだ。

			　なりふり構わず、本気になって勝ちにきていると。

			　これまで防戦いっぽう、蹂(じゆう)躙(りん)されるいっぽうだったこの世界のひとたちにとっては、敵を本気にさせただけでも快挙かもしれない。

			　でも、それだけじゃダメなんだ。

			　ぼくたちは一度の勝利におごらず、ひたすらに勝ち続けて、魔王軍の脅威を排除するしかない。

			「ぼくたちはどうする。２パーティで迎撃かな。でも、あまり数を増やして欲しくないよね」

			「ええ、せいぜい10人ってところ。あなたたちを第１パーティにして、第２パーティは桜ちゃん、潮音ちゃん、百合子ちゃん、忍者ふたり。こんな感じでどう？」

			　潮音＆百合子コンビは、火魔法のランクが８になっている。槍(そう)術(じゆつ)９の長月桜と共に、ぼくたちを除く育(いく)芸(げい)館(かん)組のエースチームを形成していた。

			　昨日のアガ・スーとの戦いでも、その火魔法によって多数の雑(ざ)魚(こ)を焼き殺し、露払いしてくれたのが彼女たちだ。

			「では、志木のいう人員を集めます。カズは少し残ってください。カノンの歌で、もうひとつ守り札をつくってもらいましょう。カノン、できますか」

			「はい。まだＭＰはあるみたいです」

			　あ、歌音の音楽スキルって、ＭＰを消費するのか……。

			　当然か、これってもはや、一種の魔法だもんな。音楽関連って白い部屋のＱ＆Ａでもさっぱり要領を得ないから、わからないことだらけなんだよなあ。

			「カズさん、どんなお守りを作ればいいんですか」

			「そうだな……」

			　神兵級の攻撃は、どれも激しくヤバいものばかりだ。

			　でも、そのなかでいちばん危険そうなものといったら……。

			「乱戦になったとき、レジェンド・アラクネの鋼糸が無数に飛んでくるのは……こっちの人数が多いほど厄(やつ)介(かい)かな」

			「糸攻撃ですか……わかりました、では」

			　志木さんが出ていったあと、安産祈願のお守りを10個、テーブルに置いて、歌音が歌い出す。

			　教科書にも載っている、さくらさくらだった。

			　なぜここで、その歌が出てくるのか……？

			　そんな疑問が浮かんでくるのはともかく、素人(しろうと)のぼく的には、とても上手な歌に思えた。音楽スキルの効果だから、きっと歌の上手い、下手に関係はないんだろうけど……。

			　歌音のさくらさくらは、ゆっくりと波打って、ぼくの心に沁みわたる。

			　気づくと、ぼくは涙を流していた。

			　あれ……なんで、こんな。横を見ると、リーンさんがちいさくうなずいた。

			「カノンの歌は、ひとの心を動かします。それがスキルのせいなのか、それとも彼女特有のなにかなのかまでは、わたくしにはわかりかねますが……」

			　光の民の指導者たる少女は、しみじみと、呟(つぶや)く。

			「よい、歌ですね」

			「はい」

			　ぼくは心から同意した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　検証のときにわかったのだが、お守りを複数持っていてもあまり意味はないそうだ。

			　どうしてなのか、まだ詳しいことは不明なのだけど、リーンさんによれば「波の干渉が起き、動作不良を起こす」といった感じの現象が発生しているとのこと。

			　ゲームでいうと、お守りスロットはひとつ、ってことなのかなあ。

			　で、お守りは持っているだけで効果を発揮するけど、そのたびに劣化していく。最終的には壊れてしまうらしい。

			　回数制限の使い捨てアイテムとは、ますますゲーム的である。

			　それをいったら白い部屋のシステムはすべて、どこかのゲームから持ってきたとしか思えないようなものばかりなんだけど。

			「がんばってください、カズさん！」

			　歌音は、ぐっと拳(こぶし)を握って送り出してくれた。

			　彼女の目には、ぼくに対する限りない信頼と尊敬の念がある。志木さん、ほんとどうやって育(いく)芸(げい)館(かん)の子たちを洗脳したんだか……。

			　待ち合わせ場所となった世界樹近くの転移門の間には、すでに全員が集結していた。

			「待たせてごめん。みんな、これを」

			　出撃する10人全員、安産祈願のお守りを首から提げてもらう。

			　ルシアは「このお守りの本来の加護は、どのようなものなのでしょう」と興味深そうだった。
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			　ぼくが言葉を濁したところ、ミアが口もとに手を当て、下品に笑った。

			「なるほど、ミアがこういう笑いをするようなものですか」

			「ルシア、ミアのことをよく理解するようになったな……」

			「ん。ちとワンパターンかのう、いけんのう」

			　いけんのう、っておまえさんどこの人間だよ。

			「でも、このワンパターンにこそわたしの生きる道がある」

			「そんな生存ルートは燃え尽きてしまえ」

			　呑(のん)気(き)なことをいいあいながら、例によって使い魔の鷹(たか)のワープで砦(とりで)の前につく。

			　砦(とりで)では、２００人ほどの兵士が忙しく働いていた。耳とか尻尾(しつぽ)とか身体のどこかが動物っぽさを出しているから、皆が光の民のようだ。

			　ここはもともと光の民の防衛拠点だったって話だから、それを光の民が守るのは当然、か。

			　土の精霊を使(し)役(えき)する魔術師が、砦(とりで)の壊れた部分を修復しようと、土壁を盛り上げている。その横で、一般兵士たちが瓦(が)礫(れき)を片づけていた。

			　どのみち、メキシュ・グラウ相手にこんな石の壁なんてなんの意味もない。

			　相手は、丘のひとつくらい、まとめて吹き飛ばすような存在だ。神兵、というクラス分けは伊達ではない。

			　ぶっちゃけここの兵隊さんたち、戦いの邪魔になりそうだなあ。どうせ戦力にはならないし、吹けば飛ぶような兵士を守って戦うのは面倒だ。

			「リーン、彼らを退避させてもらえますか？」

			　ルシアも同じことを思ったのか、頭の上に乗せた鷹(たか)にそんなことを訊ねていた。

			「彼らを囮(おとり)として扱っても、いっこうに構いません」

			「囮(おとり)って……ああ、そうか。なにも気づかないフリで作業していれば、向こうも少しは油断するってことか……。で、奇襲、と」

			　ぼくは少しだけ、頭のなかでその案をもてあそぶ。

			　メキシュ・グラウもレジェンド・アラクネも、隠れている敵を感知する能力があることは確認済みだ。そしてメキシュ・グラウのその能力が、およそ半径１００メートルに及ぶことも判明している。

			　砦(とりで)に敵がいれば、メキシュ・グラウたちはまず遠距離から、それを排除しようとするだろう。

			　炎の矢、邪炎撃の有効射程は１キロ以上ある。挨拶がわりの一撃でも、砦(とりで)は致命的な損害を被るに違いない。

			　でもそこで、ぼくたちの出番だ。近くの森に隠れ、敵が邪炎撃を放つ直前、ルシアの火魔法10倍化で先制の一撃を加える。

			　上手くすれば、乗り手のレジェンドを含め、２体を同時に倒すことができるだろう。その間に、近接戦闘要員が突撃して……。

			　いや、敵が邪炎撃をいつ放つかなんてわからないよなあ。もし彼らを退避させた場合、どうか。敵は、この砦(とりで)がもぬけのカラであることをすぐ見抜くだろう。

			　警戒し、場合によっては引き返すかもしれない。

			　いや、その場合でも砦(とりで)を破壊くらいはするか？

			　メキシュ・グラウの邪炎撃があれば、この程度の城塞を破壊することはたやすいように思える。敵としては、どのみち自分たちを逆包囲することになりかねない拠点を潰してしまえるわけで……。

			　ふと顔をあげれば、皆がぼくを見ていた。

			　うあー、ぼくの選択待ちか。

			　なら、と呼吸を整え、ひとつ咳払いする。

			「彼らは砦(とりで)の内部か、すぐ内部に避難できるところで作業してもらおう。ぼくたちは砦(とりで)を守りつつ、メキシュ・グラウを引きつけて迎撃しよう」

			　ぼくは自信を持って宣言した。

		

	
		
			　

			第１９６話　神兵級部隊１

			　

			　勝利条件の問題だ。

			　敵軍としては、この位置にぼくたちの砦(とりで)があってはマズい。

			　ぼくたちはこの砦(とりで)で敵に出血を強いたい。

			　なら、この砦(とりで)に人員が配置されていようがいまいが、ぼくたちには砦(とりで)を守る以外の選択肢がない。今後のことを見据えるなら、勝てるときは貪欲にどこまでも勝つべきだ。

			　以前ならばともかく、いまのぼくたちには神兵級６体を相手にできるだけの戦力がある。

			　もっともそれは、きちんと戦術が当たった場合の話であるからして……。

			　作戦は綿密に、そして実行にあたっては、大胆に。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しばしののち。

			　ぼくはミア、潮音、百合子、それに啓子さんと共に、５人で砦(とりで)の見張り塔の屋上に立ち、メキシュ・グラウたちの接近を待っていた。

			　深い密林の彼方、最初は豆粒ほどだった複数の飛翔体。

			　それが、次第におおきくなってくる。

			「来たな」

			　ぼくは呟(つぶや)く。

			　樹上20メートルほどを飛行して近づいてくる４体のモンスターは、樹木との対比によって遠くからでもその巨大さがはっきりとわかった。

			　メキシュ・グラウは全高さ６メートル、全長10メートルのケンタウロス型モンスターだ。腕は４本で、下の２本の腕で弓矢を構えている。

			　上の右手で剣を握って、上の左手では盾を構えている。

			「ん。そろそろ」

			「そうねー、がんばりましょーっ」

			　ミアと啓子さんがフライで舞い上がり、砦(とりで)の手前に立ちはだかる。

			　メキシュ・グラウたちはいったん前進を止め、下の両腕で弓に矢をつがえて引き絞った。

			　その矢が紅(ぐ)蓮(れん)の炎に包まれる。

			　４本腕のケンタウロス型巨大モンスターが、ぼくたちめがけて炎の矢を放つ。

			　邪炎撃。神話において地(じ)獄(ごく)の炎を巻き上げあらゆるものを焼きつくすとうたわれる必殺の一撃が、４本まとめてぼくたちのいる砦(とりで)に飛来する。

			　あのうち１本が直撃するだけで、この程度の砦(とりで)は木っ端微塵に吹き飛ぶことだろう。あきらかにオーバーパワーの攻撃だ。

			　ぼくは、砦(とりで)の本丸で作業していた光の民に向けて、身を伏せるよう大声で叫ぶ。

			　そして……。

			「テンペスト」

			　ミアがタイミングを見計らい、前方に大嵐を巻き起こした。炎の矢は、いずれもその嵐に突入し、軌道をわずかに変更させる。

			　あまり軌道の変わらなかった矢が１本。

			　このままでは砦(とりで)を直撃する。それに対しては、啓子さんがものすごいスピードでその正面に立ちふさがり……。

			「リフレクション」

			　ジャストタイミングで弾き返してみせる。

			　こんなの啓子さん以外には絶対に不可能、っていう刹那の見切りだ。弾かれた炎の矢は、また大嵐に突入し、進路をおおきく狂わせる。

			「いまだ、ふたりとも！」

			「はい、ブライト・シールド！」

			　潮音、百合子コンビが、見張り塔の上部を覆(おお)い隠すほどおおきな輝ける炎の盾を生み出す。

			　その直後、連続して爆発が起こる。

			　残り３本の矢によって、砦(とりで)の後方で森と丘が消し飛ぶ。反射された矢は上空で爆発し、炎の雨を森に降らせた。

			　幸いにしてこのあたりでは先日豪雨があったとのことで、山火事という事態は起きなさそうだが……。

			　爆風は、ぼくたちのいる見張り塔をおおきく揺らした。

			　建物がきしむ。ふたりの火魔法使いがつくり出した炎の盾が、襲い来る衝(しよう)撃(げき)波(は)と熱風からぼくたちを守る。

			　なかのひとが炎にあぶられても、頑(がん)丈(じよう)な砦(とりで)そのものは無傷。この程度の攻撃では、ぼくたちの守りは揺らがない。

			　揺らがない、と敵が判断してくれると嬉しいなあ。

			「また来るわよーっ」

			　啓子さんの声で、視線を前方に戻す。

			　メキシュ・グラウたちが、再度、弓弦を引き絞るところだった。放たれた４本の炎の矢を、ミアのテンペストと啓子さんのリフレクションが迎撃、すべて砦(とりで)からそらす。

			　火魔法使いの少女たちが、爆風からぼくたちを守る。１キロ離れたところからの狙撃など、もはやぼくたちには通じない。

			　とはいえ、数百メートル離れたところに着弾した矢は、大爆発を起こし、周辺を荒野に変える。砦(とりで)の周辺の地形が変化していく。

			「これ下手すると、ここに砦(とりで)が存在する意義すら失ってしまうんじゃ？」

			　この砦(とりで)は地図上の要衝に位置しているからこそ、敵軍の急所たりえるのだ。周囲が見渡す限りの荒野となってしまえば、もはやこの場所に戦略的価値はない。

			　魔王軍がそこまで見越して大火力戦略兵器のメキシュ・グラウを繰り出してきたなら……。　ヤバイな、これ。そうじゃないことを祈るばかりだ。

			　メキシュ・グラウ軍団は３射目を放ち、それをまたミアと啓子さんだけで捌く。

			　砦(とりで)の左右で着弾、大爆発によりまた丘が消え、森が吹き飛び、地面が深くえぐれる。

			　どうする？　敵の作戦目的が、ただ『この砦(とりで)を無力化する＝この砦(とりで)の存在価値を失わせる』だけだったら、メキシュ・グラウたちは容易に作戦目的を達成してしまう……。

			　と、思ったときだった。

			　メキシュ・グラウたちは射撃を中止し、砦(とりで)との距離を詰めてくる。

			「これは助かった、かな」

			「ん。こっちにとってはありがたい」

			　一方的な砲撃により、戦略レベルで勝負がつくところだった。いや、そもそも敵がそんなものを勝利条件としていない、というだけかもしれないけど。

			「もっと引きつけなさいねー」

			　啓子さんの呑(のん)気(き)な声。

			　こっちの攻撃魔法はさほど射程が長くない。有効射程、１００メートルといったところだろう。１キロ離れたところからの一撃でも通じてしまうメキシュ・グラウは、ほんとケタ違いの戦略兵器なのだ。

			　そいつが、戦略兵器としての強みを放棄して接近してくる。その理由は、なにか。

			「たぶん、狙われてるのは、わたしたち自身よー」

			「というか、たぶんわたしやカズっち」

			「やっぱり、そうだよなあ」

			　各地で神兵級を立て続けに撃破し、昨日の夕方にはアガ・スーを倒した精鋭部隊がいることは、敵もすでに把握していることだろう。そして邪炎撃を何度も受け流す者がそう何人もいるはずもない。

			　敵はあの遠距離射撃で、ぼくたち精鋭のあぶり出しを行ったのだ。ぼくたちが出て来ざるを得ない状況を整えてみせた。

			　彼らの思惑通り、ぼくたちはいま、この場にやってきている。

			「まんまとひっかかったか」

			「うふふ、ひっかかってあげたのよー」

			「ものはいいようですね」

			　呑(のん)気(き)な会話を交わす間にも、メキシュ・グラウはぐんぐん距離を詰めてくる。

			　でもそれは、こっちにとって好都合なことで……。

			　敵が砦(とりで)まで２００メートルのラインを割った、まさにそのとき。

			「インフェルノ」

			　巨大ケンタウロス型モンスターの足もとに広がる密林から、紅(ぐ)蓮(れん)の炎弾が発射される。

			　それひとつで人間など丸呑みできるほど巨大な炎だ。地上に隠れていたルシアの放った、火魔法ランク９インフェルノ、その10倍弾である。

			　10倍インフェルノは、メキシュ・グラウの１体に激突、大爆発を起こす。巨大な爆炎が視界いっぱいに広がる。

			　よしっ！　これで１体は、確実に倒せたはず。

			　もちろん、それで終わりではない。これはぼくたちの狙い澄ました奇襲で、いまの一瞬こそが最大の好機。ゆえにここで、最大の戦果を上げる必要がある。

			　爆発に隠れるようにして、ちいさな影が４つ、飛びだす。

			　アリス、たまき、桜、そして結城先輩だ。

			　飛行魔法がかかった４人は、アリスとたまき、桜と結城先輩でペアを組んで、レジェンド・アラクネが搭乗しているメキシュ・グラウとの距離をあっという間に詰めた。

			　神兵級モンスターは、透明状態を看破する目を保持している。

			　いや、第六感のようなものでそういった欺(ぎ)瞞(まん)、隠蔽の魔法を感知できるのだろう。

			　だが木々が密で枝葉が折り重なった天蓋は天然の遮(しや)蔽(へい)物として機能し、この察知能力を働かせなかった。

			　無防備に近づいてきたメキシュ・グラウは、だからやすやすと４人の戦士たちの接近を許す。

			　アリスたちは懐に潜り込み……。

			　いちばん先頭に立ったたまきの一(いつ)閃(せん)が、メキシュ・グラウの首を刈り取る。

			　その上に乗っていたレジェンド・アラクネは、ねばねばした糸を大量に、まるで網のように飛ばしてくるものの……。

			「わっ、わわっ」

			　そのとき、たまきの首にかかった安産祈願のお守りが、青白く光る。

			　三池歌音の歌がこもったお守りが弾け飛び、粘り気のある糸の束は、たまきの周囲に発生したバリアによって弾かれた。

			「はーっ、危なかったーっ」

			　ちからを失った粘糸は、だらりと地面に落ちていき……。

			「アリス！」

			「はい、いまです！」

			　そうしてできた隙に、槍(やり)を横抱きにしたアリスが飛びこむ。気合とともに放たれたアリスの刺(し)突(とつ)が、レジェンドの胸に突き刺さる。

			　ふたりの一撃は、どちらも致(ち)命(めい)傷(しよう)に見えた。

			「よし、これで２体撃破！」

			　たまきが叫ぶ。

			　あとはもう片方のコンビだけど、と桜と結城先輩の方に視線を移せば……。

			　ふたりの身体は突如として出現したメキシュ・グラウ全体を覆(おお)う桃色のバリアのようなものに弾かれ、空中でスピンしていた。

			「ぬおおっ、なんでござるかーっ」

			「新手か？」

			　見れば少し離れたメキシュ・グラウの上に、ローブの人影が姿を現していた。そいつの腕がおおきく振るわれて、その直後……。

			「ぐ……っ」

			　雷光が桜の身体を打ちすえる。少女は苦(く)悶(もん)の声をあげて身をくの字に曲げる。
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			「い、いかんでござるっ。長月殿、だいじょうぶでござるか！」

			　結城先輩が、ぐったりとした彼女を慌てて抱えあげてその場を離脱。相手の正体がわからない以上、好判断だ。

			　ローブの人影は、こちらを見て……。

			　そいつが、にやりとしたように思えた。

			　直後、視界が変化する。ぼくは白い部屋に。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レベルアップしたのは、ルシアとアリスだった。

			　１回だけ10倍インフェルノを放ったルシアは、肩で息をしていた。この程度の戦いで、ルシアにこれ以上、無理をさせたくない。予定通りなら、ルシアの出番はこれでおしまい、あとは休憩してもらうはずだったけど……。

			「まさか、計算外の戦力がいましたか」

			「そうみたいだ。結構ヤバいところだったから、いちど間を置けて助かったな」

			「ん。ちょっと予想外」

			　ぼくたちは、おおきく息を吐き出す。

			「でも、考えていてしかるべきだったよ。なんでメキシュ・グラウが空を飛んでいたのか。飛行魔法をかけたやつが遠くで待機しているとは限らない。魔術師系で、しかも風魔法を使えるなら……インヴィジかなにかで姿を消して、すぐそばにいてもおかしくはなかった」

			「あの人影、援護系っぽい？」

			　ミアは小首をかしげる。

			「アリス、たまき、きみたちはぼくらより近くで見ていただろう。どうだ」

			「え、ええと……。わたしたち、目の前の敵を倒すのに夢中で……」

			　ああ、そりゃそうか。余所見しているような場合じゃなかったよな。

			「ルシアは？」

			「爆風で、視界が塞がれていました。サクラとユーキがなにかに吹き飛ばされたのは、かろうじてわかりましたが……」

			　ともあれ、敵があと１体隠れていたのは確かだ。

			　ちらりと見たあの人影が、バリアを張って結城先輩と長月桜の邪魔をした。

			　こちらが倒した敵は、最初のルシアの爆発でメキシュ・グラウ１体。続くアリスとたまきの連続攻撃で、メキシュ・グラウとレジェンド・アラクネが１体ずつ。

			　合計３体を撃破して、残りは３体のはず……だった。

			　最低でも、あと１体はモンスターがいる。そいつは神兵級なのだろうか。さすがにそこまでの強さじゃないのだろうか。

			「ひとまず、いまわかったことだけでも対策を講じよう」

			　ぼくは、皆を見渡す。

		

	
		
			　

			第１９７話　神兵級部隊２

			　

			「あの人型モンスターが使う魔法のうち、判明しているのはふたつ。かなり広域に展開されるバリアと、インヴィジビリティだ」

			「インヴィジだったら、カズっちがシーインヴィジすれば見えるんじゃ」

			「隠(おん)密(みつ)は看破できても、ぼくの視力じゃ数百メートル先の目標を詳(しよう)細(さい)に観察するのは厳しいよ」

			　使い魔で事前偵(てい)察(さつ)するべきだったかもしれない。

			　いや、そんなことをしてもメキシュ・グラウかレジェンド・アラクネに察知され、使い魔が撃墜されるだけだろう。

			　これまで、さんざん撃墜されてきたわけだし。

			　リーンさんの鷹(たか)も、同じ理由で遠方からの観察だけしかできなかったとか聞いたような。

			「メキシュ・グラウの背中にうずくまってたりしたら、近くまでいかないとわかんないよね」

			　たまきが、さらっとまっとうな意見を出した。

			　いやほんと、今回ばかりはたまきのいう通りだわ。身の丈６メートルのケンタウロス型モンスターの巨体なんて、その気になれば隠れる場所いっぱいあるよなあ。

			「バリアの対策だけど、あれは桃色に輝いていた。視認できる持続型魔法なら、アリスのディスペルかグレーター・ディスペルで解除できるだろう」

			「はい、爆風が消えたら、すぐにディスペルをかけます」

			「それだけじゃ不安だから、ぼくたちもすぐそっちにいく。ミアのディメンジョン・ステップを使う」

			　風魔法ランク９のディメンジョン・ステップは、ミアが手を握ったふたりを９００メートル以内の視認できる目標地点に転移させる。

			　今回に限っていえば、連れていけるのがたったふたり、というのは弱点にならないだろう。乱戦に潮音、百合子コンビを連れていくのはまだ怖い。彼女たちは砦(とりで)のそばに残しておく。

			「あとは、でたとこ勝負で」

			「情報が足りないのですから、それ以外にないでしょうね」

			　ルシアのお墨つきも得られた。今回、彼女にはひとまず待機してもらう。最悪の展開になった場合は切り札にもなるし、そうでなければ無理をさせる必要はない。

			　

			　アリス：レベル40　槍(そう)術(じゆつ)９／治(ち)療(りよう)魔法７　スキルポイント７

			　ルシア：レベル39　火魔法９／水魔法７　スキルポイント５

			　

			　ぼくたちは、白い部屋から出る。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦闘、再開。

			　ぼくは慌てている潮音と百合子に「ふたりは待機！」と声をかけると、あらかじめミアに貰ってあったフライで空に舞い上がる。

			「は、はい！　お気をつけて！」

			　潮音がすぐに事情を把握し、うなずいた。彼女たちに見送られ、ぼくはミアの左手を握る。すでに啓子さんは、ミアの右手をとっていた。

			「いってくれ」

			「ん。ディメンジョン・ステップ」

			　ぼくの視界が切り替わる。

			　ぼくたちは、一瞬で２００メートルの距離を縮め、戦場のすぐ手前に辿りついたのである。

			　飛び込んだ先では、焼けついた空気が充満していた。目を開けているのも辛いほどの土煙だ。思わず息をとめる。

			「カズさんっ、いきます！」

			　ちょうど１体目のメキシュ・グラウを倒したアリスが振り返り、バリアを張ったメキシュ・グラウに腕を伸ばすところだった。

			「グレーター・ディスペル」

			　彼女が解除の魔法を使った瞬間、桃色のバリアがふっと消える。

			　巨大ケンタウロスの背中に乗った人影が、慌てて次の魔法を使おうとするが……。

			「させない」

			　十数メートルの間合いから、長月桜が槍(やり)を突き出す。

			　彼女がコマンド・ワードを唱える。

			　桜の槍(やり)の先端からエネルギー波が飛びだして、謎(なぞ)の人影に命中した。

			　かん高い、男の悲鳴があがる。

			「よし……っ」

			　桜が、ちいさく、しかしちから強くうなずく。

			　彼女はああみえて、心のなかで熱い想いを抱えた少女だ。ぼくも、そのあたりの機微がだいぶわかってきた。

			　メキシュ・グラウの背中でバリアを張っていた人影は、長月桜の放ったエネルギー波をまともに食らって、上半身をよろめかす。

			　だが、それだけだった。

			　人影が顔をあげる。

			　ローブのフードがはだけた。

			　南中する太陽の光を浴びて、青白い肌が見える。

			　いっけん、ただの人間の男に見えた。なかなかにハンサムな男なんじゃないかと思う。腰まである長髪は、銀色に輝いていた。

			　ただしその目は真っ赤に染まり、凶暴にひらいた口からは猛獣のような鋭い牙が見える。

			「吸血鬼です！」

			　ルシアが叫んだ。

			「おそらくは、その最上位種、不死者の王クラス！　気をつけてください、あれは……」

			「ん。以後、ノーライフ・キングと呼称」

			「しまった、ミアに命名権を取られたでござる！」

			　おい兄妹、なにを争ってやがる。

			　吸血鬼、ヴァンパイア。

			　たいへん有名なファンタジー種族だ。作品によってアンデッドだったり、ただの種族のひとつだったりする。

			　創作では人間の血を吸って生きたり、その行為によって眷族を増やしたりする。コウモリに変身したり、女性を魅了したり、なんやかやと特殊能力てんこもりだったりも。

			　同時に、日光が弱点だったり流れる川を渡れなかったり十字架やニンニクが苦手だったりすることもあるけど……。

			　この吸血鬼、思いきり日光を浴びている。この世界の吸血鬼は、太陽の光なんかてんで平気なようだ。

			　そのノーライフ・キングが、長月桜を睨(にら)む。

			　不死者の両目が、怪しく輝いた。

			　なにか攻撃を仕掛けたのか？

			　でも桜は、それによってなにか影響を受けた様子がない。

			　これはたぶん、いまのが魅了ビームかなんかで、ぼくたち全員にアイソレーションがかかっているおかげだろう。

			　いまのぼくたちに精神攻撃は通じない。男なら正々堂々、拳(こぶし)とかで殴りかかってきて欲しいものである。

			　いや、嘘。別に攻撃しなくていい。おとなしくやられて欲しい。

			「ならば拙(せつ)者(しや)がいくでござるよっ」

			　桜の槍(やり)がビームを放ったその隙に、結城先輩はメキシュ・グラウの反対側からまわり込んでいた。たまきと同じ白い剣を手に、ノーライフ・キングに接近戦を挑む。

			　ノーライフ・キングは反射的に振り返り、鋭い爪を伸ばしてこの攻撃を受けた。

			　ふたりが刃を交える足場であるメキシュ・グラウも黙ってはいない。４本の腕のうち右の１本で剣を振りかぶり、少し離れた間合いから桜めがけて斬(ざん)撃(げき)を放つ。

			　その刃先から太い稲妻が放たれた。

			　邪雷斬だ。

			　あらかじめこれを予測していたとおぼしき桜は、すっと落下してこれを回避、一度樹下へ身を隠すと、位置エネルギーを運動エネルギーに変えて少し離れたところから飛び出る。

			　だがそこを、別のメキシュ・グラウの背中に乗ったレジェンド・アラクネの伸ばした鋼糸が襲う。

			「させないわっ」

			　たまきがそこに割って入る。

			　白い剣を振るって鋼糸を断ち切り、体勢を崩した桜を守り切った。

			「桜ちゃん、ニンジャ先輩のサポートを！」

			「はい、たまき先輩」

			　敵の残存兵力は、メキシュ・グラウが２体、レジェンド・アラクネとノーライフ・キングが１体ずつの合計４体。

			　こちらはルシアたち火魔法使い３人が戦力外で、残りはぼくを含めて７人。

			　とはいえ……。

			「迂(う)闊(かつ)に援護できないな」

			「ん。これだけ乱戦だと、ちと厳しい。兄をビームの巻き添えにするならいいけど、ほかのひとは巻き添えにしたくない」

			「ミアのフレンドリー・ファイアはご褒(ほう)美(び)でござるが、いまは勘弁っ」

			　この兄妹は、まったくもう……。

			　いやまあ兄妹のいう通りで、互いが入り乱れて攻守が素早く切り替わるため、迂(う)闊(かつ)に手を出すことができないでいるのだ。

			　基本的には前衛５人にお任せ状態だった。メキシュ・グラウが弓を使おうとするときだけ、ミアがテンペストなどで邪魔をしている。

			　膠(こう)着(ちやく)状態だった。

			　このおおむね拮抗した状況をどう打開するべきかだけど、やはりここは、ぼくの切り札にお願いするか。

			「サモン・ファミリア：幻狼王シャ・ラウ」

			　銀の毛並みを持つ大狼が空中に出現する。

			　呼び出されたシャ・ラウは……。

			　すぐに落下を始めた。

			「げっ、しまった」

			「ん。ウィンド・ウォーク」

			　ミアが彼に素早くとりつき、魔法をかける。

			　シャ・ラウの蹄が空中の足場を踏んだ。

			「カズっち、ここが空の上だと忘れてた？」

			「えーと、うん、ちょっとは」

			『問題ない。いきなりゆえ少々慌てたが、いまのわれであれば、自らのちからで空を飛ぶ魔法を行使できよう』

			「使い魔強化のおかげか」

			　Ｑ＆Ａで得られた使い魔強化の情報が正しければ、いまシャ・ラウはランク０・５分、強くなっているはずである。そのおかげで使える魔法が増えたというわけか。

			　シャ・ラウに手早く定番の付(ふ)与(よ)魔法をかけた。

			「いま敵の４体は互いによく連携している。あれを切り崩したい」

			『主よ、われはどこを狙う』

			　敵の戦法は、ノーライフ・キングとレジェンド・アラクネが周囲のサポートをし、２体のメキシュ・グラウが暴れてアリスたちを寄せつけない。こんなところだろう。

			　ノーライフ・キングに時折、結城先輩か啓子さんがとりつこうとする。

			　しかしレジェンド・アラクネとメキシュ・グラウのサポートがタイミングよく入り、なかなか孤立状態をつくり出せていない。

			　人馬一体ならぬ蜘蛛男とケンタウロス型モンスターのコンビネーションが非常に厄(やつ)介(かい)なようだった。

			「よし」

			　ちょっと考えたすえ、ぼくはうなずく。

			「レジェンド・アラクネだ。あいつを他から引き離そう。ぼくがきみの背中に乗る」

			『それは、いささか危険であろう』

			「きみの背中なら、だいじょうぶだ」

			　ぼくは、シャ・ラウの毛皮をぽん、と叩いた。巨大な狼は蒼(あお)い目を細める。

			『よかろう、勇敢なる主に最大の敬意と無限の幸運を』

			「ん。これ使う」

			　ミアが、自分の安産祈願のお守りを、シャ・ラウの太い首にかける。あらかじめ糸を長く伸ばしてあったようだ。きみ、最初からこの可能性も考慮していたのか？

			『レディ、素敵な贈り物をありがとう』

			「うむ、なんという紳士。カズっちもシャ・ラウを見習って……」

			「はいはい、いくぞっ」

			　ぼくはシャ・ラウの背にまたがると、合図のかわりにヘイストを唱えた。銀の毛並みが赤く輝く。

			『では、参るっ』

			　シャ・ラウは駆け出した。

			　その身が光となる。

			　ぼくの意識が、一瞬、途絶え……。

			　次の瞬間、強い衝撃がある。

			　シャ・ラウがレジェンド・アラクネに衝(しよう)突(とつ)したのだ。幻狼王の頭突きがメキシュ・グラウの背中からレジェンドを吹き飛ばす。

			　上半身が人間、下半身が蜘蛛のモンスターは空中をくるくると舞う。

			　で、その強い衝撃によって、ぼくの身体もまたシャ・ラウの背中から飛ばされかけ……。

			「う、うわあっ」

			　ぼくは必死で、背中の毛にしがみつく。強い風圧に身体が翻弄される。

			　見上げれば、頭上のレジェンドがぼくを赤い双(そう)眸(ぼう)で睨(にら)みすえていた。

			「しまった、上だ！」

			　蜘蛛男が両手をぱっとひらく。

			　粘糸が傘のように広がってぼくとシャ・ラウを襲う。

			　ぼくたちの首からかかった安産祈願のお守りが、２重に青白い光を放って爆発する。

		

	
		
			　

			第１９８話　神兵級部隊３

			　

			　安産祈願のお守りに込められた魔法により、青白い光が周囲に広がる。ぼくとシャ・ラウに迫る粘糸は、その光に触れたとたん勢いを失い、左右に散ってしまう。

			　だがレジェンドも、このお守りの効果を見るのは２度目だ。

			　ある程度想定していたのだろう。上半身が人間で下半身が蜘蛛のモンスターは、すぐにもう片方の手をひらく。

			　ぼくたちには、もうお守りがない。こいつはそれがわかっているのだ。

			　でも、それでいい。

			　敵の１発目を退けたことで、わずかに余裕ができた。

			「アクセル」

			　ぼくは意識を加速させる。

			　周囲の空気が、急に粘性をもって身体を縛(しば)る。歯を食いしばり、スロー再生されたようにのろのろと動くレジェンド・アラクネの動作を観察する。

			　チャンスは、一度きり。レジェンドの伸ばした手から、ぼくめがけて鋼糸が噴き出す。

			　よし、いまだ！

			「リフレクション」

			　ぼくはシャ・ラウの毛から手を離し、前方にバリアを張る。

			　虹色の結界が、レジェンドの鋼糸を弾き返した。

			　跳ね返った鋼糸は、レジェンドに突き刺さることなく左右に割れた。こいつに自分自身の糸はきかない。いまは、攻撃を防げただけでいい。

			　シャ・ラウから手を離したぼくは空中に弾き出される。

			　意識の加速が消えた。ぼくの身体は、複雑にスピンしながら宙を舞う。

			　皆の戦闘するエリアの上空へ。

			　結果的にぼくは、必死で戦う仲間たちを俯瞰的に眺めることとなった。

			　援護の消えたノーライフ・キングが、桜と啓子さんによる前後からの刺(し)突(とつ)によって串刺しとなった。

			　ほぼ時を同じくして、アリスとたまきがメキシュ・グラウの首を刎ね飛ばす。

			　ここで、白い部屋へ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レベルアップしたのは、たまきとミアだ。

			「カズさん、なんか上の方に飛んで行ったけど、だいじょうぶ？」

			「ちょっと目がまわってるけど、たぶん平気だ」

			　心配してくれているたまきの頭を撫(な)でる。

			　ぼくたちは最低限の打ち合わせだけで、もとの場所へ戻った。

			　

			　たまき：レベル40　剣術９／肉体７　スキルポイント７

			　　ミア：レベル40　地魔法７／風魔法９　スキルポイント７

			　

			　戦闘再開。

			　ぼくはまだ独楽のように回転している。なんとか制動をかけている間に、結城先輩が残る１体のメキシュ・グラウの剣を持つ腕を撥ね跳ばした。

			　アリスとたまきが、そのメキシュ・グラウに追い討ちをかける。

			　桜と啓子さんは、シャ・ラウがぶっ飛ばしたレジェンドを追った。

			　シャ・ラウがレジェンドの鋼糸を避け、距離を取る。

			「エレクトリック・スタン」

			　ようやくシャ・ラウを排除したレジェンドに、ミアの狙い澄ました雷撃が命中した。

			　一瞬、蜘蛛男の動きが止まる。

			「いまよー」

			　そこを見逃すグレーター・ニンジャたちではない。啓子さんが白い剣を振り、衝(しよう)撃(げき)波(は)を飛ばす。桜がコマンド・ワードを唱え、槍(やり)の先から太いビームを発射する。

			　レジェンドは、その両方を食らって吹き飛ばされる。

			　あとは簡単だった。

			　最後に残ったメキシュ・グラウとレジェンド・アラクネは、ほぼ同時に討伐された。

			　メキシュ・グラウを仕留めたのはたまきで、レジェンドの胴体を真っぷたつにしたのは啓子さんだった。

			　この戦域に攻めてきた神兵級部隊は、こうして全滅したのである。

			　なお、ノーライフ・キングが変化した宝石の色は、ほかの神兵級と同じ黄色だ。やっぱりこいつも、神兵級だったのだろう。

			　で、最後のメキシュ・グラウを倒したところで、ぼくたちはまた、白い部屋へ。

			　レベルアップしたのは、ぼくである。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　なんとか、全滅させた。

			　４体のメキシュ・グラウ、２体のレジェンド・アラクネ、そして隠れていた１体のノーライフ・キング。普通の兵士たちが相手であれば１体で１軍を壊滅させることができるような神兵級を、合計で７体。

			　見事な戦果だ。なによりいいのは、こちらの被害がゼロであったということだ。全員が死なず、経験値を得てより強くなる機会を得た。

			　戦いを乗り越えていくことで、ぼくたちはいっそう、戦争を有利に展開できるようになる。

			「それにしてもさ。ぼく、前に『結城先輩や啓子さんは雑(ざ)魚(こ)を相手にできても強い敵には不利』とかいっちゃった気がするんだけど」

			「いやー、啓子さん強いわ」

			　たまきが屈託なく笑う。

			「かく乱だけじゃなくて、神兵級にトドメまで刺せちゃうんだもんなあ」

			「ん。ヤバい。啓子さんほんとヤバい」

			　結城先輩はまだ、剣術スキルを持ってるからわかるんだけど……啓子さん、武器スキルがないんだよな、あれで。

			「合気道という武芸を極めているのですね」

			　ルシアが納得顔でうなずく。

			　いや、違うんだ、合気道はそういうモノじゃないはずなんだ。

			　合気道という単語がゲシュタルト崩壊しそう。

			「これはわたしの推測となりますが、合気道という武芸は暗殺のため進化したものでは」

			「え……そ、そうなのか」

			「彼女の軽い身のこなしとマナを自然に身にまとう技術は、そういった方面でもっとも活躍するものです」

			　え、なんかいま、さらっとヘンなこといわなかったか。

			「マナをまとう技術？」

			「はい。……そういえば、カズ、あなたがたの世界には魔法がなかったのでしたね」

			「うん、そうなんだけど……無意識にやってそうだなあ、あのひと」

			　忍者だからなあ。

			　あそこまでむちゃくちゃだと、もう忍者だから、で納得するしかない気がする。

			　

			　　和久：レベル49　付(ふ)与(よ)魔法９／召喚魔法９　スキルポイント３

			　　　　　　　　　　強化召喚１（使い魔強化１、使い魔同調１）

			　

			◆　◆　◆

			　

			　事後処理は兵士たちに任せ、ぼくたちはマナ・ストーンだけ拾って、森の転移エリアで待っていてくれたリーンさんのもとへ帰還する。

			「お疲れさまでした、みなさん。吉報がございます」

			　リーンさんはそういって、羊皮紙でつくられた本を２冊、ぼくに渡してくれる。
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			「さきほど、他国の者と交(こう)渉(しよう)し、借り受けたものです。とある神殿に保管されていたという、高位の使い魔と専従契約するための儀式が記されています」

			「２冊ってことは、使い魔が２体、ですか」

			「はい。原本は儀式ののち返却するよう求められました」

			　儀式が終わってしまえば、あとはこの本に用がない。その条件でノープロブレムだ。

			　問題は、１回の儀式に１時間くらいかかることなんだけど……。

			「儀式についてはこちらである程度、補助をいたしましょう。ですが、まずはカズが本の内容を熟読しなくてはなりません」

			「あー、そうですね。またどこかで経験値を稼いで、白い部屋にいったあとかなあ」

			「そうなさるのがよろしいでしょう。幸いにして、ほどなくわたくしの使い魔が幽雷湿地の深部に辿りつきますので」

			　あ、デパート……じゃない、テパトの寺院ってところだっけ。そこに魔王の手がかりがあるかもしれない、って話だったな。

			「ちなみに、この２冊、どんな使い魔なんですか」

			「征龍王カナーグと天亀ナハン、とのことです。どちらも有名なおとぎ話がございます」

			　リーンさんは、ルシアをちらりと見た。

			　ルシアは任せておけとばかりにうなずく。

			「カズには白い部屋で語り聞かせましょう」

			「頼む、ルシア」

			　それにしても、ドラゴンと亀か。ドラゴンを使い魔にできるのか……。

			　この世界のドラゴンってどんな姿をしているのか知らないけど、夢が広がるなあ。

			　もう片方が亀ってのは、どう反応していいかわからないんだけど。

			「ともあれ、しばしの休憩を」

			「そうですね。今回、ＭＰはそれほど使ってませんが……さすがに身体は休めたいです」

			　ＭＰの消費は少なくても、気力とか体力は使ってしまった。

			　ぼくたちはほかの兵士たちの邪魔にならないよう、いちど木の下に降りて、大木の隅で腰を下ろす。サモン・フィーストでお菓子をたっぷりと召喚した。

			「うわー、これいいわねー。お菓子大好きよー」

			　啓子さんがとても喜んでくれた。

			　ルシアが相変わらず、目の色を変えてケーキに突撃していったけど……うん、見なかったことにしよう。

		

	
		
			　

			第１９９話　異界化した世界

			　

			　ぼくたちは光の民の住居ではなく、その木々の下で思い思いに身体を休めることにした。

			　地面にビニールシートを敷き、サモン・フィーストで召喚したお菓子をむさぼる女の子たち。

			　結城先輩が、もくもくと武器の手入れをしていた。彼はいま、啓子さんと同じ銀の剣のほか、小剣や投げナイフなどを使い分けているようだ。

			　利便性としては銀の剣が圧倒的だと思うんだけど、武器を使い分けるのはなにか意味があるのだろうか。それとも、ただニンジャ的なこだわりなのか。

			　ぼくは征龍王カナーグと天亀ナハン、２体との契約の書をぱらぱらとめくる。

			　基本的には、幻狼王シャ・ラウのときと同じような儀式をすればいいみたいだ。いくつか異なる部分はあるみたいなので、そのあたりは白い部屋でじっくり確認、だな。

			「カズ殿、たしかアジャストメントは効果時間が24時間でござったな。ＭＰが全回復しそうなら、いまのうちにかけておいて欲しいでござる」

			　結城先輩が、ふとそんなことをいってきた。

			　アジャストメントは、付(ふ)与(よ)魔法のランク８、あらゆる環境に適応する魔法だ。水中でも呼吸ができるようになるけれど、それだけじゃない。

			　Ｑ＆Ａによると、宇宙空間でも活動できるようになるとのこと。

			　しかし毒の霧のなかとかは普通にダメ。そのへんの差異って、じつのところよくわからないんだけど……。

			「これから拙(せつ)者(しや)たちが赴(おもむ)くことになる幽雷湿地は、異界化しているとのことでござるよ」

			「異界化……ですか」

			　そういえば昨日、リーンさんがいってたな。モンスターたちが長年支配することになった土地は、異形のかたちに変化するって。

			「具体的にどうなっているんですかね」

			　パーティを組みかえながら、出陣する予定の全員にアジャストメントをかけてまわる。

			　ぼくのパーティの５人と、結城先輩、啓子さん、長月桜、それに百合子＆潮音の火属性コンビ、そして志木さん。

			　さきほど神兵級を相手にした２パーティ10人プラス志木さんということである。

			　育(いく)芸(げい)館(かん)組と高等部組のトップが両方とも出陣するのだ。

			　多少の無理をしてでもそうする理由は、幽雷湿地の奥に存在するというテパトの寺院が魔王に関わりのあるものだという情報の真偽を確かめるためである。

			　加えて、リーンさんも使い魔の鷹(たか)を経由して情報面で援護してくれることになっている。

			　今回は、各地の賢者もリーンさんのもとへ集め、ぼくたちの見る光景を実況、適(てき)宜(ぎ)コメントするとのこと。

			　っていうと、なんだかニコニコ動画のイベントみたいだな。

			　この世界の賢者たちが「なにやってんのｗｗｗｗｗ」とか「ちょっ、マジかｗｗｗｗ」とかコメントで草を生やす光景を一瞬、想像した。

			　ちょっと笑えるかも。

			　いやなにを考えているんだぼくは。

			「カズさん、どうしてニヤニヤしてるの？　ちょっと不気味だよ？」

			　ケーキを口のなかいっぱいに詰め込んだたまきが、きょとんとしていた。

			　うわー、見ないでーっ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そんなこんなで、小一時間後。リーンさんから声がかかり、ぼくたちは慌ただしく準備を整える。飛行魔法で樹上の町に戻ると、リーンさんと志木さんが待っていた。

			「それじゃ、出発しましょうか。わたしは……カズくんのパーティにお邪魔していいかしら」

			「ほほう、ぼくのハーレムの邪魔をすると」

			「気兼ねなくいちゃいちゃしてくれていいわよ。ちょっと話し合っておきたいことがあるの」

			　なるほど、たしかにそろそろ、話し合うべきことも溜まってそうだ。

			　誰にも邪魔されずに伝えたいこととかもあるのかなー。加えて、彼女がレベルアップしてくれることはぼくたちにとっても望ましい。

			　パーティに入れたあと、志木さんにもアジャストメントなどの定番の付(ふ)与(よ)魔法をかける。

			　ルシアと潮音の頭に鷹(たか)が止まった。いざというときは、この鷹(たか)を通したリーンさんの転移魔法で逃げ帰る。

			「それでは、出発してください」

			　ぼくたちはリーンさんの指示で、世界樹の転移門を通り……。

			　いつもの、くらりとくる転移の感覚。気づくと、視界が変化している。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　一瞬、地(じ)獄(ごく)にでも来たのかと思った。

			　空が赤黒い雲に覆(おお)われている。周囲は泥湿地だった。

			　ぼくたち11人の立つ12畳ほどの地面だけは、固い岩盤に覆(おお)われている。でもその周囲の泥水は、まるでコールタールのようにどす黒くて、しかもぶくぶくと泡立っていた。

			　灰色の霧のようなものが周囲に立ちこめている。

			　水没樹は幹が醜くねじ曲がり、まばらな葉は奇妙な虹色に輝いている。

			　見渡す限り、生き物の姿はない。

			　悪夢から湧き出したかのような光景だった。背筋に震えが走る。

			「これが……異界化した世界？」

			　思わず、ぼくは呟(つぶや)く。

			　皆も、呆然として周囲を見渡すばかりだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　最初に立ち直ったのは、予想通りというかなんというか、田上宮(たがみや)兄妹だった。

			「ん。まるでデモンズ……」

			「やめろ妹よ。兄はむしろ、デイドラたちのオブリ……」

			「本当、あなたたちのそういうところには心から感心するわ」

			　志木さんが呆れ顔になる。腕組みして胸をそらし、「ま、頼もしいということね」と薄笑いを浮かべる。

			　いやー、あなたもそうとうに頼もしいっすけどね。

			「うう、気味が悪いねー」

			「本当に、お化けとか出てきそうです」

			　たまきとアリスは、順当に気味悪がっていた。こちらの反応は、たいへんに心がなごむ。

			　百合子＆潮音コンビも、やっぱりビビっているっぽい感じだ。

			　桜は、相変わらずの無表情、無反応だった。

			　ルシアと啓子さんは、興味深げに周囲を見渡している。

			　10人が10人、ある意味でいつも通りの様子に、なんだか安心してくる。

			「磁石が機能しないわね」

			　志木さんがいつの間にか方位磁石を取り出していた。

			　磁石の針がくるくるまわっている。

			　噂に聞く富士の樹海のよう……実はあそこ、そんなにたいしたことがないんだっけか。

			　ふと足もとを見れば、３羽目の鷹(たか)がいた。ぼくたちの受け入れ先転移門を用意した個体だ。

			　その鷹(たか)は、翼をひろげて舞い上がり、啓子さんの頭の上に移動する。静粛に、とばかりにひとつ鳴く。全員がそちらに振り向いた。

			「方角はこちらで指示いたします」

			　鷹(たか)はリーンさんの声で、そういった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ミアが全員にウィンド・ウォークをかける。

			　今回、フライではなくウィンド・ウォークなのは、効果時間の問題だ。フライが９分なのに対してウィンド・ウォークは３時間も保つのである。

			　もっとも移動速度は、普通に空中を歩かなきゃいけないウィンド・ウォークよりフライの方が圧倒的に速い。

			　それでいいのだ。ウィンド・ウォークはあくまで保険なのだから。

			「サモン・フライングシップ」

			　ぼくは召喚魔法ランク８、その魔法を行使する。

			　目の前に、全長10メートルのモーターボートに似た船が出現した。

			　ただしその船体は、地上20センチくらいのところをふよふよ浮いている。

			　船体は木製に近いものであるらしい。ボートの頭上に、申し訳程度の気球がついている。

			　白い部屋のＱ＆Ａによると、この気球がボート全体を魔法的に構成していて、気球が破損するとボートそのものが消えてしまうとのこと。

			　古代文明とかそのへんがつくりあげた「神の船」の再現であるらしい。

			　だから気球のエネルギーが切れると、このボートそのものが消滅する。でもエネルギー切れまで、時速60キロで30時間ほど飛行できるとのこと。

			　時速60キロで飛べるモンスターってどれくらいいるのか聞いてみたところ、「あまり存在しない」というあいまいな返答がきた。

			　これはまあ、こっちの質問もあいまいだったから仕方がない。以前、リーンさんやルシアに聞いたところ、時速60キロというのがよくわからないといわれてしまった。

			　いまそんな話題を蒸し返したところ……。

			「ああ、時速60キロは野生の馬が全力で走った程度でござるよ」

			　結城先輩が、あっさりとそういった。

			「しまった、最初から結城先輩に聞けばよかったんだ」

			「そういうことでしたら、グリフォンやワイヴァーン程度では追いついてこられませんね。幻想種であるドラゴンの大型なものであれば、というところでしょうか」

			　ルシアが首をかしげつつ、そういった。鷹(たか)が、リーンさんの声で同意を示す。

			　へー、ま、そういうことなら安全、かなあ。

			「ただ、昨日の戦いで見た限りでもレジェンド・アラクネは馬以上の速度で走れるようでした。メキシュ・グラウも可能でしょう。ご注意を」

			「神兵級は……なんというか、規格外だからなあ」

			　雑(ざ)魚(こ)がわらわら湧いたときに振り切れるだけの速度を出せるなら充分である。逃げ足が確保できているなら、やれることの幅が増えるというものだ。

			　もう一度、サモン・フライングシップを使う。

			　１台でも11人が乗り込むことはできるけど、ちょっと狭いし、なにより緊急時には予備機があった方がいい。いざというときは、隣の船までウィンド・ウォークで走るわけだ。

			　ちなみにこの空飛ぶ船、いちおう白い部屋の隣の空間で試運転済みである。操縦が上手かったのは、ミアとアリスだ。

			　ということで、このふたりをフライング・シップ２隻のメイン操縦士とする。

			　操縦技術がそこそこだったルシアとぼくが、そのバックアップだ。

			　たまき？

			　ええと……あのね、ぼくね。もし万が一、もとの世界に戻ってたまきと暮らすことになっても、彼女には運転免許を取らせないから。

			　これはもう、絶対だから。

			　絶対だから。大切なことなので繰り返しました。

			　そんな感じで、理解して欲しい。

			　いや……ほんと……。

			　ひとには向いてないことってものがある。

			　それは仕方のないことだ。

		

	
		
			　

			第２００話　空飛ぶ船

			　

			　アルファ号、ベータ号と名づけられた２隻のフライング・シップは、瘴気を吐き出す幽雷湿地に飛び出した。

			　濁った水面の５メートルほど上を、すべるように飛ぶ。

			　先頭のアルファ号はアリスが操縦士で、ほかの乗員はぼく、結城先輩、啓子さん、志木さん。

			　後ろのベータ号はミアが操縦士で、ルシア、たまき、桜、百合子、潮音が搭乗する。

			　なんでこの組み合わせかというと、ミアが結城先輩と一緒の船を拒絶したからだ。

			　いわく「お互いにボケすぎて話が進まなそう」とのことで、たいへん納得できてしまう。

			　またぼくと結城先輩、志木さんは、指揮官同士の話し合いをする都合上、同じ船の方が都合がいい。

			「やはり飛空挺はファンタジーのロマンでござるな」

			　とか船首に立って格好つけている結城先輩。うん、たしかにこのひととミアがいっしょにはしゃぎ出したら、会議もなにもない気がする。

			「もっと奥地まで使い魔を進ませたいところだったのですが。この先はモンスターも多く、侵入を断念いたしました」

			　鷹(たか)を経由してリーンさんが語る。

			「このフライング・シップの方が速度を出せますから、それでよかったかもしれません」

			「どれくらいでつきそうです？」

			「おそらく、みなさまの時間単位で30分とかからないかと」

			　ま、そんなもんならこの船でかっ飛ばした方がいいだろうなあ。

			　問題は、モンスターの襲(しゆう)撃(げき)なんだけど……。

			「来るでござるよ。アリス殿、面舵いっぱい」

			　いちばん前に立つ結城先輩が、なにげない口調で告げる。やっぱり、ニンジャは頼りになるなあ、と安心していると……。

			「え、ええと、おもかじって……なんですか？」

			　アリスのきょとんとした声。

			　あ、しまった。

			　と思う間にも船は直進する。前方の水面が割れ、人間ひとりくらいは楽勝で丸呑みできそうな巨大蛇が鎌首をもたげた。

			　蛇がおおきく口を開ける。巨大な水球を吐き出す。ぼくたちを乗せた船は、まっすぐ水球に突っ込んでいった。

			「リフレクション」

			　船頭から顔と手を出した啓子さんが、魔法の盾を生み出す。

			　水球が弾き返され、蛇の頭部にぶちあたる。

			　ジュッ、と蛇の頭部が焼けた。

			　あ、酸か。アシッド・ボールとか、この状態で食らったらヤバかったなあ。

			　高速で飛行する船は、蛇に突っ込んでいく。

			　アリスは慌てて左に舵を切り、回避。

			　後ろを飛んでいたベータ号から、３発の火球が飛んだ。

			　火球が命中し、大蛇の頭が吹き飛ぶ。

			　致(ち)命(めい)傷(しよう)を受けた蛇は、ちからなく濁った水面に没していく。

			「とりあえず、アリスちゃん。面舵と取り舵から覚えましょうか」

			「は、はいっ、ごめんなさい！」

			「仕方ないわよ。いまのはどっちが悪いともいえないわ」

			　志木さんが肩を落とす。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ちなみに今回の経験値は第２チームの方に入ったとのことで、百合子と潮音がレベルアップしていたそうだ。

			　白い部屋では女子会が開催され、結城先輩が居心地の悪い思いをしたとのことである。さすがの忍者も、啓子さんの前でほかの子にデレデレするわけにはいかないだろうしなあ。

			「ちなみに、いまのモンスターはアシッド・サーペントと名づけたでござるよ」

			「名づけたって……いちおうこの世界のモンスターなんでしょう？」

			「水域に生息するモンスターの情報は、ほとんど得られていないようでござる」

			　川はともかく、海や湖に潜(ひそ)むモンスターはさっぱりわからないとのこと。

			　ただでさえ人類不利だから、ってことかな。

			　陸上ですら苦戦するのに、水中を得意とする相手なんて立ち向かうどころか調査することすらできないってことか。

			「会敵は一瞬だったから、アシッド・ボール以外の攻撃がわからなかったけど……ほかにも遠距離攻撃してくるモンスターがいるのかなあ。だったら、ずっと気を張ってないとヤバいね」

			「見張りは拙(せつ)者(しや)と啓子に任せるでござるよ」

			　ま、ここは忍者夫妻に任せるしかないか。最初は11人で行動とかちょっと多すぎるかなと思ったけど、彼らがいてくれて本当によかった。ぼくたちだけだと、索敵面が弱いからなあ。

			「さて、それじゃいまのうちに会議といきたいけど……」

			　志木さんが仕切り出した。

			「結城先輩、啓子さん。高等部側でいま出てきている問題、教えてくれないかしら」

			　うん、そのへんの情報は積極的に共有していきたいところだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　結城先輩が語ったところによると、昨晩の戦いで合計４名の死者が出て、高等部ではメンタルが不安定になる者が何人も出てきたようだった。

			　これまでオークによって殺されまくっていたけれど、自分たちから戦いに赴(おもむ)いて死ぬというのは、やっぱり別種のショックなのだろう。

			　全体的に、多少の厭戦気分が蔓延しているとのことである。

			　それとは別に、現状に不満を抱く者たちもいるらしい。

			　たとえば、中等部ではひとりの死者も出なかったこと。それは高等部だけ危険な場所で戦わされていたからだ、と主張する者たちがいたりして……。

			「それはまあ、事実だものね」

			　志木さんは腕組みしてため息をつく。

			「結城先輩とわたしの打ち合わせがあったとはいえ、わたしたちがキツい部分を避けさせてもらったというのは、純然たる事実。そこに関して、いい逃れするつもりはないわ」

			「あらあらー、年上のお兄さんお姉さんが中等部の子たちを守るのなんて、当然のことよねー」

			　啓子さんが笑う。あ、でも目が全然笑ってない。このひと、ひそかに怒っておられる。

			「ユウくん、そんな意見を野放しにしちゃダメよー」

			「わ、わかっているでござるよ、啓子！　拙(せつ)者(しや)も、個人としては啓子と同じ意見でござる」

			　個人としては、か。組織の長としてはまた別の言葉を口にする可能性もある、と。

			「リーンさん」

			　ぼくは少し考えたあと、啓子さんの頭の上に止まる鷹(たか)を見た。

			「いま、そっちでは水面に映像を映すとかして鷹(たか)の目でこっちの様子を見ているんですよね」

			「はい、カズ。その通りです」

			「高等部の何人かにも、その光景を見てもらうってどうでしょう。こっちの面倒な事情に巻き込んでしまって、申し訳ないですけど」

			　結城先輩が、ぼくを見て「よろしいのでござるか」といった。

			「ぼくたち中等部の主力が毎回どれだけヤバい橋を渡っているか、高等部のほとんどのひとは知らないから、そういう話になるんじゃないですか」

			「そうでござるな。カズ殿たちは、常にもっとも危険な敵と戦い続けているでござる」

			「結城先輩や啓子さんもたいがいですけどね」

			　リーンさんからは「了解いたしました」という返答がきた。高等部の者が集まるあたりに、すぐひとを派遣するという。

			「では、サブリーダーの成(なる)宮(みや)朱(じゆ)里(り)殿に人選を任せるでござるよ。いちおう、今回のミッション、秘密厳守でござろうからな」

			　それもそうだ。目的地であるテパトの寺院から、どんなものが発見されるかわからない。

			　前に会ったしっかり者っぽい朱里さんなら、きっと上手くやるだろう。

			「ところで、モンスターよー」

			　啓子さんが前方、遠くに目を凝らす。灰色の薄霧のせいでよく見えないけど……。グレーター・ニンジャの視線からすると、上空になにかいる？

			「気配がするわー。狙われているから、気をつけてー」

			　彼女の言葉を疑うわけじゃない。偵(てい)察(さつ)スキルを持ってるわけだしね。

			　ちらりと横の志木さんを見れば、彼女はしばし耳を澄ませたあと、ちいさくうなずいた。

			「はばたきの音、風に乗って聞こえてくる。あと、嫌な感じ」

			「で、ござるな」

			　ああ、結城先輩もか。偵(てい)察(さつ)スキル持ちの３人が３人ともそういうなら、そうなんだろう。

			「１体だけねー。すれ違いざま、来るわよー」

			　啓子さんが船頭に立って、身構える。

			　いまぼくたちの乗る空飛ぶ船は、時速60キロで水面上５メートルを飛行中だ。

			　前方から迫る敵がぼくたちを攻撃しようとするなら、それは必然的に、すれ違いざまの一撃離脱戦法となる。

			　気づけばさっきよりずいぶん霧が濃くなっているせいで、視界も悪い。敵の姿が見えたその瞬間には、勝負がついているかもしれない。

			　こうなると、いまのぼくにできることはない、かな。

			「アリス、操縦を替わろう。きみは前衛のカバーを」

			「は、はいっ」

			　身構える皆を見渡して、ぼくはアリスから船の舵を握る。

			　ちなみに、自動車についているようなハンドルだ。ただしぼくたちが知る車のそれよりひとまわりおおきく、木製である。

			　アリスが槍(やり)を手に、船頭に駆けていく。
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			　すでにそこには、ニンジャ夫妻が待ち構えている。さて……ぼくはなにか指示があったら、すぐに船を動かさないと。

			　そして……。

			　それは、きた。

			　霧を裂いて、なにか巨大なものが落下してくる。

			「って、これちょっとでかすぎるだろ！」

			　船全体を覆(おお)うほどおおきなそれが斜め上から落下してくる。

			　巨大な鳥だ。

			　ああ、こいつって……１日目の夕方にアリスと共に見た、アレだ。

			　学校の山から見渡せる草原で、象を掴(つか)んで宙に舞い上がっていた、巨鳥。のちに結城先輩から聞いたその名は、ロック鳥。

			　それが、いましもぼくたちを押しつぶそうと、霧の上空から落下してきていた。

			　でも……。

			「リフレクション」

			　啓子さんの出した魔法の盾が、巨鳥を撥ね返す。

			　ロック鳥は、襲ってきた勢いそのままで後ろに飛んでいった。

			　スピンして霧のなかに消えていき……あ、ぼちゃんって音がした。

		

	
		
			　

			第２０１話　水没林のモンスター

			　

			　それからも何度か、アルファ号への襲(しゆう)撃(げき)があった。

			　半分は啓子さんがリフレクションで彼方に吹き飛ばした。残りもベータ号のファイア・ボール連打で終わった。

			「もう全部、啓子さんでいいんじゃないかな」

			　そんなことをぼくが呟(つぶや)いてしまうほどで……。

			「深刻なカズくんのミアちゃん化ね」

			「心外だ。じつに心外だ」

			「いいじゃない、心に余裕ができたということでしょう」

			　余裕……まあグレーター・ニンジャがこっちにいるおかげで、だいぶ安心感はあるなあ。

			　なんといっても、危機察知の能力がすごい。カンもいいし、戦闘に際しては頭もキレる。

			　戦闘以外では、へっぽこもいいところだけれど。

			　加えて結城先輩がいる。後ろにはミアや桜たちも控えている。

			　万全の態勢といっていい。

			　そう思ってしまったのは、実のところ運がよかっただけにすぎなかったようだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そんな会話の数分後に、それは起きた。

			　船底にガツンとおおきなものがぶつかる音とともに、ぼくたちの身が宙に投げ出される。

			「ちょっ、まっ」

			　ぼくの身体は、くるくると空を舞い……。

			「カズさんっ」

			　同じくスピンしていたアリスが左腕を伸ばしてきた。

			　ぼくは彼女の手を掴(つか)む。ふたりでなんとか空中で制動して、そのまま後ろのベータ号に拾ってもらった。

			「いったいなにが……」

			「ん。あれを見る」

			　操(そう)縦(じゆう)桿(かん)を握るミアの言葉で後方に置き去りにしてしまったアルファ号に向き直れば、巨大なヌルヌルの触手が船体を覆(おお)い尽くして水のなかに沈んでいく。

			　ほかのメンバーも、全員無事ベータ号に避難してきた。

			「戦うでござるか、リーダー」

			「いや、離脱だ。ミア、全速力」

			　ぼくの命令に従いミアがベータ号を加速させる。

			　戦えば勝てるかもしれないけど、敵はこの不気味に濁った水中だ、誰だってこのなかに入りたくはない。

			「油断すると、これね」

			「いやはや、まったくだ。こっちの気が緩んだところを見透かされた感じだよ」

			　充分に距離をとったところで、皆が安(あん)堵(ど)の息をつく。

			「で、ござるな。拙(せつ)者(しや)たちも気合を入れ直すでござるよ」

			「兄が殊勝で気持ちが悪い」

			「もー、そんな憎まれ口叩いちゃダメよー」

			「はい、ごめんなさい」

			　啓子さんにぺこんと頭を下げるミア。

			「おまえ……啓子さんには素直なんだな」

			「相手を見て卑屈に態度を変えるのが社会の処世術」

			　このなかで最年少のくせに、なにいってやがる。

			「それじゃ、新しい船を出そう」

			　ぼくはガンマ号を召喚した。

			　アルファ号の乗員がそのままガンマ号に乗り移り、移動を再開する。そうして、空飛ぶ船の旅は合計で30分ほど続き……。

			　ぼくたちは、陸地に辿りつく。

			　旅の終着点だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　霧を割って、乾いた土地が見えてきた。

			　木製の桟橋がある。綺麗に掃除された、ピカピカの桟橋だ。

			　って……え、こんなところにある桟橋が、ピカピカに磨かれているの？

			　おかしくないか……？

			　とぼくが不審に思う間にも、アリスが操縦するガンマ号は桟橋に近づく。

			「待つでござる、あれは嫌な予感が……っ」

			　結城先輩の警告は、少しだけ遅かった。

			　桟橋から、黒い棒状のものが無数に伸びてくる。次の瞬間、高さ５メートルで飛ぶ船を強い衝撃が襲った。

			　アリスと志木さんの悲鳴。

			「アリス、脱出だ！」

			　ぼくはそう叫んで、志木さんに突進する。呆然としている彼女に抱きつき、そのまま空中を駆けて船から離脱した。

			　ちらりと振り返れば、結城先輩と啓子さんも同じく船から脱出したようだ。

			　その直後、船体が中央から真っぷたつに割れる。

			「攻撃が来るぞっ」

			　そう叫んだ直後、船の甲板から黒い細長いものが無数に突き出た。

			　舵から手を離すのを躊躇したため逃げ遅れたアリスが、槍(やり)のようなそれに胸を貫(つらぬ)かれ、串刺しとなる。

			　少女の悲鳴があがった。

			「アリスっ」

			　彼女の愛用の槍(やり)は、操縦のためそばに立てかけられていた。その槍(やり)が甲板を転がる。

			　アリスを甲板に串刺しにした黒い槍(やり)状のものが、カーブしてぼくたちに襲いかかってきた。

			　悶(もだ)え苦しむアリスを助けにいく余裕もないまま、ぼくたちは追ってくる黒い槍(やり)から必死で逃げる。

			　アリスを助けにいきたいが、いまは仲間を信じよう。いまぼくが考えるべきことは志木さんを守ることである。

			　くそっ、フライじゃなくてウィンド・ウォークだから、空を走るといってもスピードが出ない。このままじゃ、追いすがる槍(やり)に追いつかれる。

			　ぼくを追ってくる黒い槍(やり)は、３本。

			　だったら……っ。

			「アクセル」

			　ぼくは自分の意識を加速させ、その場に立ち止まる。

			　志木さんから手を離し、背後に振り向く。迫る黒い槍(やり)を睨(にら)みつける。

			　それは、よく見れば先端が尖り、電動ドリルのように高速回転していた。

			　たぶんこれ、金属だ。

			「フォース・フィールド」

			　ぼくは左手に円錐形の力場の盾を形成する。付(ふ)与(よ)魔法のランク７、サッカーボールをひとまわりおおきくしたくらいのおおきさのそれは、持続時間がランクにつき１分。ただ、自分で盾を持ったところでいままでの戦いじゃなにもできなかった。

			　いまは違う。引き伸ばされた時間のなか、ぼくには危機に抗うちからがある。

			　黒いドリル３本の接近には、わずかのタイムラグがあった。

			「これ……ならっ」

			　ぼくは１本目のドリルを力場の盾で弾く。

			　ドリルの槍(やり)は強い衝撃を受けて折れ曲がる。

			　そのまま左手を動かして２本目も。

			　残る１本は、左手じゃ弾けないぼくの右半身を襲うが……。

			「リフレクション」

			　右手に生み出した虹色のバリアが、これを反射させる。

			　３本目のドリルが、かん高い音を立てて撥ね返る。強い衝撃によって、槍(やり)がポキンと折れてしまう。

			　アクセルが切れ、時間の流れがもとに戻った。

			　よし、いまだ。ぼくは空中で目を白黒させている志木さんにふたたび抱きつき、駆け出す。

			　あ、おっぱいやわらか……。

			　いや、そんなことしてる場合じゃない。

			　ちらりとベータ号の方を見れば、船はそのままガンマ号の残骸に向かって突進していた。

			　よし、やる気まんまんだ。

			　思った通り、向こうはアリスを助けるつもりなのである。

			　なんといっても……彼女たちの方が、この敵には相性がいい。

			「ホワイト・カノン」

			　アリスの胴体を抉っていた槍(やり)に、ミアの白いビームが命中する。

			　必殺風魔法の直撃によって、黒いドリルは真っぷたつになった。

			「は……ぐっ、いき、ますっ」

			　アリスはそれを受けて、己の身をおおきく振る。獣のような叫び声。右肩のドリルを強引に引きはがす……というか右腕の肉ごと引きちぎってみせる。

			「アリス、だいじょうぶっ？」

			　ちからなく倒れる彼女のもとに、たまきが駆け寄る。たまきは剣を右手に握ったまま、左腕だけでアリスを抱えた。

			　そんな彼女たちに、桟橋から伸びた黒いドリルがふたたび襲いかかるも……。

			「フレイム・カッター」

			　百合子と潮音の炎魔法が、ドリルに衝(しよう)突(とつ)しこれを潰す。

			「インフェルノ」

			　さらにルシアの爆炎が、残るドリルを焼き尽くす。

			　大爆発が起こる。

			　アリスを抱えたたまきが、宙をくるくる舞う。

			「いまのうち、砲撃を続けて！」

			　敵の正体はよくわからないが、アリスがやられた程度には油断できない相手だ。ここは瞬間的に全力を出すべきだろう。

			「ミア、風で視界をクリアに。ルシア、タイミングを合わせて３倍のプロミネンス・スネーク。目標、桟橋」

			「ん、了解」

			「わかりました、カズ」

			　ぼくは後方に下がりながら、続けざまに指示を出す。

			　爆風で視界が遮(さえぎ)られているからか、敵の追撃がないけど……。

			　めまぐるしく頭を働かせる。

			　と、「ちょっと」とぼくのお腹のあたりで声がした。

			　志木さんの声だ。

			「あ、そうだった」

			　視線を下げれば、ぼくが両腕でぎゅっと抱いている志木さんは、顔色を青くしていた。

		

	
		
			[image: p157.jpg]
		

	
		
			　ごめん、まだきみ、男性が怖いんだったね。

			　いやそれ以前に、ええと、その。

			「きみのこと、すっかり忘れてた」

			「でしょうね。もっと熱烈にハグしてくれるのかしら」

			　震える唇で、でも精いっぱいの皮肉な笑顔をつくる志木さん。

			　突っ張ってるなあ。

			　と、そんなことをしているうちにミアがテンペストを使い、強引に煙を吹き飛ばしていた。

			　同時に、ルシアが魔力解放で３倍のプロミネンス・スネークを使用する。

			　巨大な炎の蛇が、ドリルの触手を漂わせる桟橋に吸いこまれ……。

			　巨大な爆発が起こる。

			　ぼくは次の瞬間、白い部屋へ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レベルアップしたのは、たぶんルシアだ。

			　あと少しでレベルアップのはずが、この短い旅の間、ずっと第２パーティにトドメを渡していたからなあ。

			　向こうに経験値を与えるのも重要だから、これはこれでいいんだけど……。

			　と、なぜかみんながぼくに注目している。大(おお)怪(け)我(が)しているアリスまで、自分にヒールをかけながらぼくをじーっと見ている。

			「カズくん、あの、熱烈なラブコールは嬉しいんだけど」

			　ぼくの胸もとで、志木さんがいった。

			　あ、抱きしめたままだった。

		

	
		
			　

			第２０２話　世界の真実

			　

			　皆に白い目で睨(にら)まれつつ志木さんから手を離す。

			　いや、誤解なんです。けっしておっぱいがぼくの胸板に押しつぶされる感覚を楽しんでいたわけじゃないんです。

			　とか口にしたら藪蛇なので、黙っておく。

			　志木さんは、やはり男性に触れるのが辛いのだろう、震えを必死で押し隠している様子で……。

			　でも気丈に両腕を胸もとに組んで、皮肉な笑みを見せる。

			「助かったわ、カズくん。正直、わたしのレベルじゃかすっただけでワンキルされていた可能性が高いもの」

			「そう、かもね。あー、志木さんっていま、何レベルなの」

			「ちょうどレベル14になったわ」

			　志木さんも今回でレベルが上がったのか。

			　レベルが上がって、やっと14か……。

			　そりゃそうか。彼女は一昨日(おととい)の午後から昨日、今日にかけて、ぐっすりと眠る時間すら取れずに作戦構築と部隊を動かすことに専念していたのである。自分のレベルを上げる暇もなかったということだ。

			　今回、彼女がこのプチ冒険に同行したのも、「戦場で落ち着いて会議をするため」という普通に考えたら極めつけに頭のおかしい理由が半分くらいであった。

			　ちなみにもう半分は、知恵者の彼女にはぜひとも問題の遺跡をその目で見て、観察してもらいたいからである。

			「足手まといでごめんなさいね。それとアリスちゃん、傷の方はだいじょうぶかしら」

			「は、はい、平気です。これくらい、慣れてますから」

			　今回はアリスがひどい怪(け)我(が)を負った。

			　ひどいといっても、せいぜい肩の肉がおおきく削られ、胸もとに穴が空いた程度なんだけど。

			　もとの世界でなら大(おお)怪(け)我(が)かもしれないが、治(ち)療(りよう)魔法があるこの世界、そしてアリス自身の持つ治(ち)療(りよう)魔法の性能の前では、即死以外、おおきな問題とはならない。

			　今回も、白い部屋に来てからの数分でアリスの傷は完全に癒(い)えてしまっている。

			　ぼくたちは爆発四散でもしない限り、ゾンビのように復活し続けることが可能なのだ。

			　最近の戦闘は、その一撃爆発四散がナチュラルにありえるから怖いんだけどね……。

			「それじゃカズくん。まずアリスちゃんたちといちゃいちゃする？　それともわたし？」

			「不穏なことをいわないで。……あー、でもふたりで会議する前に、今回の戦いの情報共有を」

			「そうね。なんとか倒したみたいだけど、どんなモンスターだったのかわからなかったし」

			　ぼくの視点から得られた情報は、桟橋が突如として無数のドリルになり襲ってきた、といった程度にすぎない。そもそもあれがモンスターだというのも、倒したら経験値が入ったからという状況証拠ゆえである。

			　そして倒したら経験値が入る対象は、モンスターばかりではない。

			　たとえばぼくは、知っている。ぼくたちこの世界に飛ばされた人々のうち、レベルを得た者を殺しても、経験値を獲得できるということを。

			　実際にぼくは、シバを殺して経験値を得た。志木さんが昨日、結城先輩に聞いたところによると、彼もまた同様の経験をしたことがあるという。

			　つまり結城先輩も、ぼくと同様に同じ人間を手にかけて経験値を手に入れている。

			　まだ、この世界の人間を殺したときに経験値が入るかどうかは確認していない。

			　できれば確認したくないのだけれど……。

			　結城先輩あたりがこっそり実験してそうではあるんだよなあ。あのひと、そのへんはシビアだから。

			　車座になって座り、そんなことを皆に話す。

			　なぜか、結城先輩のくだりでは全員が納得顔であった。当然のようにミア含む、である。

			「ん。つまりあれが、経験値の入るなんらかの非生物である、という可能性も微粒子レベルで存在するということ。小数点以下の確率はゼロとして表示される」

			「やめろ」

			　ぼくたちの文化を知らないルシアに至っては、なにがなんだかさっぱりだろう。

			　適度にボケて場をなごませようとしてるのかもしれないけど。

			「兄が鬼畜外道のクソ野郎なのは当然なので置いといて……」

			「きみはほんと、結城先輩に対して厳しいな」

			「ああいう必要悪は利用するだけ利用して、あとでばっさり切り捨てよう」

			　つくづく思うんだけど、ミアが一番、鬼畜外道なんじゃないだろうか。

			「でね、カズっち。あれ、いわゆるミミックの類(たぐい)なんじゃないかと思う」

			「ミミック……ああ、宝箱に化けているような」

			「ゲームによっては、扉に化けてたり部屋そのものに化けていたり。物体に対する擬態能力を持つ、ドッペルちゃんに似たような存在、と考えた方がいいのかも？」

			　ドッペルちゃんいうな。

			　でもそう考えると、いろいろ納得がいくわけか。

			「桟橋に擬態したモンスター、か……。かなりでかかったけど」

			「それに強かった。こっち側の船からも、かなり火魔法を連打した。アリスちんがやわらかい肉をズブズブ貫(つらぬ)かれたあたりを考えても、レベルは結構高め、でも神兵級ほどじゃない感じ？」

			　あえて卑猥な表現にしてアリスを貶めるのはやめていただきたい。

			「これまで、われわれは常に劣勢で、モンスターの勢力圏に攻勢作戦をかけたのは昨日が初、といってもよい状況でした。ゆえに、モンスターたちが防衛用として配置する仕掛けについて、いささか不慣れであることは否めません」

			　ルシアがいう。こちらの世界であのモンスターが知られていない理由は、彼女のいう通りなのだろう。

			　この先、ぼくたちはいくつもの新モンスターを目にするに違いない。

			「あ、そうそう。アクセルで見えたんだけど」

			　ぼくは自分が観察したものを皆に語る。

			「あの黒い棒というか槍(やり)というか、そういうヤツ、先端がドリル状になって回転していたよ」

			「うわー、えぐいなあ。アリス、本当にだいじょうぶだった？」

			「痛かったけど、うん、死んではいないから。へいきだよ、たまきちゃん」

			　たまきとアリスがそんなことを話している。

			　アリスは先刻の苦痛を思い出したのか、顔をしかめていた。この部屋から出たら、また彼女には痛みが戻ってくるわけだよなあ。

			「だ、だいじょうぶです。痛くても、ちゃんと耐えてみせますから！」

			「アリスちんは、そういってカズっちのモノを……」

			「なんでも卑猥な方面に持っていくな」

			　とりあえず、ミアの頭をぽこんと叩いておく。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　誰からともなく、啓子さんの話題になった。

			　今回、啓子さんはアルファ号で敵の攻撃をことごとく防ぎ続けた。その奮戦っぷりは、ベータ号からもよく見えたとのことである。

			「あのひとはなんなの、ほんと」

			　志木さんが、改めてミアに訊ねた。

			　ミアはため息をつき、腕組みして唸る。うーんうーんと悩み始めた。

			「いっていいものか、どうか」

			「口止めされているなら、あえて聞かないぞ」

			「ゴーモンしてくれても、いいよ？」

			　よくないよ。これみよがしにシナをつくるな。

			「まーいいか。口止めされているわけじゃないし」

			「いいのか。で、なんだ、やっぱり彼女、忍者の末裔とかなのか」

			「ホントにそーかもしれない」

			　冗談でいってみたら、ミアに肯定されてしまった。

			「素で納得してしまいそうなのが怖いわね」

			「でも忍者とかじゃない。怪しいのは啓子さんの合気道の先生。中国人で、師父って啓子さんは呼んでるけど、このひとがたぶんヤバい」

			　一昨日(おととい)も、そんな話は聞いたな。

			「たしかに啓子さんの学んだ武術、明らかに合気道じゃないよなあ」

			「兄が、前にいってた。啓子さん、昔はもののけに憑かれたりしてて、それを師父に祓ってもらったとかそういうエピソード聞いたことあるって」

			「ちょっと待ってちょうだい。ミアちゃん、あなたのお兄さんは、妖怪とかそういうものを信じるタイプだっけ？」

			　ミアは鼻で笑った。

			「現実主義者の兄がそんなの信じるハズない」

			「あー、でもたとえば、思いこみを取り除く治(ち)療(りよう)を祓うっていってるだけとか。本人がそう信じちゃってるものを祓うって概(がい)念(ねん)で上書きするみたいな」

			　ぼくがうろ覚えの知識を披露する。

			　でもミアは、ゆっくりと首を振った。

			「そのとき、師父にいわれたらしい。あなたは魔に好かれるから、注意するようにって。けっしてひとりにならないよう、そうなっても自衛できるよう、魔を祓う技を与えるって」

			「なんで伝奇ものの主人公になってるんだよ、啓子さん」

			「意味不明でしょ」

			　ミアが真顔でぼくを見る。

			　ぼくは困惑して、なんと返したらいいのかわからなくなる。正直、妖怪に化かされたような気分だ。

			「議論に加わってよろしいでしょうか」

			　ルシアが手を挙げた。

			「あなたがたの世界には、魔法が存在しないのですよね。神もいない。モンスターもいない。これは大前提なのでしょうか」

			「ええ、もちろんよ。わたしたちの世界には、魔法も神も、モンスターもいない、わよね？」

			　志木さん、きみまでなぜ疑問形になる。

			　気持ちがわからんでもないんだけど。

			「今朝、姉がいっていたのです。ちらりと見ただけとのことですが、啓子という人物は、やけに身体にマナを通すのが上手いようだと。彼女は本当にマレビトなのかと。そのときはまさかと思ったのですが……」

			　そういえば、さっき神兵級部隊と戦ったあと、ルシアが啓子さんのことを「マナをまとうのが上手い」といってたなあ。お姉さんの受け売りだったのか。

			「われわれの世界で発達した武術のひとつに、精霊にちからを借り、そのちからを身にまとう技術があるのです。詳しい概(がい)念(ねん)はわたくしも存じません。ですがその達人は、ちょうど啓子のように、常時、マナを身体にまとうのだと、そのときに姉が」

			　さっきは、啓子さんのことだから天然でやっているんだろうって話だった。でもいまさら、ルシアがこの話を蒸し返してきたってことは……。

			「もしかして、啓子さんのことを疑っている？」

			　ミアは、またゆっくりと首を横に振る。

			「啓子さんが敵のスパイとか、そういう考えは捨てていい」

			「そうね。わたしも、彼女は嘘をついていないと思うわ。ただ、本当のことをすべて語っているとも限らないけど」

			「うーん、どういうこと？」

			　たまきがきょとんとしている。アリスもだ。

			　彼女たちには、そりゃ厳しい話か……。

			「ちなみにそのマナをまとう技術って、アリスやたまきは使っているのかな」

			「いいえ、彼女たちの様子からは、そういった技術の痕跡が感じられなかったそうです。それゆえ、姉もいぶかしんだ様子です」

			　うーむー。ぼくたちは皆、考え込んでしまった。

			　啓子さんについて知れば知るほど、疑念が深まってしまう。

			「ねえ、カズさん。わたしほんと、全然よくわからないんだけどね。あのね、的外れだったらごめんね」

			「なんだ、たまき。別にそんなこと気にしなくていいけど。なんでもいいから、試しにいってみなよ」

			「うん、そのね。わたしたちの世界に、魔法って、本当になかったのかな」

			「それ、は……」

			　正直、またたまきが馬鹿なことをいって、みんなで笑うんだろうなと思ってた。

			　でも彼女の言葉を聞いたとたん、白い部屋は水を打ったように静まり返る。

			　皆が、たまきをじっと見つめた。

			「え、なになに、なんでみんな、わたし見てるの。ほんと、ちょっと疑問だっただけなんだけど、あはは、ごめんね、アホなこといっちゃって……」

			「それだ、たまき！　高等部グラウンド地下の大空洞！　あの謎(なぞ)の石碑！」

			　ぼくは皆の思いを代弁し、その言葉を口に出す。

			「ぼくたちの世界に実は魔法があったとしても、おかしくない」

		

	
		
			　

			第２０３話　沼を抜けて

			　

			　世界には、隠された顔がある。

			　ビルの陰に潜(ひそ)む妖怪、夜の闇(やみ)に溶けて戦う魔法使い、そういった伝奇的な物語が、もしほんの少しでも事実であるとするなら。

			　いろいろな前提が変わってくるのではないだろうか。

			「たとえば、さ。ぼくたちの山がこちらの世界に来たのは、やっぱりぼくたちの世界側でなにかの仕掛けが為されていたから、って可能性。その場合、ぼくたちが生(いけ)贄(にえ)として捧げられたのか、あるいはなんらかの手違いがあったのか、ってまた別の要素も出てくるんだけど」

			「そうね。正直、あまり考えたくないことだけれど……学校の山そのものをこちらの世界に転移させることが、わたしたちの世界の誰かにとって利益になりうるような、そんな可能性もありえるでしょう」

			　志木さんがいう。

			　うーん、単純に視野は広がったけど、でも結局、なにもわからないのと同じだなあ。

			「啓子さんに詳しいことを聞いてみないと、これ以上のことはいえないわね」

			「そうだな……。啓子さんが教えてくれるかどうかはともかく」

			「ん。あのひと、そのへんは手ごわい。兄に期待」

			　結城先輩なら、啓子さんの口を割らせることもできるかも、ってところか……。

			「ときに、女忍者の口を割らせるっていうと卑猥」

			「わたしが思っていてもいわなかったのに」

			「ぼくも、思っていてもいわなかったのに」

			「うぬう」

			　ぼくと志木さんに呆れられ、ミアは不満そうに口を尖らせる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　さて、隣の部屋をプールに変化させ、皆にはくつろいでもらうことになった。

			　ぼくと志木さんのふたりきりで、白い部屋に残る。

			「悪いわね、時間をとってもらっちゃって」

			「指揮官同士の情報と意見のすりあわせ、だろ。必要だと思うよ」

			　ぼくと志木さんで見解の相違があるのは、いろいろとよろしくない。少なくとも、基本的な方針では一致しておかないと。

			「具体的にはどんなことを話し合いたいのさ」

			「まずは桜ちゃんの扱いね。彼女、あなたたちのチームに入りたい、っていってるんだけど」

			「あー、６人目として、か」

			　ちょっと考えてみる。

			　いまはぼくとルシアとミアが後衛、アリスとたまきが前衛だ。そして長月桜は、槍(そう)術(じゆつ)と運動を上げているバリバリの前衛。

			　運動スキルと持ち味である身の軽さのおかげで、わりと独特の立ち位置だ。槍(そう)術(じゆつ)スキルは９だから、ぼくたちに交じっても、そうそう後れを取ることはないだろう。

			　彼女がいれば、アリスが少し下がって傷の治(ち)療(りよう)に専念するというパターンも取れるかも。

			「ずっとはともかく、オプションとしては嬉しいかな」

			「あら、カズくんのハーレムには入れたくない、ってことかしら」

			「そういうのじゃなくて」

			　ぼくは志木さんを睨(にら)む。志木さんは、胸の下で腕組みして笑っていた。

			　これみよがしに、おっぱいを強調してやがる。ぼくをからかっているのか、それともからかうフリをして強がっているのか。

			　さっきぼくの腕のなかで震えていたというのに。

			　いや、だからこそなのだろうか。こんにゃろう、マウントをとりにきているな。

			「今回みたいな作戦行動のときはともかく、できれば彼女には２軍チームの方を優先して守って欲しいってこと」

			「そうね。わたしの意見も同じよ。武器ランク９の前衛は、いまのところアリスちゃんとたまきちゃんと桜ちゃんだけなんだから」

			　だったら試すような真似はやめてもらえませんかね。

			　と思ったけど、志木さんとしては忌(き)憚(たん)のない意見が聞きたかったのだろう。

			「いざとなればシャ・ラウを使い魔覚醒してしのぐし、数を召喚して押すことも選択肢に入れられる。こっちは現段階でいくつも戦闘のオプションがあるからね」

			「そのあたりは、本当に切り札だから……なんともいえないところかしら」

			「切り札がある、ってことが重要ってこと。２軍チームにとっては、彼女が切り札になる」

			　ここを切り返されてもまだやりようがある、と思えば心に余裕ができる。

			　長月桜というカードに関していうなら、たしかに彼女は、ぼくたちのパーティにいることでぼくたちの戦力を常時、底上げしてくれるだろう。

			　でもそれ以上に、彼女がバックアップ・チームにいることで、いざというとき背後を任せる戦力がある、という安心感の方がおおきい気がする。

			　もちろん、アガ・スー戦のように戦力を集中するべきとき、というのはあるし、そういう場合は遠慮なく彼女をこっちに引き抜くけれども。

			　そういったぼくの考えを、順序立てて話す。

			「そうね。あなたの意見を尊重するわ。それじゃ次、すみれちゃんのことなんだけど……」

			　ぼくと志木さんは、育(いく)芸(げい)館(かん)のひとりひとりについて、情報交換を重ねた。

			　あたりまえだけど、彼女たちについてはぼくが知らないことの方が多かった。

			　志木さんは、30人以上の育(いく)芸(げい)館(かん)組を、ひとりひとりよく把握していた。

			「きみは本当に、ひとの心を悪魔のように操るね」

			「嫌ないいかたはやめなさい。この程度、あたりまえのことでしょう」

			　志木さんは口もとだけで笑って、髪をかき上げる。ああ、これこそ悪魔の笑みだ。

			「それに、身体を使って女の子を操縦しているひとにいわれたくないわ」

			「ぼくのはいろいろ結果論だろ！　わかっているくせに！」

			「あら。じゃああなたは、天然のジゴロなのね」

			　ダメだ、このひとに口では勝てない。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　志木さんとの会議が終わったあとは、楽しい楽しい読書の時間だ。

			　そう、専従契約の儀式について書かれた本を解読するのである。

			　征龍王カナーグと天亀ナハン。

			　２体がどういう存在かということは、ざっとルシアが教えてくれた。彼女の話と儀式の難易度を勘案しながら、次に時間がとれたとき、どちらと専従契約を結ぶか考えていく。

			　志木さんにもアドバイスを求めたが、「そういうことは、現場で判断するものよ」といわれてしまった。

			　たしかに使い魔はぼくの命綱、ぼくたちを守る最後の砦(とりで)のようなものだもんな。

			「そういえば、ねえ、志木さん」

			　たまきが志木さんに訊ねている。

			「偵(てい)察(さつ)スキルと投(とう)擲(てき)スキル、いまはどっちを伸ばしているの？」

			「偵(てい)察(さつ)スキルよ。いまは偵(てい)察(さつ)５、投(とう)擲(てき)３ね。このまま偵(てい)察(さつ)スキルを伸ばしていって、意地でも生き残るビルドにするつもり」

			　指揮官としての妥当な判断だろう。

			　彼女にはなんとしても生き残って、少しでもぼくの負担を軽くして欲しいものである。

			　そういうわけで、ぼくたちはこの部屋でやるべきことをすべてやり終わり……。

			　志木さんは今回得たスキルポイントで偵(てい)察(さつ)スキルを６にした。もとの場所へ戻る。

			　

			　ルシア：レベル40　火魔法９／水魔法７　スキルポイント７

			　　志木：レベル14　偵(てい)察(さつ)５[image: yajirusi_fmt.png]６／投(とう)擲(てき)３　スキルポイント７[image: yajirusi_fmt.png]１

			　

			◆　◆　◆

			　

			　爆風が収まったあと、岸辺の桟橋は綺麗に消えていた。

			　やはり、あれはモンスターが化けていたものであったようだ。

			　岸には、青い宝石が６個、転がっていた。

			「青い宝石１個でレベル５くらいと考えると、30レベル前後のモンスターだったのかな」

			「手ごたえとしては、そんな感じでござろう」

			　アリスが自分を治(ち)療(りよう)している間に、ぼくたちはそんな会話を交わした。

			　陸地に立ち、霧の向こうの陸地を仰(あお)ぐ。

			　そこには、鬱(うつ)蒼(そう)とした緑の葉の森が広がっていた。

			　森を割るように、石が敷き詰められた幅５メートルほどの道が延びている。ずっと放置されていたにもかかわらず、その周辺には草木がまばらだ。

			　これは……ちょっと不自然、かなあ。

			「みてみてー。ここに文字みたいなものが描かれてるわー」

			　森のなかの１本道を偵(てい)察(さつ)に出た啓子さんの声に、皆がそちらを見る。道を形成する石のうち、端っこの方の何個かに、なにか紋様のようなものが描かれていた。

			「文字、でござるな」

			「ええ、結城先輩。なにをいいたいのかは、わかります。たしかに文字なんでしょうけど」

			　重要なのは、ぼくたちがその文字らしきものを見たことがあったということだ。

			　それはすなわち……。

			「これ……石柱にあった文字、だよね」

			　たまきがいう。アリスとミアがうなずき、志木さんは懐から写真を取り出して、目の前の紋様と見比べる。

			「リード・ランゲージ」

			　ぼくは文字を読む魔法を使う。目の前の紋様の意味を掴(つか)もうとしたのだが……。

			「うーん、よくわからないな」

			　今回は、読めなかった。どういうことだろう。

			「おそらく、これが魔法の術式だからでしょう」

			　ルシアがいった。

			「この紋様は文字でありながら、同時に魔法の術式でもあるのだと考えます。古代、そういった術式が存在したと聞いたことがあります。それは新しい神々から授かった、特別な文字であると」

			「新しい神々……たしか、この大陸をつくった神さまのことだよね」

			「われわれ広い意味での人類をつくった古き神々が去ったのち、この世界に降臨した方々です」

			　そのあたりの伝承がどこまで正しいかはともかく、そういった魔法文字があって、これがそうだと……。

			　納得できるような、できないような。

			　いちいち考えていても仕方がないか。

			「マナヴィジョン」

			　ぼくはマナを見る魔法を行使する。とたん、周囲が真っ赤になった。

			　少し慌て、それからじっくりとまわりを観察して……。

			「ああ、うん。この石でできた道の左右から、道全体を覆(おお)う結界のようなものが発生しているみたいだ」

			「だから長年にわたって放置されていても、草木の浸食を受けていないのかしらね」

			「わからないけど……そういう可能性もある、かな」

			　ちなみに、道じたいが罠(わな)である可能性も考え、ウルフを召喚して歩かせてみた。

			　特に異変は起こらない。

			　うーん、この調子なら、奥までいってもだいじょうぶかなあ。

			「いや、やはり正直に道を通るのは危険でござろう」

			　結城先輩がいった。

			「皆で道の脇、森の上空を飛ぶのがよいのではないでござろうか」

			「あー、なんかゲームの裏技っぽくていいですね、それ」

		

	
		
			　

			第２０４話　白き異形の手１

			　

			　ここから先もフライング・シップを使うかどうかを議論したすえ、船は捨てて全員がフライで飛んでいくことになった。

			　やはり、小型とはいえ船は目立つのだ。

			　このあたりは霧が濃い。周囲のモンスターに気づかれないことも期待できるだろう。

			　リーンさんが持つ昔の地図を信じるなら、目的地はこの道に沿ってまっすぐ、フライの移動速度で５分ほどである。

			　順番にパーティを組み換え、ディフレクション・スペル＋フライで全員を飛行させる。

			　保険としてのウィンド・ウォークはかかったままだから、万が一、途中でフライが切れても安心だ。

			　先頭を飛ぶのは、偵(てい)察(さつ)スキルが高く気配察知能力に優れた啓子さん。

			　例の師匠とかアレとかソレとか、彼女にいろいろ聞きたいところだけど、いまやるべきことじゃないよなあ。

			　道の左脇から２、３メートルの樹上を、縦２列で飛行する。

			　ぼくは後ろから２番目、志木さんの隣だ。

			　しんがりはルシアとミアである。フライの飛行速度なら後方からの攻撃はないだろうと考えての配置だった。

			　広範囲の攻撃がきた場合、ぼくが身体を張って、ついでにリフレクションも使って意地でも志木さんを守る。

			　彼女だけは、圧倒的にレベルが低いからなあ。

			「嬉しいわ、カズくんがわたしのために命を捧げてくれるなんて」

			「見捨てていいかな？」

			　フライでも、時速60キロは出せる。

			　飛行を始めてから気づいたけど、足もとの青々と茂った木々は、風もないのにゆらゆら揺れていた。

			「うう、あれ、不気味だよう」

			　たまきが怯(おび)えている。

			「森のなかに落ちたくないよう」

			「そもそも、墜落するような状況になりたくないけどね」

			　そんな会話をしながら、１分ほど飛行したあと。

			「あらー」

			　唐突に、啓子さんが間の抜けた声をあげた。

			　これマズいやつだ。

			「来るわよー」

			　そう思って身構えた次の瞬間。

			　右手に見える林道の奥から、濃い霧を割って白い槍(やり)のようなものが無数、伸びてくる。

			　それは先頭の啓子さんだけでなく、ぼくたち全員を襲い……。

			「リフレクション」

			　啓子さんがとっさに反射の盾を展開し、己に向かってきたそれを弾く。結城先輩やアリス、たまき、桜といった面々は剣や槍(やり)で白い槍(やり)を迎撃。

			　ぼくは志木さんの手を取って、ミアの後ろに退避する。

			「グラビティ」

			　ミアが白い槍(やり)の盾として、重力フィールドを展開する。白い槍(やり)は、そんなものに構うものかと重力フィールドを突き抜けてきた。

			　そこに、ルシアが立ちはだかる。

			「ブライト・シールド」

			　まばゆいばかりに輝く炎の盾が、彼女とその背後のミアやぼくたちを守る。

			　白い槍(やり)が炎の盾に突き立った。

			　かん高い音を立てて、これを弾く。

			「しま……っ」

			　反動で、ルシアの身体が吹き飛ばされる。空中をくるくると舞う。

			　静止した白い槍(やり)を見て、ぼくたちは知った。

			「触手だ！」

			　触手の先端がもぞもぞと蠢(うごめ)き先端部分に穴が開く。わりと卑猥なかたちをした穴で……いや、それはどうでもいい。

			「ミア、頼むっ」

			　ぼくはとっさに、抱えていた志木さんを小柄な少女に押しつける。

			「んっ」

			　ミアも心得たもので、志木さんと、そしてすぐ近くにいたルシアの手を取り……。

			「ディメンジョン・ステップ」

			　後方にテレポートで離脱する。

			　後衛で残ったのは、ぼくひとりだ。

			　そのぼくに、10本以上の触手が狙いをつける。

			　触手の先端の穴から、爆発するような音が響いた。

			「アクセル」

			　ぼくは己の思考を加速させる。

			　いまなにが起こったのか、理解した。触手の先端から弾丸のような固形物が射出されたその瞬間を目撃する。あの触手そのものがライフルのような存在なのだろう。

			　直接あれで殴りつけることもできるみたいだから、銃剣か？

			　とにかくああして敵に肉薄し、弾丸を放ってくるのが敵の戦術だ。

			　十数個の弾丸が迫る。

			　いまのぼくに、これをすべて回避する手段はない。リフレクションやフォース・フィールドでは、全身をくまなく襲う銃弾に対処できない。

			　って、いや、そうか。

			　ふと対策を思いついた。加速中とはいえ、ためらう時間はない。

			「サモン・フォートレス」

			　召喚魔法のランク９、普段はコテージを呼び出すことに使っているこの魔法は、砦(とりで)を形成するさまざまなパーツを呼び出すことも可能だ。

			　今回召喚したのは、頑(がん)丈(じよう)な石垣だった。

			　空中に出現したそれはすぐに落下していくはずだけれども、いまこの一瞬だけは銃弾に対する頼もしい壁となる。

			　はず、だった。

			　弾は厚さ１メートル以上もある石壁を貫通し、ぼくに迫った。

			「げっ、まずっ」

			　とっさに、急所だけ腕でかばう。

			　アクセルが切れる。

			「ぐ……あっ」

			　全身に鈍い衝撃と、焼けるような熱が走る。

			　ぼくの身体が吹き飛ばされる。あ、これ、結構もってかれた。

			「カズさんっ」

			　たまきの悲鳴が耳朶を打つ。くるくる舞いながら確認すれば、アリスとたまき、桜も何発か銃弾を浴びていた。

			　桜の左腕が吹き飛び、鮮血の華が咲く。

			　ワンテンポ遅れて、ぼくは四肢を襲う激痛に襲われる。

			　歯を食いしばって耐え、己の身を確認。

			「左足、膝から先をやられた、か」

			　銃弾を受けたのは、左足と左腕。腕の方は肉をえぐってそのまま貫通している。

			　弾速からいって身体がミンチになってもおかしくないんだろうけど、なんせぼくのレベルはすでに50近いから……。

			　かろうじて、助かったのか。

			　志木さんなら、かすっただけで全身が爆発してると思う。それくらいヤバい衝撃だった。

			　触手の主は神兵級か、それ以上なのは確実だろう。

			　激痛に耐えながら、ぼくは必死に思考を巡らせる。こちらはまだ敵の本体の姿すら確認できていない。こんな状況で次に取る手段というと……。

			「後退だ！　距離をとれ！」

			　ぼくはとっさに、そう指示を出した。

			　皆、すぐに了解する。啓子さんとたまきをしんがりに、きびすを返す。

			　で、そのぼくはまだくるくる回転していて……。

			　ぼくの右手が、誰かに掴(つか)まれる。ミアだった。

			　テレポートで戻ってきてくれたか。

			　ミアは、わかっている、とばかりにうなずき……。

			　あ、やばいぞ、ミアとぼくにすべての触手が狙いをつけている。

			　銃弾が一斉発射される。

			「ミア、逃げ……っ」

			「ディメンジョン・ステップ」

			　それが届く寸前、テレポート。

			　ぼくたちはずっと後方に出現する。

			　振り返った。

			　銃弾は、さっきぼくたちがいた場所を通り過ぎ……爆発した。

			「げっ、さっきとは違うタイプの弾丸だったか！」

			　距離で爆発するタイプって……あんなの食らったら、タダじゃ済まないぞ！

			　あ、リフレクションを展開した啓子さんが吹き飛ばされてる。リフレクションのすぐ手前で爆発したみたいだ。

			　謎(なぞ)の敵は、こっちの戦法にこうも短い時間で対応したのか。

			　触手は、一時的にぼくたちの存在を見失ったようだ。

			　いまはしんがりを務める啓子さんとたまきが、弾丸の集中砲火を浴びている。

			「えーい、こんにゃろーっ」

			　たまきは黒い剣を左手に持ち、右手に抜いた銀の剣で遠距離攻撃を飛ばしまくるという擬似２刀流で銃弾を迎撃していた。

			　派手に爆発が起こり、煙が立ち込める。

			　敵の姿が見えなくなる。よし、このタイミングで彼女たちが退避できれば……。

			　ふたりがきびすを返して、こちらに飛んでくる。

			「カズ、いま治(ち)療(りよう)します。せめて傷口だけでも」

			　ルシアがぼくにフレイム・ヒールを使い、出血を止めてくれる。

			　ふう、だいぶ楽になった。

			「フェニックス」

			　彼女は火魔法ランク９、再生の魔法を使用する。これはリジェネレート系魔法でもあって、ゲーム的にいえば徐々にＨＰを回復させるといった効果を持つ。

			　ちぎれた手足も、そのうちまた生えてくるとか。

			「できれば、上手く全員が撤退できるといいけど……」

			「支援を入れる」

			　煙を突き抜け、白い触手が追ってくる。

			　そこにミアが、ストーム・バインドを叩き込んだ。

			　強烈な竜巻によって、質量の少ない触手たちは否応なく翻弄される。

			　なるほど、これなら銃も撃てまい。ミアのやつ、考えたな……。

			「ん。やったか」

			「ってなんでこの状況でフラグ立てに走るんだよ！」

			「どうせ、時間稼ぎにしかならない」

			　悔しいけど、彼女のいう通りだった。触手群が、淡い銀の輝きを放つ。

			　次の瞬間、嵐がぱっと消え去る。

			「デバフか、あれ」

			「たぶん」

			　ディスペルの類(たぐい)なのだろう。神兵級となると、このくらいは当然やってくる。

			　それでも、竜巻は敵にほんのわずかの混乱を引き起こしたに違いない。

			　撤退の支援としては充分だ。

			　最後尾を務めていた啓子さんとたまきが、ぼくたちのもとへ辿りつく。

			「アリス、まずは桜さんの治(ち)療(りよう)だ」

			「は、はいっ」

			「啓子さん、敵の正体とか、わかりますか」

			「うーん、ぜんぜん本体が見えなかったからー」

			　ま、そうだよなー。ぼくはルシアを見る。

			「あれがどんなモンスターか、伝承とかにありませんかね」

			「そう……ですね」

			　ルシアはさきほどから考え込んでいる。

			「残念ですが、あのような異形、まったく心当たりが……」

			　こりゃ、参ったな……。

		

	
		
			　

			第２０５話　白き異形の手２

			　

			　ぼくたち全員がある程度のラインまで下がったところで、触手の攻撃が止んだ。

			　敵の迎撃可能範囲外に逃れることができたのだろうか。

			　しつこく追ってくるタイプじゃなかったのは幸いだ。おかげでアリスが、ぼくを含めた全員の怪(け)我(が)を治(ち)療(りよう)できた。

			　さて、これからの対応だけど……。

			　まずは敵の正体を暴かなくてはどうしようもない。

			「ミア、ウィンド・サーチを頼む。たぶん道の上にいると思うけど……」

			「もうやってみた」

			　おう、早いな。

			　ところがミアは首を横に振る。

			「でもダメ。この霧、探知系魔法を阻害してるっぽい」

			「魔法の霧か……」

			　ぼくはトゥルー・サイトを使ってみた。目の前が真っ赤に染まって、なにも見えない。

			　あ、こりゃアカンわ。慌ててトゥルー・サイトを切る。

			　視力がもとに戻った。額の汗をぬぐう。

			「やばいっしょ」

			「ミア風にいうと、ゲキヤバっすわ」

			「なぜおぬし、ミアに合わせるのでござるか……」

			　しまった、よりによって結城先輩からツッコミが入ってしまった。

			　まだ戦闘中なのだ、あまりいつものノリでいくと……あ、百合子＆潮音コンビが呆れている。

			　咳払いして、話題をもとに戻す。

			「そうですね。ミアの魔法で霧を払って敵の姿と距離を確認、そのあとディメンジョン・ステップでたまきとアリスを突っ込ませるってあたりでどうでしょう」

			「つまり強襲でござるな。相手の打撃力が高いだけに、いささか不安が残るでござる。できれば、拙(せつ)者(しや)と啓子も近接戦闘を挑みたいでござるよ」

			「ならシャ・ラウも召喚しましょう。結城先輩と啓子さんは、シャ・ラウに掴(つか)まってください」

			　ぼくは使い魔強化分も重ねて幻狼王シャ・ラウを呼び出す。

			　ぼくとミアで、シャ・ラウに定番の付(ふ)与(よ)魔法をかける。

			「任せたぞ、切り込み隊長」

			『任された』

			　シャ・ラウの首のあたりを、ぽんと叩く。

			　今回、ぼくたち後衛の守りには桜を残すこととなった。残りの前衛４人とシャ・ラウが、前線に出ることになる。

			　ミアはアリスとたまきを送り届けたあと、すぐディメンジョン・ステップで戻ってくる予定だ。中途半端なところにいると、あの触手でハチの巣にされる恐れがある。

			「んじゃ、いく。テンペスト」

			　暴風が、霧を吹き飛ばす。

			　だいぶ遠くまで、視界が晴れて……。

			　ようやく敵の姿を視認することができるようになる。

			「クラゲ、か」

			　そう。それは５００メートル以上離れた空中をゆらゆらと漂う巨大なクラゲだった。

			　本体部分の全長だけでも、たぶん10メートル以上はあるだろう。その半透明の本体から、無数の白い触手が伸びている。

			　クラゲには本来、目なんてないはずだけど、この巨大クラゲの内部には赤い球形の発光体が無数に舞っていた。

			　それら赤い眼球のようなものが、いっせいにぼくたちの正面に集まる。

			　ぎろりと睨(にら)まれたかのようで、背筋に冷たいものが走る。

			　巨大クラゲはその触手をいっせいにこちらへ向けて……。

			　げっ、この遠距離で撃ってくるのかよ！

			「みんな、シャ・ラウに掴(つか)まれ！　まずは退避だ！」

			　ぼくは慌てて叫び、自分も幻狼王の首筋にしがみつく。１００本くらいの触手から、弾丸が一斉発射される。

			　ほぼ同時に……。

			『いくぞ』

			　シャ・ラウが高速移動を開始。

			　ぼくたちの身体が、グイと引っ張られる。

			　幻狼王は魔法による急加速で敵から見て横に駆け出す。

			「ぐ……っ」

			　意識が飛ぶほどのＧが一気にかかる。背後で少女たちの悲鳴。たぶん、百合子と潮音だろう。

			　で、急ストップ。

			　勢いを止められず、目の前を逆さまになった少女が飛んでいった。潮音だ。

			「ええと、みんな無事だね」

			　顔をあげて背後を振り返る。

			　同時に轟(ごう)音(おん)。弾丸がぼくたちのいたあたりで連鎖的に爆発していた。その足もとの木々が余波で引き裂かれ、地面がえぐれて土煙が舞う。

			　爆風がこちらまで届いてきた。あそこにいたら、タダじゃすまなかっただろう。

			　ヤバいな、このあたりも安全地帯じゃないとなると……。

			　って、あれ？

			「ミアたちは？」

			「つっこんじゃったみたいよー」

			　啓子さんの声に、慌てて前方を振り仰(あお)ぐ。

			　ミアと共に巨大クラゲの上空に姿を現したアリスとたまきが、そこから急降下してゼリー状の本体を強襲しているところだった。

			　巨大クラゲも、まさかの奇襲に対応できず、ざっくりと一撃を喰らい……あ、でもゼリーが少し欠けただけっぽい。

			　クラゲは慌てた様子で触手を上に向ける。赤い球体も上方に集まろうとしていた。やはりあれは、目なのだろう。

			「いくしかないでござるよ」

			　どう指示すべきか迷っていると、結城先輩が重々しい声でそう告げた。

			　彼の方を見る。面頬の奥で、まっすぐな双(そう)眸(ぼう)が、ちから強くぼくを見据えていた。

			「わかりました。作戦通り、いってください。いや、桜も結城先輩についていって」

			「いいの？」

			「ああ。どのみち、敵の遠距離攻撃はきみじゃ防げない。こっちはこっちでなんとかする」

			　桜は納得した様子でうなずいた。結城先輩と啓子さんとシャ・ラウの背中にしがみつく。

			『では、参ろう』

			　シャ・ラウの姿が消える。次の瞬間には、彼らの姿は敵の眼前にあった。

			　総力戦が始まる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　空飛ぶ巨大クラゲに、５人の人間と１体の巨狼が群がっている。

			　前衛は主に上空から打ちかかり、シャ・ラウは電撃の魔法をゼリー状の本体にぶちこむ。

			　だがどうやら、武器による攻撃はひどく効きが悪いようだった。相手にまともなダメージが入った様子はない。

			「どう思う、ミア」

			　ぼくは、いったんぼくのもとへ帰還してきた小柄な少女に訊ねた。帰還のついでに、離れたところをくるくる舞っていた潮音を回収してきている。

			　ミアは口をヘの字に曲げ、「むー」と唸った。

			「物理耐性あるっぽい？　たまきっちの剣よりシャ・ラウちんの魔法の方が効いてるの、普通じゃない」

			「それは……そうだなあ」

			　現在、シャ・ラウは電撃魔法をメインウェポンとして戦っていた。

			　ぼくが使い魔強化で上昇させた分で、幻狼王の魔法のレパートリーは20個ほど増えたとのことだ。

			　そのうちのひとつ、雷を撃ち出す魔法が、巨大クラゲにとってはかなり嫌らしくあるらしい。

			　この邪魔者を集中攻撃するべく、触手群がシャ・ラウに狙いを定めていた。

			　もちろんアリスたちだってそれを阻止するために動いているけど……。

			　いかんせん剣も槍(やり)も、あまり効果的なダメージを与えられていない現状、彼女たちの奮闘はクラゲに無視されてしまっていた。

			　戦闘は膠(こう)着(ちやく)状態に入った。

			　ならば、こっちに残してきた後衛の出番、ってところか。

			　とはいえいま、ぼくたち後衛組と巨大クラゲとの距離は５００メートル以上で、これ以上近づくとあの触手が襲ってくる。

			「ルシア。プロミネンス・スネーク、とりあえず３倍で放ってくれ」

			「わかりました」

			　最強の火魔法であるプロミネンス・スネークのために、ルシアが精神を集中する。

			　３秒ほど狙いをつけて、ロックオン。

			　これで炎の竜が対象を自動追尾するのだ。

			　この魔法なら、５００メートル先であっても的を外す心配がない。乱戦にあってフレンドリィ・ファイアが起こることもまずないだろう。

			「プロミネンス・スネーク」

			　魔力解放３倍で放たれた巨大な炎の竜は、森の上空を駆け抜け、巨大クラゲの本体部に衝(しよう)突(とつ)する。

			　これまでどれほど攻撃を受けてもほとんど平然としていた巨大クラゲは、全身を炎に包まれて苦しみもだえるように触手をばたばたさせた。

			　かなきり声に似た、耳ざわりな音が響く。

			　その音は、強い衝(しよう)撃(げき)波(は)を伴っていたのだろう。巨大クラゲに群がっていたアリスたちが弾き飛ばされる。

			　だが巨大クラゲは、そうしてできた優位を生かす余裕もなく、炎に包まれたゼリー状物質を震わせ続け……。

			　ついには地面に墜落する。

			　巨大な土煙があがった。

			　よし、これだけ効いてるなら！

			「ミア、百合子さんと潮音さんを連れてクラゲから１００メートルのところまでワープ。攻撃魔法を連打だ」

			「ん、了解」

			　ミアが火魔法使いふたりの手を取り、ディメンジョン・ステップで敵との距離を詰める。

			　ぼくはルシアに「まだいけるか」と訊ねた。

			「３倍程度であればなんの問題ありません。いまのうちに畳み掛けるべきです」

			「よし、もう１発頼む」

			　それからは一方的な戦いだった。巨大クラゲはかなりタフなモンスターだったが、火魔法の集中砲火を食らってもはや反撃する余裕もない。

			「見て、カズくん。あの触手、炎で炙られて縮んでるわ。熱が弱点だったのね」

			「クラゲだから水属性、とかそういう相性があったりするのかなあ」

			　ぼくと志木さんが、そんな呑(のん)気(き)な分析を始める余裕すらあった。

			　ついさきほどまで、めちゃくちゃビビっていたことも忘れそうである。

			　いやほんと、このクラゲ野郎ったらものすごい初見殺しだわ……。

			「どうしようか、ルシアやリーンさんが知っているモンスターでもなさそうだし、適当に名前をつける？」

			「そうねえ。普通にフライング・ゼリーフィッシュとかでいいんじゃないかしら」

			「じゃあそれで」

			　まあ、こいつが単一固体で、２度と出てこないって可能性もあるんだけど。

			　念のため、というやつだ。今後、反省会を開いたときに話しやすいしね。

			　ほどなくして、フライング・ゼリーフィッシュが息絶える。

			　その身が消えていき……。

			　あとに残ったのは、神兵級と同じ黄色い宝石が１個だった。

			「やっぱり神兵級か。神兵級とランダムエンカウントとか、マジで勘弁だなあ」

			　思わず、ぼくは愚痴を吐く。

			　いや、ランダムだったのか、それとも守護者の類(たぐい)だったのかはわからないけど。

			　そもそもこいつが複数いる可能性なんて、あまり考えたくもない。

			　ちなみに経験値は第２パーティの方に入ったらしく、何人かレベルアップしていた。

			　ちょっと惜しい気もするけど……アガ・スーのときはぼくたちのパーティがもらってたからなあ。

			　まあ、いいさ。

			　トークンも結城先輩に渡しておく。

		

	
		
			　

			第２０６話　テパトの寺院１

			　

			　戦いのあと、道に並行して飛ぶこと数分。

			　ぼくたちはついに、テパトの寺院に辿りつく。

			　それは森のなかに唐突に出現した、野球場くらいのおおきさがある、虹色に輝くドーム状の建造物だった。

			　天井の部分が不定期なリズムで脈動している。

			　そのせいで、まるで生き物のようだ。

			　いや、ひょっとしたら本当に生き物……なのか？

			　とにかく、あまりにも異形すぎる存在だということは間違いない。

			「ルシア、リーンさん、これって……」

			　いちおうこの世界の住人であるふたりに訊ねてみたけれど、芳しい返事は得られなかった。

			　シャ・ラウも『このような存在、われの記憶にはない』と首を振る。

			「ん。やっぱＳＡＮ値直葬系なのでは」

			「ミアちゃんにツッコミ入れたいけど、なんだかわたしも……それ系に思えてきたわ」

			　志木さんの乾いた笑いが響く。

			　ぼくとしても、なんかこれそんな感じっぽいなーと思い始めていたりする。

			　つーかこれ、ホントなんなの？

			「聖女ポクル・ハララによれば、魔王はこの地に大切なものを保管している、と捕らえたモンスターが話したとのことです」

			　リーンさんが、鷹(たか)の口で語る。

			「この地に近づくことは、配下のモンスターであってもまかりならないと」

			「そのモンスターさん、なんでそんなことを知っていたのかしらー？」

			「以前、この幽雷湿地の近くで警備の任についていたホブゴブリンであったとのことです」

			　たしかにホブゴブリンって、警備員っぽい。

			　で、そんなやつらだから、モンスター軍の領地についてあちこち詳しくてもおかしくはないのか。

			　じゃあ、配下のモンスターも近づけない場所なのにいた、あのクラゲは……。

			　よほど特殊なガーディアンなのだろうか。

			　たまたまあそこに住みついただけ、という可能性は……ないよなあ。

			「とりあえず、使い魔で偵(てい)察(さつ)してみるか」

			　ぼくたちは虹色に輝く東京ドーム風の建物から少し離れ、木陰に隠れる。

			　結城先輩と啓子さんが周囲を警戒するなか、いつものようにグレイウルフを召喚する。ぼくだけアイソレーションを解除し、使い魔同調を使用する。

			　これでぼくは、狼の五感との完全な同調を為した。

			　いままでと違い、その場の音や臭いもわかる。リモート・ビューイングの完全上位版だ。

			　ドーム内部が暗いかもしれないからナイトサイトをかけたあと、グレイウルフをドームに近づけさせる。

			　ここからだと入り口が見当たらないから、まわりをうろつかせてみたのだが……。

			　狼がドームから数歩の距離に近づくと、壁面の一角がすっと動いて半円の穴が生まれる。

			　穴の内部は、真っ暗だった。

			「自動ドアか。まるでＵＦＯだな」

			　ぼくは状況を実況中継しながら、そう呟(つぶや)く。

			　まだ使い魔同調の第２段階、意識同調までは到達していないから、相手に随時、指示を与えるということができない。

			　グレイウルフには、入り口を発見した場合、なかに入っていくように、と命令してある。

			　命令通り、使い魔の狼は警戒しながらドームのなかへ入っていって……。

			　そこで、ぱったりと同調が途切れた。

			　30秒ほど待っても回線が回復しない。

			「死んだ……？　いや、生きているな。召喚者だから、それはわかるんだけど……でも同調が途切れるって、どういうことだ」

			「なんらかの結界の内部に入ってしまったのでしょう」

			　リーンさんの声。なるほど、そういうこともあるのか……。

			　ま、偵(てい)察(さつ)魔法系の対策くらい、この世界にも存在するよなあ。

			「定番の使い魔偵(てい)察(さつ)ができないとなると、どうするかな」

			「どうするもなにも」

			　ミアがいう。

			「使い魔じゃダメならわたしたちがいくしかない」

			　小柄な少女は胸を張り、「根性と度胸」と宣言する。

			「魔王に関する情報とかいらないっていうなら、その限りじゃないけど」

			「それは……まあ、そうだな。ここまで来た以上、逃げ帰るなんてのはナシだ」

			　でもそうなると、レベルの低い志木さんは連れていけないなあ。

			　百合子、潮音も厳しい。

			　ここは６人１パーティに絞るべきだろう。

			「ぼくたちのパーティから志木さんが抜けて、かわりに結城先輩か啓子さんが入ってもらうかたちがいいかな」

			「そうね。わたしとしても、あんな不気味なところにレベル14で突っ込むつもりはないわ」

			「わたしがいくわー。たぶん、偵(てい)察(さつ)スキルの高いひとがいいでしょうしー」

			　啓子さんは偵(てい)察(さつ)スキルを中心に上げ、いまランク７であるとのこと。なんとも頼もしい限りである。

			「拙(せつ)者(しや)としては、自分の目であの内部を観察したいところでござるが……」

			「だーめ。ユウくんはリーダーなんだから」

			　普通はそうだよな。リーダーが率先して偵(てい)察(さつ)に出る組織っておかしいよな。

			　で、いまここに高等部のリーダーと育(いく)芸(げい)館(かん)組のリーダーが揃ってるんですけどね……。

			「とりあえず、ちょっとなかを見て、撤退できるようならすぐ撤退、って感じでいこうと思う」

			　ぼくはいった。こんな未知の状況で、無理をすることはない。ここは多少時間をかけてもいい場面だろう。

			　ひとまず大柄なシャ・ラウは送(そう)還(かん)した。

			　偵(てい)察(さつ)にいく全員にナイトサイトをかける。

			「無理をしてはならぬでござるよ」

			「くれぐれも、気をつけてね」

			　心配そうにそういう結城先輩や志木さんたちに見送られ、ぼく、アリス、たまき、ミア、ルシア、そして啓子さんの６人で、虹色のドームに近づいていく。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ぼくたちが用心してドームに近づくと、グレイウルフのときと同じように、すっと半円状の穴が開いた。

			　内部は真っ暗で、一寸先も見通せない。

			　ぼくたちには暗視魔法がかかっているんだけどなあ。

			「トゥルー・サイト」

			　付(ふ)与(よ)魔法ランク９、隠蔽系魔法を含むなにもかもを見通す究極の目。それを用いて穴のなかを覗いてみても、やはり真っ暗であった。

			　うーん、これは……。

			「光を吸い込んで逃さないから真っ暗」

			　ミアが、ぼそりという。ブラックホールとかと同じことか。

			「つまり、この入り口は一方通行ってことだな……」

			「おそらくは」

			「ぶっちゃけていうけど、入りたくないなあ」

			「じゃ、やめとく？」

			「わかってるだろ」

			　ぼくは肩をすくめてみせる。

			　その選択肢は、ない。なんのためにここまで来たというのだ。

			「いざとなったら内側からルシアの10倍強化した魔法攻撃でぶち破るとか、そのへんでなんとかしよう」

			　朗報もある。同調は切れても使い魔とのリンクは未だ感じられるのだ。なかに入ったグレイウルフは、まだ生きているということである。

			　即死トラップ、という可能性だけは否定されている。

			　念のため突入班の全員にフライをかけたあと、手をつなぐ。

			　６人で団子になって、せーので穴のなかに足を踏み入れる。

			　転移に伴う、いつもの酩酊感。

			　次の瞬間、ぼくたちは明るい空間に立っていた。

			　太陽の位置は南中、つまりお昼時のようである。

			　ひとっこひとりいない市街地だった。

			　ファンタジー世界的な街並みではない。

			　ぼくたちがよく知る、コンクリートのビルが立ち並ぶ街だ。

			　目の前に、おおきな１０９の看板が立っていた。

			「は？」

			　振り返れば渋谷センター街の入り口とスクランブル交差点が見える。私立高校を受験するため、週に４回、この駅の塾に通っていたのもいまとなってはいい思い出……。

			　って待って、待って、待って。

			　これどういうことなの。お昼どきなのに無人の渋谷っておかしい……。

			　いや、そうじゃない、そうじゃないんだ。

			　根本的な問題として、どうしてぼくたちが渋谷にいるか、って話でさ。しかもさっきまで夕方に近い時間だったはずなのに、いまお昼の12時って……。

			「わあー、渋谷だわー」

			　啓子さんののんびりした声がした。

			　ぼく以外のみんなも呆(あつ)気(け)にとられていたようなのだけれど、ひとり手を離した啓子さんだけが、興味深げに周囲をうろうろしはじめている。

			　適当な建物の前に立って、でも自動ドアが開かなくて、あれー、とか首をかしげている。

			「普通は、ドアの前に立ったら開くわよねー。電気がきてないのかしらー。おっかしいなー」

			「啓子さん、問題はそこじゃないよ！」

			「えー？」

			　天然だ。このひと天然パワーが留まるところを知らない。

			　こんな状況に慌てるどころか……。

			　って、うん？　そもそもこれって……。

			「ミア、どう思う」

			「たぶん本物の渋谷じゃない」

			「え……ミアちゃん、渋谷に来たことあるんですか！　いいなあ」

			　待てアリス、問題はそこじゃない。

			　というかきみまで天然パワーを発揮しないでくれ。

			「カズさんは渋谷、来たことあるの？」

			「だからたまき、いまはそういう話をしている場合じゃ……いちおう、中学生のころはしょっちゅう来てた」

			「わあ、すごい！　おしゃれさんだ！」

			　やばい、話が進まない。ミアがジト目でこっちを見てる。あれは、おまえ余計なこといってんじゃないよーって顔だ。

			「カズっち。いまのとこ、りぴーとぷりーず」

			「え？　いや、だからいまはそんな話をしている場合じゃ……」

			「違う、そのあと。カズっちは渋谷、結構詳しい？　こんな光景を再現できるほど。わたし実家は埼玉の方だから、あんまり山手線の南側にはいかなかった」

			「あ、ああ……そりゃ塾が渋谷にあったし、あっちこっちうろうろしたから……って、そうか、そういうことか」

			　ぼくはポン、と手を打つ。

			「この渋谷は、ぼくの記憶のなかを再現してできたもの、って可能性か」

			「あるいは集団幻覚的ななにか。でもカズっち、まだトゥルー・サイトは有効だよね」

			「レベル分持続だからね。幻覚のセンは薄い、か」

			　ミアは腕組みして「ん」とうなずく。

			「でも、そうなると余計、意味がわからないな……。ぼくの記憶から瞬時にこんな世界を再現してみせるって、いったいどんな魔法なんだ」

			　ミアが「あるいは」となにかいいかけて、口ごもった。

			「どうした。いってみてくれ」

			「じゃあ、いうけど。戯言だよ？」

			　いやに念を押すな。普段から益体もないことばかり口にするミアにしては珍しい。

			「とりあえず、いうだけならタダだろ」

			「なんかこう、ＳＡＮ値直葬っぽいちからが働いてそうなカンジでイヤだなーと」

			「ほんとにイヤだなそれ！」

		

	
		
			　

			第２０７話　テパトの寺院２

			　

			　いまさらだが、ＳＡＮ値直葬というネットスラングについて、簡単に説明しておこうと思う。

			　クトゥルーの呼び声という有名なＴＲＰＧにおいて、怖い目にあったキャラクターは「正気度（ＳＡＮ値）」と呼ばれるパラメータが減少する。

			　最終的には狂ってしまい、キャラクターはプレイヤーの手を離れる。

			　クトゥルー神話の怪物でもよく名前があがる邪神連中などは、その存在を見るだけで錯乱する。それどころか認識するだけでひとを狂気に追い込む。

			　根源的恐怖を司る、禍々しく巨大な存在。

			　ミアがいっているのは、そういった存在が背後にいるのではないかという、とてもとてもイヤーな話なのである。

			「ここの背後にいる存在って、魔王じゃないんですか」

			　アリスが訊ねた。

			「普通に考えればそうなんだけど……。擬似世界ともいうべきこの空間をつくりあげたのが魔王だとしたら、それってもう、ぼくたちの手に負えないなにかなんじゃないかな、って」

			「ん。世界創造とかヤバい。ヤバすぎてブッダが土下座するレベル」

			　おまえがブッダに土下座しろ。

			「ええと……そういうものなんでしょうか……」

			　ぼくとミアはいろいろなゲームとかから引っ張ってきた知識をもとにビビってるが、アリスやたまきはどうもピンときていないようだ。

			「アリス、たとえばカズがこの巨大な屋敷……ビル、というのですか、それをひとつつくるのに、どれだけのＭＰを使うと思いますか。ここをつくりあげた存在は、最低でも街ひとつ分、わたくしたちがこの空間に足を踏み入れた瞬間にそれをやってのけたのです」

			「そうねー。時計を見てみたけど、時間の経過はほとんどゼロだったわー」

			　啓子さんがさらっといった。時間とか、さりげなく測ってたんですね。

			　ちなみに、ルシアの頭に止まっていた使い魔の鷹(たか)は、さっきからリーンさんの言葉を話さない。使い魔らしく賢そうではあるのだが、ぼくの狼と同様、連絡魔法が切断されてしまったのだろう。

			「とりあえず」

			　ミアが自分にフライをかけて、空に舞い上がる。ここに来る前に１度かけていたのだが、驚いている間に10分以上も経過していたようだ。

			　ミアは螺旋を描きながらビルの上まで上昇し、周囲を見渡す。

			　なにやら首をひねり、こちらを見下ろす。

			「おーい、降りてこい」

			　ミアはうなずいた。

			　その直後、彼女の身体が爆発した。右腕と右足が吹き飛ぶ。

			「え……？」

			　ミアが呆然としたまま落下してくる。

			「いけないっ」

			　珍しく焦った様子の啓子さんが、ビルの壁を蹴って垂直に駆け上がり、３階ほどの高さからダイブして彼女の身体を右手でキャッチした。

			　左手でワイヤーを飛ばして電柱にからみつけ、方向を変換。タイミングよく壁を蹴って降下、アスファルトの上に着地する。

			「アリスちゃん！」

			「は、はいっ！　いま治(ち)療(りよう)します！」

			　アリスが、ぐったりとしたミアに駆け寄り、治(ち)療(りよう)魔法を使う。肉体の再生とヒールを交互に行っていた。

			　その間にも、たまきとルシアが周囲を警戒する。

			「ひとまず、そこのビルの陰に。ここじゃ周囲から丸見えだ」

			　ぼくはそういって、皆を小道に誘導した。このあたりの地理はよく把握している。

			　どうやら、ミアは一命をとりとめたようだ。ほっと安(あん)堵(ど)の息を吐いて……さて。

			「啓子さん。いまのって、なにが攻撃してきたか見えました？」

			「んー、たぶんクラゲさんの弾丸ねー」

			「あー、フライング・ジェリーフィッシュ……さっきのあいつか」

			　神兵級モンスターが、この現代世界を模した空間に隠れていたのか。

			　いくらぼくらでも、アレを相手に油断したら、一撃でヤバいことになる。

			　いまのは完全にミアのミス……いや、ミアに好き勝手させたぼくの油断だ。

			「ん。カズっちは悪くない。わたしが迂(う)闊(かつ)だった」

			「そーねー。ミアちゃん、心配かけちゃダメよー。めっ」

			　啓子さんがえへらと笑いながら、キツいことをいう。

			「だから、おねーさんがかわりに見てくるわー。フライかけてー」

			「ん……お願い。フライ」

			　そうだな、ここは啓子さんに偵(てい)察(さつ)してもらうのがいちばんか。

			　カラスを召喚し、リモート・ビューイングをかけて啓子さんの指示に従うよう命令する。

			「じゃあ、カラスちゃんはわたしの頭の上ー。いっぺんルシアちゃんみたいにやってみたかったのよー」

			　啓子さんは、ぼくのカラスを抱きあげて頭上に乗せた。カラスは従順にそれを受け入れる。
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			「いや、いいですけどね……」

			「ふふ、それともおっぱいの谷間に挟まれたかったかなー」

			「あとで結城先輩に殺されるので、そういうのはパスで」

			　あと、アリスとたまきがじーっとこちらをにらんでいるので。

			「あ、あの、カズさん！　ひとのカノジョさんに手を出すのだけはダメです！」

			「そうだよ、カズさん！　わたしたちがいっぱいがんばるから！」

			「なんでぼくは、こんなに信用がないんですかねえ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　啓子さんは、低空でぼくたちから少し離れたあと、螺旋状に舞い上がってビルの上まで上昇した。

			　ぼくは彼女の頭上にいるカラスの目を通じて周囲を見渡す。東京の町並みがぼくの記憶にある限り再現されているのだが……。

			　それも、渋谷の周辺だけだった。遠くの方は、ひどく曖(あい)昧(まい)だ。

			　ぼくたちの場所を中心として、そこから離れるほど、フィルターでもかかったかのように景色が薄ぼんやりとしてくる。

			　視界のかなたは、ただ真っ白くなっていて……なんだか撮影途中で予算がついた特撮映画みたいだな。

			　あ、西の方は富士山だけ見えるぞ。そうか……ぼくのなかで、西のイメージは富士山がすべてか……。

			　記憶力のなさにちょっと落ち込む。

			　いや、それはいいんだ。

			　問題は、北側である。ゆらゆらと揺れる巨大なクラゲが、無数の触手をこちらに伸ばして距離を詰めてきていた。

			　あいつがミアを撃ち落としたのだ。

			　触手たちが、啓子さんめがけていっせいに弾丸を放つ。無数の弾丸が襲ってくるも……。

			「リフレクション」

			　彼女は、その攻撃をジャストタイミングの魔法の盾で弾いた。弾が空中で爆発する。強い衝撃を全身に受け、彼女は独楽のように回転した。

			　しかし、さすがはグレーター・ニンジャ。スピンしながらもすぐに姿勢を制御して、ビルの陰に隠れる。直後、追撃の弾がビルに当たり、爆発を起こした。

			　ビルが倒壊を始める。瓦(が)礫(れき)が落下して周囲に被害を広げた。

			「うわあ、大惨事だ。怪獣映画みたいだよ、カズさん」

			　たまきのそんな呑(のん)気(き)な声が、ぼくの耳もとで聞こえてくる。

			　ぼくの視界はカラスのものだから、いま啓子さんがめまぐるしく動くのについていって、眩暈(めまい)を覚えているんだけど……。

			　あ、止まった。敵の攻撃が止んだのか。

			「うーん、ビルの上に顔を出したら攻撃するルーチンみたいねー」

			　啓子さんの呑(のん)気(き)な声が、カラスを通じて聞こえてくる。

			　なるほど、そのルーチンを確認するために、わざわざ己の身を危険にさらしたというわけか。無茶をするな、と思うけど……これは啓子さんか、ぼくの使い魔にしかできないことだ。

			　って、使い魔でよかったんじゃ……。

			　生の情報を得るって意味じゃ、やっぱり啓子さんの方がよかったかな。

			　啓子さんは降下して、ぼくたちのもとへ戻ってくる。

			「おつかれさまです。それじゃ、情報をまとめるけど……その前にミア、もうだいじょうぶか」

			「問題なっしんぐ。いまさら腕の１本や２本でガタガタするない」

			　なぜ巻き舌になる。しかもない胸を張って男前に威張る。

			　みんなに心配かけさせまいとしてるのかもしれないけど。

			「ほかのモンスターの姿はなかったわー。あのクラゲさん、さっさと片づけるべきかしらー」

			「そう……ですね。森で戦ったときより遠距離火力が減ってますけど、ルシア、プロミネンス・スネークの10倍消費を頼めるか」

			「はい。一撃で仕留めるわけですね。この近くから狙撃しますか」

			「ちょっと距離があるな。ある程度は距離を詰めよう」

			　移動にはディメンジョン・ステップでもいいんだけど……。

			「いちおう、やってみるか」

			　ぼくはシャ・ラウを召喚する。

			　この空間で幻狼王が呼び出せるか、少し不安だったのだが……。

			　はたして、銀の毛皮の巨狼は問題なく出現してくれた。

			　でも、シャ・ラウの様子が少しおかしい。

			　幻狼王は、きょろきょろと周囲を見渡し、不快そうに鼻をひくつかせる。体毛を逆立たせて、唸り声をあげる。

			「なにか気づいたのか。まあ、こんなビル街じゃ、無理もないけど。きみにとっては異様な光景だろう」

			『景色についてはともかく、主よ、われはこの世界を構築するマナに違和感を覚える』

			「マナに？　どういうことかな」

			　シャ・ラウはぼくたちからこれまでの事情を聴き、なるほどとうなずく。

			　そういえば、彼には賢狼ってふたつ名もあったっけか。最初から相談役として頼ってもよかったのかもしれない。

			『ひとことでいってしまえば、この世界を構築するマナは、われの知るものではない』

			「もうちょっと具体的に」

			『伝えることが、もうひとつある。主よ、いまわれは攻撃を受けている』

			　え、ちょっと待って、どういうことだ。

			　シャ・ラウの身体が、何度かパッパッと光った。これって……彼が魔法を使っているのか？

			『精神捜査系の魔法による侵食攻撃だ。対抗魔法をかけた。主よ、そちらの防御は充分か』

			「あ、うん、みんなにアイソレーションを……って、あっ」

			　ぼくはみんなと顔を見合わせる。すぐに気づいたのは、ルシアとミアだった、気まずい顔になっている。

			「申し訳ありません、わたくしが気づくべきでした」

			「ん。むしろわたしが反応すべきだった」

			「いや……そもそもぼくがミスったわけだから」

			　残りの面々がきょとんとしている。ぼくは肩をすくめ、苦笑いして説明する。

			「この世界が、ぼくの記憶のなかの渋谷である理由だよ。ぼくは、ほら、使い魔との思考共有のためにアイソレーションを切っていたから……だから、きっと敵は、ぼくの思考を盗み放題だったんだ」

		

	
		
			　

			第２０８話　テパトの寺院３

			　

			　アイソレーションには、ぼくたちにとって有益な精神接触系魔法すら遮(しや)断(だん)してしまうというおおきな欠点が存在する。

			　ドームに入ったあと、先に侵入していたグレイウルフとの魔法的接触が復活すれば、おおいに情報を得られたのは間違いない。

			　だから一概にこれがミスとはいえないのだが……。

			「反省は反省として、次に生かそう」

			　そういいつつ、ぼくは自分とシャ・ラウにアイソレーションをかけた。

			「よし。これでもう、この空間を監視している存在に思考を盗まれることは……」

			　そのときだった。

			　ぐりゃりと足もとの地面が沈む。慌てて顔をあげれば、空が赤黒く染まり、ビル群が歪(ゆが)み始めていた。

			「な、なんですかこれっ」

			「にゃーっ、気持ち悪い！」

			　アリスとたまきの悲鳴。ぼくは慌てて、ミアを見る。

			「アイソレーションのせいっぽい？」

			「そうか、ぼくの心を読み取れなくなったから……」

			　この奇妙な世界そのものが、自壊を始めた。

			　この渋谷はぼくの記憶からできているのだから、当然のことなのか。

			　ぼくは極力冷静さを保つよう努めながら考える。

			　アイソレーションを解くべきか、解かないべきか。

			　もし間違った選択を選べば、ぼくたちはどうなってしまうのだろう……。

			　と、ぼくの腕を誰かが掴(つか)んだ。顔をあげれば、ルシアがぼくを見つめている。

			「カズ、覚悟を決めましょう。どういう選択肢であっても、わたくしたちはあなたに従います」

			「そうよー、恨みっこなしよー」

			　ルシアと啓子さんは平常運転に見えた。本当にそうかどうかはわからないけれど、完(かん)璧(ぺき)に自分の表情を制御してみせている。

			　ぼくはおおきく深呼吸して……。

			「よし。このままだ。ミア、フライを。ディフレクション・スペル」

			「ん。フライ」

			　全員が宙に浮き上がった。

			　これで万が一、足もとが崩壊しても慌てずに済む。少し上昇しながら、ぼくたちは渋谷の街が崩壊する様子を眺め……。

			　ビル群が消えたことで、視界が通るようになる。

			　赤黒い空のもと、彼方に浮かぶ巨大クラゲの姿が見えた。

			　あ、やばい、これは……撃ってくるか。

			　フライング・ジェリーフィッシュは触手の群れをこちらに向け、弾丸の発射態勢になる。

			「みんな、シャ・ラウにしがみつけ！」

			　ぼくはそう叫んで、幻狼王に目くばせする。

			　もう定番となった作戦だ、詳しい指示は必要ない。

			　腹に響く炸裂音とともに、無数の弾丸がぼくたちに飛来し……。

			「右斜め前」

			『任された』

			　シャ・ラウが２時の方向に高速移動する。

			　いつもの強引な加速だが、ぼくたちもさすがに慣れたものである。なんとか毛皮にしがみついて、急激にかかるＧをこらえてみせた。

			　辿りついたのは、フライング・ジェリーフィッシュから１００メートルほどの宙空だ。

			　下を向けば、すでに足場は完全崩壊し、漆黒の虚空が広がっている。

			「これ、落ちたらどうなるんだろ……」

			「考えたくないわねー」

			　たまきと啓子さんが、そんな呑(のん)気(き)なことをいっている。

			「あとでウィンド・ウォークを重ねがけしておこう。さて……」

			　ついさっきまでぼくたちのいたあたりで、激しい連鎖爆発が起こる。

			「いまのうちだ。ルシア、プロミネンス・スネークを10倍、準備にかかって。発射は次の移動の直後」

			「はい」

			「シャ・ラウ、弾丸がきたらタイミングを合わせて逃げろ。横軸をずらすことを意識」

			『承った』

			　前衛組には出番がない。

			　さきほどの戦闘で、あのクラゲの化け物に関しては、近寄らずに魔法攻撃だけで仕留めるのが最上と知った。なら、わざわざ危険を冒す必要もない。

			　ルシアが魔力解放のタメをしている間、ぼくたちはフライング・ジェリーフィッシュの動きに目を凝らす。

			　巨大クラゲは、つかの間ぼくたちの姿を見失ったようだが……。

			　半透明の体内に存在する無数の赤い球体が、いっせいにぼくたちの方を向く。

			「気づかれた。来るぞ」

			　触手たちが射撃態勢をとり……発射。

			　その瞬間、シャ・ラウが加速した。腕がちぎれそうなＧが、瞬間的にかかる。ぼくたちは必死でそれを堪えて……。

			　急停止。

			「ルシアっ」

			「プロミネンス・スネーク」

			　巨大な炎の蛇が眼前に出現する。

			　燃える大蛇がフライング・ジェリーフィッシュを襲う。敵はその巨体ゆえか、動きが鈍く逃げることすらできず……。

			　衝(しよう)突(とつ)。すさまじい爆発が起こる。

			　そして、ぼくたちは白い部屋へ。

			　どうやら、無事に倒せたようである。

			　　

			◆　◆　◆

			　

			　レベルアップしたのは、アリスと啓子さんだ。

			　啓子さんがいうには、先ほどまではレベルアップするために必要な経験値がオーク49体分であったとのことで……。

			「つまりあのモンスター、最低でもレベル49ってことかよ……」

			「ん。強さ的には、ありえない相手じゃない。でも単純にレベルの問題だけじゃない気がする」

			　ミアの感覚に同意だった。なんかこう、フライング・ジェリーフィッシュは、なにかがこれまでの相手と違う気がする。

			　それは単に、強い、というだけではなくて……。

			「コズミックな感じ」

			「ミア、きみに同意することは非常にシャクだが、ぼくもそう思う」

			「あの、カズさん、コズミックってどういう意味なんでしょう」

			　どういう意味なんだろう。具体的に説明すると難しい。

			　まあ、いいんだそんなことは。

			「物理攻撃に耐性、魔法攻撃が弱点、って感じっぽい」

			「そうねー、ルシアちゃんの１発は、ちょっと過剰火力だったかもねー」

			「今回は、とにかく一撃でケリをつけたかったからね。次に出会ったら、もう少しいろいろ試してもいいかもしれない」

			　啓子さんは、あははと笑う。

			「会いたくないけどねー」

			　まったく同感だ。

			「ところで、ルシア。体調はだいじょうぶか」

			　ルシアは額に玉のような汗をかいているが、でもその程度ですんでいるのは幸いか。

			　だんだん後遺症も少なくなってきている気がする。今回は１発だけだし、魔力解放10倍を２連発した昨日よりだいぶレベルが上がってるからなあ。

			「問題ありません。今日なら、３発連続でもいけそうです」

			「それはとても頼もしい言葉だけど、本当に無理はやめて。逐一、ぼくに体調の報告を」

			「はい、カズ。あなたを不安がらせるような行為は慎みます」

			　ほんとうだろうねー？　とルシアの顔をしげしげと見る。

			　ルシアはきょとんとしていた。

			「うん、本当にだいじょうぶっぽいね」

			「カズは疑り深いですね……」

			「おうおう、昨日、あれだけ無茶した御方がなにかいっておられるぞ」

			　ミアが急にヘンな口調になって、ルシアをくさす。エルフの王女は、ちいさくうなずき、「それが仲間にどれほど迷惑をかけるか、いまならば理解しております」という。

			「うむ、愛いやつじゃ」

			　背伸びしてルシアの頭を撫(な)でようとするミア。あーちょっと背(せ)丈(たけ)が足りませんねー。

			　ルシアは、わざわざ少しかがんで、ミアに撫(な)でさせてやる。

			「よい心がけである。ついでに、耳も触らせるがよい」

			「心得ました」

			「あらあら、仲良しさんねー」

			　ときどき、ミアがこうして、さりげなく潤滑油になってくれているのはわかっているのだ。彼女は頭の回転が速いし、なにかと気が利く。周囲をよく見ている。

			　本人が調子に乗るから、意地でも褒(ほ)めないけど。

			「ええんか、ここがええんか」

			「あ、ちょっと、ミア」

			「カズっちはどうしてくれたんじゃ、おお、ここか、ここか？」

			「調子に乗るな」

			　首根っこをつかんで引きはがした。ルシアは顔を真っ赤にして、喘いでいる。

			　ミアは猫のマネをして「にゃーん」と鳴いた。

		

	
		
			[image: p227.jpg]
		

	
		
			「２度も同じごまかしかたをするな」

			「おなご同士の、ちょっとしたじゃれあいじゃよーっ。百合百合じゃよー」

			　ばたばた暴れるミアを、啓子さんの方にポイと投げた。

			「あらあらあらー」

			「ちょっとニンジャ的に折檻してくれませんか」

			「もー、わたしはそんなことしないわよー」

			　ちぇー、啓子さんのおしおきなら、ちょっとは懲りるかもしれないと思ったのに。

			　ミアは啓子さんの背中を盾にして、ぼくに対してあっかんべーをしている。

			「小学生かよ」

			「半年前までは」

			「わかった、わかった。ミア、きみが道化を演じてくれることには感謝してるよ」

			「お、おうっ、カズっちがデレた！　みなのもの、カズっちがデレたぞよっ！」

			「そうやって、ぼくの言葉にいちいちアレな反応するから、ぼくときみの仲が進展しない可能性について」

			「いまわりとガチでダメージがきたぞよ」

			　ミアが胸もとを押さえて、がっくりと膝から崩れおちる。

			　ついでに、なぜか流れ弾を喰らったっぽい啓子さんまで床に突っ伏す。

			「ううーっ、なんでわたし、肝心なところでユウくん相手におちゃらけちゃうのかしらー」

			　さめざめと泣き出してしまった。

			「おーい、なんでこんなことに」

			「カズさん、その女のひとを泣かせる趣味、よくないよ」

			「そうですよ。カズさん、もうちょっとみんなに優しくするべきです」

			　たまきとアリスに怒られた。

			　ぼくは必死で謝罪する羽目になる。

			「ええい、ミアめ」

			「ん。さすがにそれは逆恨み」

			「わかってるよ！」

			　ミアは無表情でぼくを見上げ、「いえーい」と親指を突き立てる。

			「カズっちがいつまでもデートしてくれないから、バチが当たる」

			「そんな暇がなかっただろ……。この白い部屋ならともかくさ」

			「ここでどれだけいっしょに過ごしても、記憶しか残らない」

			　うん、ミアのいいたいことはわかる。

			　この白い部屋は、虚構の存在に近いものだ。ここで過ごした時間は、夢に近い。

			　ここに引きこもっていれば、モンスターの脅威を感じることなくいつまでも平和に過ごせる。でもそれは逃げにすぎなくて……。

			「つーわけでカズっち。無理は頼まないから、約束」

			「なんだよ」

			「ほんの少しでも、次に時間が空いたら。いっしょに、ふたりきりで」

			　ぼくはアリスたちを見た。

			　アリスもたまきも、それからルシアまでも、うなずいていた。

			　こいつめ、あらかじめ話を通してあったな……。

			「根まわしの上手いやつめ」

			「コミュ能力といいたまえ。で、返事」

			「わかったよ。この戦いのあとででも……なんとか、時間をつくる」

			　ミアはあいかわらずの無表情ながらも、満足そうに「ん」とうなずいた。

			「絶対」

			「わかってるって」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「さて、この空間だけど……どうしたもんかなあ」

			　ひととおり空気を弛緩させたあと、本題に戻す。

			　重要なのは、この奇怪極まりない空間で、ぼくたちがどう行動すべきかだ。なにせ、まだロクに情報を得られていない。

			「誰かがアイソレーションを解けば、いいんじゃないかしらー」

			「ひとつの手なんですけどね」

			　渋谷の街が消えたのは、ぼくがアイソレーションをかけなおし、全員の思考ブロックが完(かん)璧(ぺき)になってしまったためで間違いないだろう。

			　ならば誰かの思考ブロックを解けば、敵はふたたび街をつくる……のか？

			　そもそもの話……。

			「敵……なのかな」

			「え、なにがですか、カズさん」

			「いや、さ。あの偽の渋谷をつくっていた存在って、ぼくたちにとって敵にあたる存在なのかな、って」

			　その存在が攻撃の意図をもって渋谷をつくったなら、ぼくたちはもっとすぐ攻撃されていたはずだ。

			　そもそも、いまのぼくたちは敵の腹の中にいるようなものである。生殺与奪の権利は、向こうにあるといっていい。

			「待ってよカズさん。じゃあ、なんでそいつらは、渋谷の街なんてつくったの」

			「それは……さっぱりわからない。ミア、適当な仮説でいい、なにかいってくれ」

			「正体不明の宇宙人が意味不明のことをしてきたら、たいていは相手にとって対話のつもり」

			　さすがは物語のパターンを把握しきったオタクである。それっぽいことを即答してきた。

			「理解できなくはない、わねー」

			　啓子さんは口もとに手をあて、小首をかしげる。

			「でもたぶん、ちょっとだけ違うわー」

			「ほう、義姉よ、そのこころは」

			「カンよー」

			　うわー、カンかー。

			　でもなあ、ほかのひとならともかく、啓子さんのカンだからなー。

			　正直、下手な論理より、彼女の第六感の方がよっぽどアテになりそうな気がしてならない。

		

	
		
			　

			第２０９話　テパトの寺院４

			　

			　さて、とぼくたちは改めて啓子さんに向きなおる。

			　啓子さんは、「あらー？」と小首をかしげた。

			「ひとつお聞きしていいですか。啓子さんがこの世界に来る前から魔法について知っていたかどうか、知りたいんです。知ってどうこう、って話じゃないんですけど……いろいろなことのサンプルとして、情報として認識しておきたい、というか」

			　ぼくはルシアと彼女の姉の言葉を伝えた。

			　啓子さんは「うーん」とおとがいに手を当て、白い部屋の天井を見上げる。ちょっと考え込んでいた。

			「そうねー、考えられるとしたら、合気道かしらー」

			「なんで啓子さんがその武術を合気道っていい張るのかも、聞いていいですか」

			「あらあらあらー、あれは合気道なのよー」

			　啓子さんは、ちょっと困った様子で笑う。

			　ぼくたちは笑えなかった。

			「仕方ないわねー」

			　こちらの様子に気づいて、啓子さんは肩をすくめてみせる。

			「ある程度のことは、ミアちゃんから聞いていると思うけどー。わたしは、ちょっと特殊な師父に合気道を習ったのー」

			「詳しいことは知りませんが、少しは聞きました。でも、わからないことだらけです。というか聞いたせいで余計、わからないことが多くなったというか」

			「師父はおっしゃったわー。わたしは魔のものに関わってしまう体質だから、身を守るためのちからが必要だってー」

			「魔のもの、ですか」

			　やっぱりそれって、ぼくたちがもといた世界でも、魔法のようなものがあったってことなのだろうか。

			　モンスターに類するものが存在したということなのだろうか。

			「魔、っていうのがなにかは、わたしもよくわからないわー。ただ、わたしが学んだ合気道は、それを祓うちからがあるそうよー」

			「その師父ってなにものなんですか……」

			「さー？　枯れたおじいちゃんだったわー。ちょっと前に、なにかを退治するって、中国に帰っちゃったのよー」

			　やっぱりその師父のひとが普通じゃないんだなあ。

			　でも、そのひとのおかげでいまの啓子さんがあって、そのおかげでぼくたちが助かっているのは事実で……。

			　この裏表のなさそうなひとが、それ以上の嘘をついているようには思えない。

			　しかし、退治するってなんだよ……。

			　その師父ってひと、マジで退魔ラノベなのかよ……。

			「聞きたいのは、それだけかしらー」

			「え、ええ。結局、もっとよくわからなくなったんですけど」

			「ん。謎(なぞ)が深まるばかり」

			　ぼくたちは顔を見合わせ、ため息をつく。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ひとまず啓子さんのことは棚上げするとして……。

			　最優先は、現状をどう打開するかという相談である。

			「やっぱり、もういちど思考ブロックを解除してみるべきじゃないだろうか。ぼくが試す分には、すぐにまたアイソレーションをかけられるし」

			　ぼくの意見に、アリスとたまきが「危険すぎる」と反対した。

			　啓子さんは、さっきもいっていた通り賛成。

			　ミアは思案のすえ……。

			「カズっち。いっそ、わたしのアイソレーションを解除しよう」

			「なにを狙っている？」

			「相手がカズっちの思考を読んだ結果は、さっきわかった。今度は別のひとで試すべき。その場合、一番カオスそうなのがわたし」

			「カオスそうって……おまえな」

			　自分で自分のことをよくわかっていらっしゃるな！

			　けどたしかに、こと判断力に関していえば、このなかでいちばん頼りになるのはミアな気がする。

			　ぼくは少し考えて、「よし」とうなずいた。

			「わかった、やってくれ。ただし、少しでも危険そうだったら……」

			「すぐまたアイソレーションをもらう」

			　ぼくたちはさらに作戦の詳(しよう)細(さい)を詰めた。何度か息抜きし、宴会もした。

			　ルシアは相変わらず、呆れるほどよく甘いものを食べた。

			　そして、アリスが溜まったスキルポイントで治(ち)療(りよう)魔法を８に上げ……。

			　もとの場所に戻る。

			　

			　アリス：レベル41　槍(そう)術(じゆつ)９／治(ち)療(りよう)魔法７[image: yajirusi_fmt.png]８　スキルポイント９[image: yajirusi_fmt.png]１

			　　啓子：レベル29　偵(てい)察(さつ)７／付(ふ)与(よ)５／運動２／肉体３　スキルポイント６

			　

			◆　◆　◆

			　

			　相変わらず、ぼくたちが浮いているのは漆黒の空間だ。モンスターの死体が変化した黄色い宝石が宙に浮いている。

			　アリスが手を伸ばして、その宝石をとった。

			「それじゃ、ミア。いくぞ」

			「初めてだから、痛くしないで」

			「ちょっとイラっときた」

			　ミアの額をぺたんと叩き、彼女にかかったアイソレーションを解除する。

			「これでミアに接触があれば……」

			「あった」

			　ミアが、呟(つぶや)く。そっと目を閉じて、うつむく。

			　って、ええ？　周囲の光景にはなんの変化もないけど……。

			「お、おい、ミア」

			「ちょっと待ってて」

			　ぼくは思わず、ミアの肩に触れようとする。

			　その手が宙を掴(つか)んだ。

			「え、ちょっ、まっ、ミアっ！」

			　ミアの身体が透けていく。

			　消えて……いっている、のか？

			「え、ミアちゃん？　ミアちゃんに触れないんですか？」

			「わわっ、どういうこと！」

			「あれー、ミアちゃんの身体が透明になっていくよー」

			　呑(のん)気(き)だな、啓子さん……。

			　って、そんなこといってる場合じゃない。どうする、どうすればいい。

			「ミア、返事をしろ！」

			「ん」

			　ミアが、億劫そうな態度で顔を上げる。ぼくを見て、ちいさくうなずく。

			　任せろと、そういっているかのようだった。

			　ぼくは彼女を信頼している。そうだ、このまま彼女にすべてを放り投げてしまえば……。

			「いや、ダメだ！」

			　とっさに決断を下す。

			　ぼくは、自分にかかったアイソレーションを解除した。

			　ふたたび消えゆくミアの身体に触れようとする。

			　触れた。ミアのやわらかい二の腕を掴(つか)むことができた。

			「ミアっ！」

			「ちょっ、カズっち……っ」

			　ミアが慌てる。自分ひとりで危険を背負いこもうとしたのだろう。

			　ふざけるな、そんなことさせるか。

			『主よ！』

			「シャ・ラウ！」

			　幻狼王が飛びついてこようとするも、彼の前脚はぼくの身体をすり抜ける。

			　アリスが、たまきが、ルシアが、そして啓子さんが慌てているが……。

			「だいじょうぶ」

			　ぼくはうなずく。

			「ミアとふたりで、なんとかしてくる」

			　そういった、次の瞬間。意識が暗転する。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　目が覚めると、ぼくは学校の山、育(いく)芸(げい)館(かん)の前に立っていた。

			　太陽は少し傾いていて、時刻は３時ごろか。

			　隣にいるのは、ミアひとりだけだ。そのミアは、いつもと違い、なんだか見るだに嬉しそうだった。

			　じっとぼくを見上げている。

			「どうした。不安か」

			「カズっち、馬鹿だなーと。実験にはわたしひとりで充分」

			「なにかあったとき、アイソレーション役がいた方がいい」

			　そう、ぼくがミアについてきたのは、最悪の場合でもふたりにアイソレーションをかければ事態を打開できると考えたからだ。

			「べ、別に、ミアがひとりじゃ寂(さび)しいだろうと思ったとか、そんなんじゃないんだからねっ」

			「ツンデレのマネとかもう流行らない。寒いだけ」

			「ぼくが悪かったよ……」

			　冗談がすべったときほど気まずいものはない。ぼくはごまかすように首を振り、周囲に目を向ける。

			　目の前の育(いく)芸(げい)館(かん)だが……。

			　建物のまわりにも、その手前の広場にも、戦いの跡はなにひとつ存在しなかった。

			　少なくとも目に見える限りは。

			「学校の山、育(いく)芸(げい)館(かん)、か」

			「そのコピー。たぶん」

			「確かめよう」

			　ぼくはミアの手を引き、育(いく)芸(げい)館(かん)の裏にまわる。

			　ここがぼくたちの知るあの場所なら……ひとりの少女の墓があるはずの場所に辿りつく。

			　そこには、なにもなかった。

			「やっぱり、か」

			　これで、ひとつはっきりした。

			　ここはやはり、ぼくたちの知る思い出の場所じゃない。

			　ぼくかミアの記憶からつくり出された虚構の世界だ。それも、オークがぼくたちの学校に襲ってくる前を再現したものである。

			　といっても、ぼくが育(いく)芸(げい)館(かん)に来たのはアリスといっしょのときが初めてだから……この記憶を構成しているのは、ミアなのだろうか。

			「ほっとした？」

			「どう、かな。ぼくにとって、オークの襲(しゆう)撃(げき)前の育(いく)芸(げい)館(かん)はまったく未知の場所だから」

			「つまり、ここがわたしの記憶でつくられた場所ってこと」

			　まあ、そうなんだろうな。

			「ひょっとして、学校の山全体が再構築されていたりするのかな」

			「かも、しれない。あの渋谷の街も結構おおきかったし」

			「ミアは高等部にも何度か来てたんだよな。ってことは、建物の位置はだいたい把握しているわけか。空を飛んでみれば、そのへんも確認できるかな」

			　ミアはゆっくりと首を振った。

			「それもいいけど、たぶん重要じゃない」

			「じゃあ、きみはなにを探す？　って、そういえばここにワープする前、目を閉じていたのは……」

			　ミアは無表情でぼくを見上げてきた。しばし、じーっと見つめあう。

			「まさか」

			「声が聞こえた。たぶん、心を探ってきた存在の、わたしを呼ぶ声」

		

	
		
			　

			第２１０話　ふたりきりの学校の山

			　

			　どこからか聞こえてくる、ミアを呼ぶ声。彼女は、その声が遠くてよく聞き取れないのだといった。

			「かぼそい囁き声。耳を澄ましても、なにいってるかわからない。でも間違いなく誰かの声。わたしになにかを伝えたがっていた」

			「それはこの遺跡、テパトの寺院の主、なのか？」

			「不明。でも」

			　ミアは裏口のドアを開けて、育(いく)芸(げい)館(かん)のなかに入っていった。

			　ぼくは慌てて彼女に続く。

			　通路は窓から差し込む明かりだけが照明で、少し薄暗かった。

			　ぼくたち以外に人影はない。ひとが居住した形跡もない。

			　でも埃が落ちているというわけではなかった。

			「生活感がなくて、当然。この世界は、さっき生まれたばかりのもの」

			　ミアはきょろきょろしているぼくをちらりと振り返り、淡々とそう宣言する。

			　なんだ……えらく落ち着いているな。

			　ちょっとだけ、いやな予感がする。

			「なにか気づいたことがあるのか」

			「たぶん、相手に悪意はない」

			「こんな空間をつくってテレポートさせたやつがか？　渋谷ではクラゲに襲われたんだぞ」

			　正面玄関前の大広間に出たミアは、２階への階段に足をかけたところで振り返り、ゆっくりと首を振った。

			「悪意がなくても、害を及ぼすものもいる。わたしたちが足もとのアリを気にしないように。たぶん、そういうこと」

			「それって普通に危ないってことじゃないのか」

			「相手には高い知性がある。わたしに接触しようとしている。わたしたちをちゃんと個として認識している。ありかたを理解している。いや、しようと努力している」

			　ミアは階段を登って、２階へ。ぼくは彼女を追いかける。

			「次は、もっと上手くぼくたちを殺しにかかってくるかもしれない」

			「相手がそのつもりなら、とっくに殺されてる。なにせ……」

			「こんな世界を一瞬でつくり出して、ぼくたちをそこにテレポートさせるようなやつなんだから、か」

			　ミアのいいたいことはわかる。

			　でも、だからといって警戒を解くわけにはいかない。

			　いまの彼女は、ちょっと無(む)謀(ぼう)すぎる気がする。

			「なにを焦っているんだよ」

			「相手の気が変わらないうちに、これが正しいと認めさせる」

			「いまのこの状態は、相手の気まぐれだっていうのか」

			　ミアは３階へ、さらに上へ。

			　ぼくは追いかける。

			　追いついたとき、彼女は屋上のドアを開けるところだった。

			　強い風が吹いた。

			　青空のもと、ひとりの少女が屋上の真ん中に立っている。

			　その姿かたちは、ミアそっくりだった。

			「わたしと似ている」

			「あ、ああ。あれは……ドッペルゲンガーかなにかか」

			「たぶん、違う。でも、いちおう」

			　ミアはナイフを取り出すと、己の指先にほんの少し傷をつくる。

			　赤い血がじわりと流れ出し、玉となる。

			　己にそっくりの少女に対して指先を突きつけた。

			　ミアそっくりの少女は、しばしきょとんとしたあと……。

			　己の右手を左手首にあてると。

			　すぱん、と手首を切った。

			　赤い血が、シャワーのように噴き出る。

			　大惨事である。

			「待って、ちょっと待って！　普通の人間はそれ死ぬから！」

			「ん。やばい」

			　ミアそっくりの少女が、「あっ」と声をあげた。

			　取れた手首を拾いあげ、慌てて繋ぎ合わせる。

			　血が、止まった。

			「ヨシ」

			「ぜんぜんヨシじゃない」

			　ミアが的確にツッコミを入れる。

			　彼女そっくりの少女はしばしうつむき、硬直したあと……。

			　ゆっくりと顔をあげ、ミアを見つめる。

			「お？」

			　ミアはそっくりさんに対して、小首をかしげてみせた。

			　そっくりさんは、ミアと鏡映しに小首をかしげる。

			「さっきのこと、なかったことにしようとしてる？　ま、いいか」

			　いいのか。

			　しかしこのそっくりさん、ミア並みにとぼけたヤツだな……。

			　なんか拍子抜けする。

			　ミアがゆっくりと、そっくりさんに近づく。手前で静止し、右手を差し出す。

			　そっくりさんは鏡映しになるよう左手を出して……。

			「お、おい、ちょっと危ないんじゃないか」

			「でも、やってみなくちゃ始まらない。どうせ相手の方が圧倒的優位な交(こう)渉(しよう)」

			「それは……そうだけどさ」

			　アルガーラフのときといい、ミアのクソ度胸には恐れ入る。

			　ぼくだったら、こんな大胆に行動することなどできないだろう。

			　まあ彼女のことだ、なんだかんだで毎回、ものごとを上手くまとめてしまうんだからなあ。そういうところを信用してはいるんだけども……。

			　ミアとそっくりさんの手が触れる。

			　そっくりさんが、まるでミアと重なるようにその身をよろけさせ……。

			「あ、失敗」

			　ミアが呟(つぶや)く。

			　次の瞬間、そっくりさんの全身がまるで雪のように溶け消えた。

			「お、おいっ」

			　いや、そうじゃない。目を瞠りつつ、ぼくはその光景を見る。

			　そっくりさんは、ミアの身体に吸収されたのだ。

			　ミアが、ふらりとよろける。

			「ミアっ！」

			　ぼくは慌てて駆けだす。倒れかけたミアの身体を抱く。

			　ミアはぼんやりとした目でぼくを見上げた。

			「ちょいミスった。しばらく、よろしく」

			「いったいどういう……」

			　ミアは返答せず、目をつぶる。

			　そのまま、息が浅くなり……。

			　彼女は寝入ってしまった。

			「いったいなにが起こっているんだよ……」

			　ぼくは周囲を見渡す。

			　屋上、足もとは先刻の手首切りのせいで血だらけ。その大量の血液が、あの出来事は夢ではなかったことをぼくに教えてくれはするが……。

			　あまりにも、理解できないことだらけだった。

			「頭が爆発しそうだ」

			　眩暈(めまい)を覚えつつ、ぼくはぐったりしたミアを背負って屋内に戻った。

			　畳敷きの適当な部屋を見つくろい、彼女を寝かせる。

			　幸いにして布団にはことかかなかった。っていうかここ、茶道部の部室だ。

			「まったく……なにがなんだか」

			　ぼくは眠り続けるミアを見下ろしながら、腕組みして唸った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ミアはなかなか起きてこなかった。

			　太陽が落ちても、まだ寝ていた。

			「長期戦の覚悟を決めるか……」

			　まだ召喚し維持したままだったグレイ・ウルフとシャ・ラウとのリンクを切り、そのあとふたたびシャ・ラウを召喚したのである。

			『主よ、これはどういうことだ』

			「うん、ええと」

			　ここに至るまでの状況を説明する。

			　そのあとシャ・ラウから、ぼくたちがいなくなったあとどうなったか話を聞いた。

			　ところが……。

			「ぼくとミアが消えてから、１秒も経っていなかった？」

			　ぼくがシャ･ラウとのリンクを切るまでに要した時間は、ほんのわずかであったという。

			「こっちと向こうで、時間の流れが違うのか」

			『そのようだ』

			「うーん。ここでゆっくりしていても、アリスたちに余計な心配をかけないで済むのは朗報、なのかなあ」

			　この世界は、ひょっとしたら白い部屋と似たようなものなのかもしれない。

			　だとすれば、この世界をつくったやつらって、いやこの遺跡のやつらって、白い部屋をつくり出した存在となにか関係があるのか。

			「いくら考えても仕方がないか」

			　シャ・ラウを見張りに残し、ミアの横に布団を敷いて眠りについた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌朝になっても、ミアの意識は戻らなかった。

			　ぼくは彼女を茶道部の部室に寝かせたまま、シャ・ラウを相棒として周囲を偵(てい)察(さつ)した。

			　この空間、やはり山の周囲しか再現されておらず、せいぜい数キロの範囲しか存在しない。

			　ぼくたち以外には、誰もいないようだった。

			　巨大クラゲの姿すらない。

			　時間を無駄にしても仕方がないので、専従契約の儀式を行った。

			　幸いにして専従契約の材料はリュックサックのなかに揃っていたのである。

			　すみれちゃんたちが手をまわしてくれたのだろう。

			　２体の使い魔と契約することに成功した。

			　とはいえ、彼らにいまできることはない。

			　ぼくはミアの目覚めを待ち続けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　３日目の朝。

			　ぼくが茶道部室に敷いた布団のなかで目を醒ますと、ミアが立ちあがってこちらを見下ろしていた。

			　じっと、じっと、ぼくを見ていた。

			「ミア……なのか」

			　彼女はゆっくりと首を横に傾ける。

			「たぶん？」

			「なんだよそれ」

			「いろいろ混ざり合っちゃったっぽい」

			　彼女はそういって、ぺたんと尻(しり)もちをつく。ぼくは半身を起こし、彼女と視線を合わせた。

			「詳しく教えてくれ」

			「ん」

			　ミアはうなずき、ゆっくりと話し出す。

		

	
		
			　

			第２１１話　混ざったミア

			　

			「相手の記憶が入ってきた。でもそれは、わたしにとってあまりに異質で、上手く理解できなかったところもたくさんある」

			　ミアは慎重に言葉を選びながら、語る。

			　ぼくのそばに座り、いつものようにぼんやりとぼくを見上げていながら……でもその姿には、どこか違和感がある。

			　いつもの彼女と違って、ひどく自信がない語り口なのだ。

			「わたしがわかったのは、彼らがここじゃない、どこか別の世界からきたこと。そして、彼らの一部が切り離されて、魔王と呼ばれるようになったこと」

			「魔王に……待て、彼らってのは、なんなんだ」

			「生物。知性体。でもわたしたちとはだいぶ違う命のありかた。……異質、としかいいようがない」

			「それは、ええと、ＳＡＮ値が減るような？」

			「カズっち……」

			　ミアが苦笑いする。

			「ゲームじゃないんだから」

			「今年度おまえがいうな大賞だよその言葉！」

			　ミアはくすりとする。

			　ちょっと、どきりとした。

			　あれ……なんだ、ミアがこう、なんかこう、ええとこう……。

			　素直にかわいい、だと？

			　ばかな。

			　おかしい。

			「彼らは邪悪じゃない。悪意もない。彼らは生きていて、わたしたちも生物で、お互いの出会いが摩擦を生むこともあるけど。でもそれは彼らにとって、わたしたちにとってほど致命的なことじゃなかった。だから、魔王は本質を理解しないまま、本能のままに歩み続ける」

			「ミア……」

			「保険はある。いや、あった。本来、彼らには変態機能が備わっている。互いが互いを理解するためには、共に歩み寄るしかないから、そのための機能。でも魔王は、それから切り離されてしまった。より正確には、魔王が置いていった。だから魔王の本来の指向性は、もはや変化できない。彼らはそれを知りながら、ただ待ち続けた。待つ以外になにもできなかった。ずっとずっと長い時が過ぎて、わたしたちが現れた。彼らは情報を望んだ。わたしは彼らを受け入れ、だから……いま、こうなっている」

			　ミアは微(ほほ)笑(え)む。はにかむような、素朴な笑顔。

			　おい……おい、どうしちまったんだ。

			「わたしのなかの彼らがいってる。魔王はもう、この世界にいない」

			「それって、どういうことだ」

			「消えた。ううん、旅立った。その証として、本来は存在しないはずの、６本目の楔(くさび)がこの大陸に打ち込まれた」

			　ぼくは息を呑む。

			　６本目の楔(くさび)、その名に心当たりがあったからだ。それは昨日、四天王の１体、黒翼の狂狼アルガーラフが語っていた言葉の一部なのである。

			「旅立ったって、どこへ」

			「別のところへ。この世界じゃない、どこかへ」

			　アルガーラフによれば、ぼくたちの学校の山に６本目の楔(くさび)が存在するという。

			「いつ」

			「５日前」

			「つまり、魔王がこの世界から旅立ったから、ぼくたちの山があそこに現れた？」

			「状況証拠から考えると、そうなる。となると、ザガーラズィナーがあそこにきた理由も……」

			「もしかして」

			　ぼくは、生(なま)唾(つば)を飲み込む。

			　まさか、という思いが脳裏をよぎる。

			「あいつは、ザガーラズィナーは、契約者たる魔王を追いかけて学校の山にきたのか？　魔王がいるはずの場所にぼくたちがいたから、排除しようとした？」

			「そう考えるのが自然。四天王は魔王と専従契約した存在。魔王が勝手にいっちゃったことを知って追いかけてきたと考えれば、あの状況にも合理的な説明がつく」

			「魔王が旅立った先の世界っていうのは」

			　いやな汗が出てくる。

			　ああ、そうだ、ぼくは想像してしまっている。

			　なんでぼくたちの山がこの世界のあそこに出現したのか、と考えればつまり……。

			「わたしたちと入れ替わりになったなら、魔王はわたしたちの世界にいった、と考えるのが妥当。でも、確証はない」

			「魔王……あれは、その、ぼくたちの世界で対処できる存在なのか」

			　ミアは首を振る。

			「わからない」

			「そ、そうか。そう、だよな」

			「でも、いくつか想像することは可能。たとえば、わたしたちが戦った空飛ぶクラゲ。あいつはやっぱり物理無効だった。彼らの守護者。魔王も同様の特性持ち」

			　物理無効。

			　魔法特攻。

			　フライング・ジェリーフィッシュの特徴は、たしかそんな感じだった。

			　そんな存在が、魔法のないぼくたちの世界に飛んだら……。

			「あ、でも、そうか。啓子さんの話が確かなら、ぼくたちの世界って必ずしもすべての魔法がない、とは限らないんだよな」

			　ミアはちいさくうなずく。

			「だから、わからない。なにひとつ、確信できることはない。わたしが彼らの伝えたいことをすべて理解できているかも……」

			「最悪を予想することはできるけど、それが真実とは限らない、ってことか」

			　最悪の予想。

			　それについてはいくらでも思い浮かぶけど……。

			「だから、カズっち」

			　ミアはそういって、ぼくに手を伸ばしてくる。

			　え、と思う間もなく、ぼくの身体は布団に押し倒されていた。

			　いま……ミア、きみはなにをした？　ぼくは目をぱちくりせる。

			　ミアがふわりと浮き上がったからだ。

			　風魔法を使ったかのような動きだけれど、ミアが魔法を使った形跡はない。

			　そしてミアは。

			　仰(あお)向(む)けに倒れたぼくの上に、ちょこんと乗っかった。

			　ぼくの四肢は、なぜか動かない。

			　ミアは、ぼくの唇にそっとキスをする。

			「しよう」

			「ちょっ、おまえ、前後の脈絡が……」

			「いいから」

			　ミアは、まっすぐにぼくを見つめてくる。

			　いつもとは、明らかに雰囲気が違った。

			　彼女の黒曜石の瞳(ひとみ)を覗き込んでいるうちに、強い眩暈(めまい)を覚える。

			　この感覚は……彼女は、ミアは、どうしてしまったのか。ぼくに馬乗りになっている彼女は、本当にミアなのか。

			　あ……身体が動くようになった。

			　ぼくはミアの手を握る。

			「乗っ取られたりしてないだろうな」

			「それは、だいじょうぶ」

			「きみは……これでいいのか」

			　ミアは「ん」とうなずく。

			「わたしが、こうしたいと望んだ」

			　もういちど、互いの唇を重ねた。

			　今度は舌が入ってくる。

			　甘い、痺れるような感覚が走る。全身に震えが走った。

			　でも、それとは逆に……ぼくの心は、なぜかとてもざわついている。

			「カズっち……」

			　ミアは少し寂(さび)しそうに笑う。

			「泣かないでよ」

			「おれは……そんな」

			　ミアの指が、そっとぼくの頬を撫(な)でる。

			　頬が濡れていることに、そのときはじめて、ぼくは気づく。

			　そうか、ぼくはいま、泣いているのか……。

			　なぜだ。

			　わからない。

			　３度目のキスをした。

			　ミアが、お願いをする。

			　ぼくはそれを受け入れた。

			　ぼくたちは、ひとつになった。何度も何度も、溶けあうように。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　疲れると、魔法で食事を出した。

			　それ以外の時間は、ずっとひとつでいた。

			　互いに、余計なことはなにひとつ口にしなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　数日が経った。

			　ぼくたちは飽きずに繋がっていた。

			　交わるたびに、なにかがぼくの身体に入っていくのがわかる。ぼくはミアから、それを受け取る。

			　日が経つごとに、ふたりの口数が減っていった。

			　語らなくてもお互いが理解できていく。

			　それには間もなく終わりが来るのだと、本能でそう悟っていた。

			　何日経ったのか。それとも何十日か。

			　あっという間に月日は過ぎてしまい……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ある日。

			　ミアはぼくから身を離したあと、汗だくで立ち上がる。

			　最近、ずっと見せていた微(ほほ)笑(え)みのまま、ぼくを見下ろす。

			「これで、終わり」

			「ミア……」

			「カズっち。これまで、ありがとう」

			　待て、ミア。

			　そんなことをいうな。

			　ぼくはそう叫びたいのを、ぐっとこらえる。

			「カズっちは、いま、ものすごいＭＰを抱えている。わかるよね」

			「あ、ああ」

			　そうか、これはＭＰだったのか。

			　ミアはぼくにこれを分け与えてくれていたのか。

			「いまのぼくには、本来の限界値の何倍も、ＭＰがあるのか。でも、これは……きみがわけてくれた、この空間のなかだけのものだろう」

			「うん。ここから出ていくと、ほどなくして消えるよ。１時間、くらいかな」

			　ミアはぼくに、ＭＰを分け与えた。

			　彼女とひとつになるたび、それは増えていった。いまのぼくは、ものすごいＭＰを持っている。

			　でもぼくに受け入れられるちから、本来の器なんてたかがしれている。

			　だからこれは、すぐに消えるもの。

			　なんの意味もないものだと、そう思っていた。

			「カズっち。わたしは、１回だけ彼らからちからを引き出せる。それを使って、カズっちをどこにでも連れていける」

			「どこにでも……」

			「ん。この世界の、どこにでも。ほかのひとたちは無理だけど、カズっちひとりだけなら」

			　はっとする。

			　ぼくは不意に、理解する。

			　ミアがぼくになにをさせたいのか、ぼくはなにをするべきなのか……。

			　ミアはやさしく笑う。

			　ぼくの手を取り、立ち上がらせる。

			　彼女のちからは思ったよりずっと強くて……たくましくさえ、思えた。

			「わかった」

			　ぼくはうなずく。

			　覚悟は、きまった。やるべきことは理解していた。

			　ミアが腹を据えたのだ。ならぼくだって。

			「学校の山へ」

			　ぼくは告げる。

			「ううん、ザガーラズィナーのもとへ。ほかの生徒と違って、ぼくにはこのＭＰをすべて、純粋なちからに変換する方法がある。ぼくがこれだけのＭＰを持っているいまなら、いまだけが、ザガーラズィナーを倒せるチャンスなんだ」

			「わかった」

			　ミアは、よろしいといわんばかりにうなずく。

			　それから、自分の裸のお腹をそっと撫(な)でる。
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			「おい、まさか」

			「欲しかった。最後に」

			　最後。

			　その意味を、ぼくはいま、うっすらと理解している。

			　引き止めるための言葉をいいかけて、それを飲み込んだ。

			　無理だとわかっていたからだ。

			　ただミアを困らせるだけだとわかっていたからだ。

			「きみは……これから、どうなるんだ」

			　ミアは少し沈黙したあと「もうちょい、変化する」といった。

			「変化……」

			「変態しないと、彼らにしっかり向き合えないから。それには時間がかかる。この空間の時間だけじゃなくて、この世界の時間でもちょびっとだけ長い時間が。そうしないと、いつまでも彼らとこの世界のひとたちは互いに不幸を起こし続ける」

			「でも、きみがそこまでやる理由は……」

			「違うよ、カズっち」

			　ミアは真顔になった。

			　ゆっくりと首を振る。まるで、大人が子供にルールを教え諭すように、断固と、そしてはっきりと。

			「わたしが、やりたいんだよ」

			「ミア！」

			「逃げるわけでも、犠(ぎ)牲(せい)になるわけでもない。これは前進。だから、お願い。笑ってさよならしよう」

			　そういって、ミアは。

			　いつも無表情だった少女は。

			　華が咲いたようなまぶしい笑顔を見せた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　服を着て、万全の準備を整える。

			　リュックサックを背負う。自分にたっぷりと付(ふ)与(よ)魔法をかける。

			　ミアからは、フライとウィンド・ウォークをもらった。

			　互いの腕時計を交換する。

			　ミアのそれは、やけにごつい、黒い腕時計だ。

			「防水機能もあるよ」

			　ミアは微(ほほ)笑(え)む。ぼくのは量販店で買った安物なのだけれど……ミアはそれを、大切そうに抱きしめた。

			「兄さんには、適当にいっといて」

			「殴られそうだな」

			「たぶん、だいじょぶ。でも、ごめん」

			「いいんだ。ちゃんと向き合うよ」

			　別れ際、ぼくはもういちどだけ、ミアとキスをする。

			「ん。また、いつか」

			「愛してる」

			「アリスちんと、たまきちんと、ルシアちんと、だよね」

			「ああ」

			　ミアは笑う。

			「嬉しい」

			「そうか」

			「じゃあ、いくよ」

			　ミアは目をつぶる。

			「カズっち。わたしも愛してるよ。ずっと」

			　その言葉を最後に、ぼくの意識は途絶える。

		

	
		
			　

			第２１２話　浮遊要塞の孤軍奮闘

			　

			　夕方、暮れなずむ森のなかに、ぼくは出現した。

			　学校の山の森ではない。その広葉樹林は、どいつもこいつもでかくて、樹齢１０００年クラスのものがたくさんある。

			　おそらくここは、浮遊要塞の森だ。

			　どうやら、ミアは気を利かせてくれたらしい。

			　いまのぼくのＭＰは、おおよそ１８００といったところだろう。普段の３倍以上で、ちょっと尋常じゃない量だ。

			　酔っ払ったように、頭がぼうっとする。

			　これを維持できるのはあと１時間程度にすぎない。

			　ぐずぐずしてはいられなかった。まだ敵に見つかっていない、いまのうちに準備だ。

			　ミアから貰った時計のタイマーを１時間にセットする。

			　タイマー、スタート。

			「サモン・ファミリア：天亀ナハン」

			　ぼくの前に、全長５メートルくらいはあるだろう巨大な亀が出現する。

			　甲(こう)羅(ら)の上に、ひとの上半身が乗っていた。亀の顔とは別に、人間に似た顔があるということだ。

			　人間の上半身は、浅黒い肌で白髪の老人だった。なぜか仙人のような中華風の服を着ている。

			　いま彼は、腕組みして瞑(めい)目(もく)していた。

			　そしてもうひとつ、甲(こう)羅(ら)から突き出た下の顔がこちらを向く。

			　ぎょろりとした黒い双(そう)眸(ぼう)がぼくを見て、お辞儀するように上下する。

			　ぼくの頭のなかに、しわがれた声が響いた。

			『主よ。求めに応じ、参上いたしましたぞ』

			　彼こそが、天(てん)亀(き)ナハン。

			　新たに専従契約を結んだ２体のうち、特に魔法を得意とする１体である。

			　ぼくは彼に付(ふ)与(よ)魔法をかけつつ、ここが敵地で、主要な敵がオーガであることを説明する。

			『ならば、わたくしの得意分野でありましょう』

			　よし、じゃあ始めようか。

			　ナハンが自分にフライをかけ、舞い上がる。

			　ぼくはそれに続いて飛翔する。

			　といっても、樹上には出ない。せっかく大木の遮(しや)蔽(へい)があるのだから、それはしっかり利用して索敵にひっかからないようにする。

			『こちらに』

			　天亀ナハンが少し左手に方向転換する。

			　彼は魔法で周囲の生物を探知することができるのだ。

			　この索敵魔法、ミアが使っていた風魔法のウィンド・サーチよりも優秀で、自然のなかじゃなくても使用可能であるとのこと。

			「敵の数は」

			『16。いずれもオーガと思われます。先制攻撃をかけてよろしいでしょうか』

			「やってくれ」

			　天亀ナハンは高度５メートルほどで静止した。

			　人間の方の口が動き、老人の声で呪文の詠唱が始まる。人間の身体の前方に、直径１メートルほどはあるだろう火球が、同時に８個も出現した。

			「はっ」

			　かけ声とともに、８個の火の玉が発射される。敵がいるという方向に、木々を避けて飛んでいき……。

			　彼方で爆発が起こる。

			『撃破８でございます』

			　ぼくの頭のなかに天亀の声が響く。

			　そして、ぼくは白い部屋に。レベルアップだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　たったひとりきりの、白い部屋。

			　ぼくは周囲を見渡し、ため息をつく。

			「考えていても仕方がないか」

			　パソコンの前に座り、確認。

			　レベルは１上昇し、50になっていた。よし、これで強化召喚を２にできる。

			　

			　　和久：レベル50　付(ふ)与(よ)魔法９／召喚魔法９　スキルポイント５[image: yajirusi_fmt.png]０

			　　　　　　　　　　強化召喚１[image: yajirusi_fmt.png]２（使い魔強化２、使い魔同調２）

			　

			　処理を終え、もとの場所に戻る。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　白い部屋から帰還したぼくは、次の呪文の詠唱を始めるよう、天亀ナハンに指示を出す。

			　残りのオーガはこちらに向かって走ってきているとのことだった。

			　半数以上を倒されたのに、勇敢なことである。

			　前に戦ったとき、メイジは逃げだすこともあった。

			　下級のオーガは、わりと最後まで踏ん張っていた。

			　雑(ざ)魚(こ)オーガは勇敢なのか、あるいは状況判断もできない馬鹿ばかりなのか。どっちにしても……。

			「こっちに来てくれるなら好都合だ」

			　オーガたちが姿を見せる。残った８体のなかにメイジはいないみたいだ。

			　彼らが走り寄る前に、天亀ナハンの魔法が完成する。

			　８個の火球が、残る８体のオーガを焼き殺した。

			　ぼくはふたたびレベルアップする。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　

			　　和久：レベル51　付(ふ)与(よ)魔法９／召喚魔法９　スキルポイント２

			　　　　　　　　　　強化召喚２（使い魔強化２、使い魔同調２）

			　

			　すぐ白い部屋を出た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　いちどナハンを送(そう)還(かん)し、またすぐ強化召喚２で召喚した。

			　実質ランク８相当になったから、使える魔法も増えたことだろう。

			　ついでに残る２体の使い魔も召喚する。

			　おなじみの幻狼王シャ・ラウ。

			　そして専従契約した最後の１体、征龍王カナーグだ。

			　カナーグはとぐろを巻いた巨大な蛇で、東洋の竜を思わせる外見をしていた。

			　胴体部分の太さはぼくをやすやすと丸呑みできそうなほどで、身体をまっすぐに伸ばせば全長10メートルをゆうに超えるだろう。

			　前脚は腕のようにひょろりと伸び、鋭い鉤爪が見える。口には鋭い牙を生やし、鋭い眼光でぼくを見下ろす。

			　カナーグが使える魔法は、たったのふたつ。自分専用の飛行魔法と自分専用のデバフ解除魔法である。

			　そのかわり、直接的な戦闘力は随一であるという。

			　口から酸のブレスを吐くこともできる。

			　こと前線に立ち暴れることにかけては、シャ・ラウよりも優秀なのだ。専従契約のあとに３体で何度か模擬戦をしてもらったところ、接近戦ではカナーグの圧勝であった。

			　ただし、シャ・ラウには電撃的な移動魔法がある。

			　これと攻撃魔法を用いてのヒット・アンド・アウェイ戦法を繰り返せばほぼ互角か。完全にシャ･ラウが逃げながらの魔法戦を始めると、スピードで負けるカナーグに勝ち目はない。

			　ナハンは完全に魔法特化で、前衛がいなければすぐ接近され、カナーグやシャ・ラウに手も足も出ない。ただしパラディンなどの壁役をつけてあげれば、この２体を相手になかなかの戦いをすることができる。

			　ぼくが専従契約した３体は、それぞれ特徴的で、ぼくがうまく使いこなしてやる必要があった。召喚者の腕の見せどころである。

			　さて現在、空飛ぶ島の森のなか。

			　オーガは10から20のグループをつくり、あちこちを徘(はい)徊(かい)しているようだ。

			　これをなるべく刈り取りつつ、ナハンの索敵魔法でザガーラズィナーを探さねばならない。

			　付(ふ)与(よ)魔法を手早くかけ、移動を開始する。

			　敵はぼくたちの存在に気づかず、いいように狩られていった。

			　ナハンの魔法で爆撃し、カナーグとシャ・ラウが突撃するだけで、メイジまでなら楽勝である。キャプテンも、カナーグの前には３撃と耐えることができない。

			　カナーグが青い肌のオーガ、キャプテン・オーガを見つけて飛びかかる。

			　前脚がゴムのように伸長し、その鋭い鉤爪がオーガの肌を切り裂く。さらに太い牙が首筋にかみつき、肉をえぐり取る。

			　断末魔の悲鳴をあげて、キャプテン・オーガが倒れ伏す。

			「付(ふ)与(よ)魔法がかかったカナーグって、実力だけならランク９に迫るんじゃないか」

			　これはなんとも、頼もしい。またたく間にふたつの集団を撃破し、オーガ21体、メイジ・オーガ３体、キャプテン１体を倒した。

			　ぼくのレベルは３つ上昇し、54となる。

			　

			　　和久：レベル54　付(ふ)与(よ)魔法９／召喚魔法９　スキルポイント８[image: yajirusi_fmt.png]３

			　　　　　　　　　　強化召喚２[image: yajirusi_fmt.png]３（使い魔強化３、使い魔同調３）

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そして、やがてそれが来る。

			　これまでの雑(ざ)魚(こ)ではなく、予期されていた刺客の登場だ。

			『主よ、巨大なものが近づいてくる』

			「ドワグ・アグナムか」

			　ぼくがそういった次の瞬間、近くの木々を破砕して、４足歩行の恐竜型のモンスターが姿を現す。

			　全長10メートルを超える、爬虫類のような鱗(うろこ)を持った生物だ。キリンのように長い首を振り乱し、ぼくたちに突進してくる。

			『われが相手となろう』

			　征龍王カナーグが正面に立ちはだかる。無数の触手がドワグ・アグナムの全身から伸びてくるも……。

			『目ざわりである』

			　征龍王カナーグが口をおおきく開き、酸のブレスを放つ。

			　触手群は強酸の濁流に突っ込むかたちとなり、ジュッと燃え上がる。

			　ドワグ・アグナムは騒々しく悲鳴をあげた。

			『ナハンよ』

			『承知いたしました』

			　抜群のコンビネーションで、天亀ナハンの呪文の詠唱が完了する。

			　炎の槍(やり)がドワグ・アグナムの分厚い鱗(うろこ)を貫(つらぬ)き、青い血がほとばしる。

			『参るぞ、主よ』

			　幻狼王シャ・ラウが吶喊する。

			　電光のごとき速度で体当たりし、その巨体をゆるがせ……。

			『あとは任せるがよい』

			　カナーグが、その身をバネにして、弾け飛ぶように突進した。

			　鋭い牙で、ドワグ・アグナムの長い首にかじりつく。さらにその前脚が急所であろう両目を抉る。

			　かつてはあれほどしぶとかった爬虫類型モンスターが、絶叫をあげ、あっさりと地面に倒れ伏す。

			　地面が揺れて土煙があがった。

			　レベルアップだ。

		

	
		
			　

			第２１３話　決戦、ザガーラズィナー

			　

			　たったひとりの白い部屋で、ぼくは淡々とＰＣの席につく。

			　いくつかＱ＆Ａしたあと、レベルアップ作業を終える。

			　スキルポイントが５になったので強化召喚を４にし、使い魔強化を４に。残りひとつは少し迷ったすえ、使い魔維持魔力減少を１に。

			　もとの場所に戻る。

			　

			　　和久：レベル55　付(ふ)与(よ)魔法９／召喚魔法９　スキルポイント５[image: yajirusi_fmt.png]０

			　　　　　　　　　　強化召喚３[image: yajirusi_fmt.png]４（使い魔強化４、使い魔同調３、使い魔維持魔力減少１）

			　

			◆　◆　◆

			　

			　周囲の木々が派手になぎ倒された森のなか。

			　ぼくは３体すべてにディポテーションをかけ、送(そう)還(かん)する。

			　使い魔強化４で再召喚した。維持ＭＰは４割増しだが、いまはそんなデメリットも問題にならない。

			　それよりも、急がなくてはいけない。

			　ドワグ・アグナムとの戦いで派手に騒いだ。おそらくあいつは、すでにこちらの存在に気づいている。

			　ここのボスである四天王の一角、ザガーラズィナー。

			　かつてぼくたちのパーティが総がかりでも、手も足も出なかったとびきりの怪物。ランク９のたまきですら時間稼ぎが精いっぱいだった、あいつを……。

			　ぼくはこれから、ぼく自身と使い魔のちからだけで倒す。

			　ミアと、そう誓った。

			　そのために、ここに来た。

			　相手が向こうから来てくれるなら好都合だ。

			　ちらりと腕時計を見る。ワープしてから、すでに30分近くが過ぎていた。

			　あと30分ほどで、ミアがくれたこのブーストは切れてしまう。

			　とびきりに強化されたいまを逃せば、ぼくひとりで勝つチャンスはない。

			　アリスやたまきやルシアの助力があっても、たぶん無理だろう。

			　使い魔たちに手早く付(ふ)与(よ)魔法をかける。

			　キーン・ウェポン、フィジカル・アップ、マイティ・アーム、クリア・マインド、スマート・オペレイション、そしてヘイスト。

			　アイソレーションは使用しない。

			　これは賭けだ。ザガーラズィナーは脳筋、魔法攻撃や精神攻撃などしてこないと割り切って、戦術を定める。

			　いちどの交戦で、やつの性格はだいたい把握したつもりだ。

			　戦闘狂。

			　ひょっとしたら、部下も連れずやってくるかもしれない。

			　いや、間違いなく部下とか置いて走って来るよな……。

			　そもそもやつの部下でこの戦いについてこられるのは、ドワグ・アグナム程度だろう。あの戦闘馬鹿は、触手恐竜といっしょに戦えるような感じでもない。

			　と、思ったら。

			『主よ、高速で接近してくる者が』

			　天亀ナハンが告げる。

			　来たな。

			　ぼくは前回の戦いを経験したシャ・ラウとうなずきあう。

			「随伴は」

			『単独の模様』

			「予想通り、か。カナーグとシャ・ラウは前に出て。ナハンは少し下がって、適(てき)宜(ぎ)援護を」

			　先にヘイストをかけておいたのは正解だった。

			　どのみち、この戦闘は短時間で終わる。

			　ゆえに、これもいま行使する。

			「最初から全力でいこう。ナハン、カナーグ、シャ・ラウ」

			　心のなかでそのスキルを使用する。

			　使い魔覚醒。

			　３体の使い魔は、全身から赤黒い輝きを放ち、おのおの咆(ほう)哮(こう)をあげる。

			　沸(わ)き立つちからを抑えきれないのだ。

			　ぼくの有り余るＭＰの大半を捧げたのだ、当然だろう。

			　ランク９の使い魔を召喚、維持する費用が81。使い魔強化４と使い魔維持魔力減少１を乗せて１０２。これが基礎倍率となるのだが……。

			　さきほどＱ＆Ａで、使い魔覚醒の最大倍率を訊ねてみた。

			　使い魔覚醒はＭＰを余分に使って使い魔の本来のちからを引き出すスキルにすぎない。ゆえに初期状態が限界のパラディンなどに使ってもなんの意味もないわけで……。

			　天亀ナハン、征龍王カナーグ、幻狼王シャ・ラウ。この３体の限界はどれほどなのか。

			　返答は、「使い魔強化４を付(ふ)与(よ)した時点で使い魔覚醒を使用する場合、３倍まで」であった。

			　ただし、これはほぼ限界に近いため、使用するＭＰほどの効果は得られないとのこと。

			　いろいろ聞きかたを変えてみた結果、「使い魔強化５を付(ふ)与(よ)した時点で使い魔覚醒を使用する場合、２倍まで」という言葉を引き出せた。

			　使い魔強化では、おおよそランク０・５分ずつ能力が上昇する。つまり、この３体の限界は、アリスやたまきのランクに換算すると11・５なのだろう。

			　めちゃくちゃ強い。

			　強いんだけど、でも、きっと彼ら単体ではザガーラズィナーに敵わないだろう、というのもまたわかっている。

			　あれの戦闘力は、本当に規格外だった。

			　こちらが、そのめちゃくちゃ強い状態になってようやくわずかな勝機を掴(つか)めるだろうほどに。

			　１０２の３倍、３０６を３体それぞれに注ぎ込む。

			　もともとの維持費もあるから、使い魔に消費しているＭＰは１２２４。最初は１８００と膨大だったぼくのＭＰも、残り５００を切るほどの数字だ。

			　いまの使い魔たちは一騎当千。１体でアリスやたまきたちをも瞬殺できるに違いない戦闘力である。

			　これで、あいつに届くだろうか。

			　いや、届くと信じるしかない。首を振って、後ろ向きな考えを頭から追い出す。

			　そして。

			　やつが来た。

			　茂みを割り、黒い巨大ななにかが飛びだしてくる。それはまるで弾丸のように、ぼくめがけて飛んできて……。

			『させぬわ』

			　その進路に、カナーグが割り込む。

			　細長い竜が黒い影と衝(しよう)突(とつ)する。

			　衝撃で、ぱん、と空気が弾けた。

			　カナーグは吹き飛ばされて、くるくる宙を舞う。

			　征龍王ですら、やつは止められないのか。

			　でも……まだだ。

			『次はわれだ！』

			　黒い影に、カナーグの背後からシャ・ラウが飛びかかる。幻狼王はその肩に噛みついた。その牙が深く肉に食い込む。

			「ぐ……おっ」

			　突進してきた影が、呻(うめ)き声をあげる。

			　おそらくは、カナーグが勢いをおおきく削いだからこそだろう。黒い巨人が立ち止まる。

			　それは見間違えようもなく、あの漆黒のオーガであった。

			　ザガーラズィナー。

			　相変わらず素手の鬼将が、ぼくを見据えてにやりとする。

			「小僧か。昨日の朝から、よくもまあ成長したものだ」

			「逃げるなよ、四天王。お前の首を狩りにきた」

			「面白い、やってみろ！」

			　ザガーラズィナーは、呵々と笑ってシャ・ラウの頭部をわし掴(つか)みにする。

			　肩から引きはがして、大狼を投げ捨てた。牙が巨人の肉を引きちぎり、青い血が噴き出る。

			　それをものともせず、漆黒のオーガは１歩、前進し……。

			　そこに、天亀ナハンの放った炎の蛇が直撃する。

			　鬼将は火達磨となる。

			『やったか！』

			　カナーグが叫ぶ。あ、それフラグ……。

			　ザガーラズィナーが咆(ほう)哮(こう)する。

			　ぼくは思わず、立ちすくんでしまった。衝(しよう)撃(げき)波(は)によって、飛びかかろうとしていた征龍王カナーグと幻狼王シャ・ラウが吹き飛ばされる。

			　ザガーラズィナーが地面を蹴って距離を詰めてくる。燃える身体をそのままに、ぼくめがけて一直線だ。

			　そうくると、思っていた。

			「トランスポジション」

			　ぼくは征龍王カナーグと身体の位置を入れ替える。吹き飛ばされていたカナーグは蛇状の全身をくねらせて上手く体勢を整え、ザガーラズィナーの突撃を迎え討つ。

			　両者がふたたび激突する。

			　すさまじい衝撃で、周囲の木々が破砕され、地面が抉れる。

			　土砂が舞った。10メートル以上にわたり、赤土の露出する荒れ地が出現する。

			「シャ・ラウ！」

			『主よ！』

			　ぼくとシャ・ラウは、阿吽の呼吸で動く。大狼は空中のぼくを口にくわえると、天亀ナハンの方に放り投げた。

			　そのあと本人はＵターンして、ザガーラズィナーのもとへ駆けていく。

			　そして。

			　シャ・ラウに飛ばされたぼくは、そのときすでに、身体から意識を手放していた。

			　ぼくの意識は、シャ・ラウとシンクロする。幻狼王と触れ合ったその一瞬で、使い魔同調を発動させたのだ。

			　いま、ぼくと幻狼王シャ・ラウはひとつになっている。

			　ぼくの肉体は、天亀ナハンが捕まえてくれるだろう。安心してシャ・ラウと共に戦うことに専念できるのだ。

			　いまぼくの使い魔同調は３になっている。これを発動すると使い魔のもともとの維持ＭＰが倍になるから、３倍の使い魔覚醒を使用した状態では追加で４０８のＭＰを消費する。

			　残ったＭＰのほぼすべてだが……。

			　ぼくはここに賭ける。

			　ぼくとシャ・ラウ、ひとりと１体のちからを合わせることにすべてを賭ける。

			　ザガーラズィナーの姿が目前まで迫った。

			　使い魔同調が３まで上昇すると、一体化するだけでなく、この使い魔の身体を通じてぼくの魔法を発動することまでできるようになる。そしてもちろん、ぼくの魔法で接近戦において強力なものといえば……。

			「アクセル」

			　ぼくとシャ・ラウの意識が加速した。

			　こちらをちらりと見たザガーラズィナーが、左手を伸ばしてくる。だがシャ・ラウは素早く身をひねり、その手をかわして懐に飛び込んだ。

			　鋭い爪が、鬼将の左目を抉る。

			　シャ・ラウはそのまま駆け抜けた。

			　感覚がもとに戻り……。

			　耳を聾(ろう)する絶叫があがる。

			　振り向けば、青い鮮血がザガーラズィナーの顔を濡らしていた。

			　巨人は狂ったように暴れる。

			　征龍王カナーグが吹き飛ばされて、近くの大木に叩きつけられた。太い木が真ん中でへし折れる。

			「やってくれたな、人間！」

			　左手で潰れた目を押さえ、鬼将はこちらを振り返る。

			　右手を軽く振る。

			　すると、そこに……巨大な、ザガーラズィナーの身の丈よりおおきい斧が出現した。

			「おれに武器を抜かせるとは」

			　ようやく本気になってくれたか……。

			　さて、これからが本番だ。

		

	
		
			　

			第２１４話　鬼将の本気

			　

			　鬼将ザガーラズィナーは巨大な斧を振りまわし、こちらを威(い)嚇(かく)する。

			　ついで、呪文の詠唱を始めた。

			「やっぱり呪文も使うのか」

			　前回は霧になって接近してきたから、そういう特殊能力か呪文を持っていることはわかっていたけどね。

			　いま空中から武器を呼び出したのも、そうだし。

			　プラスして戦闘中に役立つ魔法まであるとなると……。

			　むしろこれまで、ぼくたちはどれだけ手を抜かれていたのか。

			　手を抜かれていてなお、苦戦してたわけだけど……。

			　そんなやつが、本気になった。

			　でも臆(おく)してはいられない。

			　この戦いは不退転、ぼくが勝つか、死ぬか、ふたつにひとつなのだから。

			　強い決意で命令する。

			「突っ込むぞ、シャ・ラウ」

			『うむ』

			　ぼくの意識を乗せたシャ・ラウが空中を駆けだす。

			　一直線にザガーラズィナーに突っ込む。

			　天亀ナハンが横から放った炎の蛇が鬼将に直撃するも、爆炎のなかから現れた鬼将は無傷に近い。

			「これで、おれに炎はきかぬ」

			　こいつ……いまの呪文は火レジだったか！

			『ならば牙で噛み殺すまで！』

			　シャ・ラウとカナーグで前後から挟撃する。ほぼ同時の突進に対し、ザガーラズィナーは右手１本で大斧を操り、まずカナーグを迎撃する。

			　征龍王カナーグはその鋭い一撃を紙一重でかわすも、突進の勢いが止まってしまった。

			　だがその間に、幻狼王シャ・ラウが斧の間合いの内側に肉薄している。

			　ここだ！

			「アクセル」

			　ふたたび、ぼくと幻狼王の意識が加速する。

			　シャ・ラウは鋭い牙でオーガの脇腹を狙い……。

			　だがそのとき、すでにザガーラズィナーの左手がこちらに突き出されていた。

			「あ……ま……い……っ」

			　スローモーションのなか、鬼将の口がそう動く。

			　嫌な予感がしたものの、意識加速中では命令を出す暇がない。

			　でも……っ！

			　ぼくは強引にシャ・ラウの身体を奪い、その身を横に飛ばす。

			　直後、ザガーラズィナーの左手に虹色で扇状の薄幕が生まれた。ぼくがよく知るあの魔法が発動したのだ。

			　幸いにして、それはシャ・ラウに触れることなく消える。

			　ギリギリのところで避けられたのだ。

			　意識の加速が終了した。

			「リフレクションかよっ！」

			「よくぞ避けた。褒(ほ)めてやろう」

			　やばい。やばすぎる。こいつ、こっちの切り札のひとつであるリフレクションすら我がものにしてるのかよ！

			　追い討ちで斧の斬(ざん)撃(げき)が来る。

			　シャ・ラウは瞬間的に雷となり、鬼将の背後に飛んでその一撃を避けた。

			　一瞬の隙を突いてカナーグが飛びこむも、ザガーラズィナーは大斧を自在に操り、カナーグの前脚の爪を斧の柄で受け止める。

			「余興だ。おれの魔法、もうひとつ見せてやろう」

			　鬼将が、短く呪文を詠唱する。

			　すると大斧の刃が白くまばゆく輝きだした。急速に周囲の温度が下がる。

			「氷の刃だ」

			　鬼将が大斧を縦に振るう。カナーグは紙一重でそれを避けるが、衝(しよう)撃(げき)波(は)で遠くに吹き飛ばされる。

			　魔法の冷気をまとった斧が、地面に叩きつけられた。

			　まるで焼いたナイフでバターを斬るがごとく、すっと刃が土に埋まり……。

			　地面に無数の亀裂が走る。

			　一瞬ののち、地面がぱっくりと割れた。

			「な……っ」

			　大地が、無数の破片となって落下していく。

			　ザガーラズィナーの一刀が、浮遊要塞の岩盤を微塵に破砕したのだった。

			　鬼将は、高笑いしながら森に落ちていく。

			「なにやっているんだよ！　ここはおまえの城だろう！」

			「面白い、面白いぞ！　おまえたちが相手なら、存分にちからを振るえる」

			「狂ってるのか！」

			　哄(こう)笑(しよう)。

			　狂気の笑いだ。

			　戦いの空気に酔ったのか、それともこれが本性なのか。

			　ぼくたちが呆然とするなか、ザガーラズィナーは浮遊要塞の下にある森に落下する。

			　その身が地面に叩きつけられる。

			　激しい土煙があがった。

			　とはいえ、この程度でやつが死ぬはずもない。直後、土煙のなかから黒い影が飛びだしてくる。

			「フライか！」

			　まあ、飛行手段くらいあって当然だけどさ！

			　一瞬で数十メートルの高さまで飛びあがったザガーラズィナーが、高度を下げつつ様子を見ていたカナーグに対して斧を振るう。

			　だが征龍王もさるもの、この突然の攻撃にもよく対応し、右前脚の爪で受け止め……。

			　カナーグの爪が、すぱっと断ち切られる。

			　青い血しぶきが舞う。細長い竜は吹き飛ばされ、怒りの唸り声をあげた。

			「まだだっ！　熱く！　もっとおれを熱くしろ！」

			　ザガーラズィナーは、体勢不十分のカナーグを追撃するのだが……。

			「トランスポジション」

			　ぼくはシャ・ラウを通じて位置転換魔法を行使する。征龍王カナーグと幻狼王シャ・ラウの位置が入れ替わった。

			　これを予期していたシャ・ラウは、ザガーラズィナーの突撃を間一髪、回避する。

			　こちらと鬼将の距離が離れたその刹那で、天亀ナハンが光のビームを放った。ビームはまっすぐザガーラズィナーに向かうのだが……。

			「リフレクション」

			　ザガーラズィナーが、攻撃を撥ね返す。天亀ナハンは、慌てて結界を張り、己の身と動けないぼくの身体を守らねばならなかった。

			「軌道が単純だ」

			　くそっ、ナハンにはぼくの身体を守るという役割もある。これでは思いきった攻撃に出られない。

			　攻め手がひとつ減るのはきついが……。

			「ナハン、離れて待機していてくれ」

			『いたしかたありますまい。ご武運を』

			「ああ。周囲の警戒を頼む」

			　ぼくがナハンと連絡をとりあう間も、カナーグとシャ・ラウは高度を落としながらザガーラズィナーと戦い続ける。

			　ふと仰(あお)ぎみれば、浮遊要塞は山の上空から外れ、ゆっくりと落下しつつあった。

			　おい、まさかこいつ、自分の居城を再建不能なまでにぶっこわしたのかよ。

			　それだけ、猛っているってことか。ぼくたちとの戦いに真剣なのか。

			　なんなんだよ、こいつは！

			「喜ばしい！」

			　空中で２体を相手に斬り結びつつ、ザガーラズィナーは叫ぶ。

			「この地に降り立って、もっとも楽しい宴だ！」

			　こっちは必死だっていうのに、こいつにとっては遊びなのか。

			　いや……そういうことじゃないのかもしれない。

			　こいつにとっては、戦うことそのものが遊戯なのだ。

			　あまりにも隔絶した強さを持つ戦闘狂。

			　それこそが鬼将ザガーラズィナーの本質なのである。

			　これまでは、その強さを発揮できる相手が存在しなかった。そこに現れたのがぼくと、ぼくの使い魔だ。

			　こっちにその気がなくとも、そんなことは彼にとってどうでもいいに違いない。

			　彼はただ、全力で戦えることが嬉しいのだ。

			　迷惑極まりないことだが、それならそれで、懸念がひとつ減る。

			　それは、敵が不利を悟って逃げ腰になる心配が少ないということ。なにせ鬼将は、片目を失いあちこち傷を負ったまま、高笑いしながら戦い続けているのだから。

			　小細工なしの真っ向勝負だ。

			　ヘイストの赤い輝きをまとい、ぼくたちとザガーラズィナーは何度もぶつかりあう。

			　空中で、そして森のなかに突っ込み地上に降り立って、余波で周囲に破壊をまき散らしながら戦い続ける。

			　ザガーラズィナーの哄(こう)笑(しよう)が森に響く。

			『いつまでも勝手はさせぬ！』

			　シャ・ラウが無数の雷撃を放つ。

			　それぞれ別の軌道を描き、ホーミングしながら鬼将を襲った。限界を突破して使えるようになった魔法のひとつだろう。

			『これならば、リフレクションしても意味はない』

			　彼の言葉の通り、１発、２発は防げても、これらすべてを反射させることは不可能である。

			　だがザガーラズィナーは……。

			「ぬるい」

			　まるでそれを予期していたかのように、雷撃の発射とほぼ同時に斧で地面を薙(な)いでいた。

			　吹き上がる土砂が、雷の目標への到達を阻害する。土砂にぶつかった雷が弾け、無数の紫電が走った。オゾンの匂いが立ち込める。

			『来るぞ、主』

			「アクセル」

			　ぼくはとっさに意識を加速させた。

			　予想通り、土砂煙の壁を破って漆黒の巨人が突進してくる。距離を取る手もあったが……。

			　これはチャンスでもある。

			「突っ込め！」

			『応よ！』

			　シャ・ラウは雷となって宙を蹴り、前に出る。ザガーラズィナーとのすれ違いざま、前脚の爪で一撃を入れる。

			　今度の獲物は、右耳だ。

			　耳ひとつ、そぎ取ってみせた。

			　意識の加速が消える。

			「素晴らしい闘争だ！　そうは思わぬか！」

			　青い血を流しながら、鬼将はなお哄(こう)笑(しよう)する。

			　とても愉快そうに笑いながら、反撃に転じた。

			　離れた場所から大斧を振るう。それは氷の刃となって縦に広がり、数十倍の巨大な鎌となってシャ・ラウを襲った。

			　ちょうど着地したばかりだったシャ・ラウは、その攻撃をまともに食らい、吹き飛ばされてしまう。

			　鈍い衝撃。

			　ぼくのリフレクションを入れようにも、ちょうどアクセルが切れたところである。完全に、動きが止まるタイミングを狙われていた。

			『ぬ……ぐうっ』

			　シャ・ラウの巨体が宙を舞う。一体化しているぼくも、身を引き裂かれる苦痛に悲鳴をあげる。
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			　幻狼王はとっさに治(ち)療(りよう)魔法を使用するが……彼のこれは、リジェネレーションだ、完全に回復するには時間がかかろう。

			　ぼくは使い魔専用の回復魔法を持っている。それを何度か使い、リジェネレーションと共に時間をかけて回復……。

			　いや、ダメだ、そんな悠長なことをしている余裕はない。ザガーラズィナーを相手に持久戦を挑むなど自殺行為である。

			　そんな暇があったら、少しでも打撃を与えていかなければ。

			　なんとか反撃を……と思ったところで。

			　鬼将の苦痛に呻(うめ)く声が響く。慌てて下を見れば、征龍王カナーグがザガーラズィナーに組みついていた。その身を縄のようにして巨体に巻きつき、締め上げている。

			　龍の鋭い牙が、大斧を握る右手を刺し貫(つらぬ)く。漆黒のオーガは、思わず斧を取り落とした。

			「やってくれる！」

			　ザガーラズィナーはカナーグの頭をそのおおきな左手でわし掴(つか)みし……。

			　ごりっ、とこちらまで聞こえる、いやな音がした。

			　カナーグの絶叫が響き渡る。

			「カナーグ！」

			『無駄だ、主』

			　体勢を立て直しつつ、シャ・ラウがいう。

			　ほぼ同時に。

			　征龍王カナーグの頭が、トマトのように潰れた。

			『致(ち)命(めい)傷(しよう)だ』

		

	
		
			　

			第２１５話　さよなら

			　

			　専従契約した使い魔が殺された場合、召喚者は、２度と同じ使い魔を召喚することができない。

			　実質的な死別である。専従契約は強力だが、使い魔を投入する際はそれを覚悟して運用する必要がある。

			　征龍王カナーグが、死んだ。

			　ぼくは２度と、この使い魔を召喚できない。

			　いちどきりのつきあいだったが、彼はよき仲間だった。

			　頭部を潰され、ぐったりして消えていくカナーグをちらりと見て、ぼくは歯を食いしばる。

			　悲しむのは、あとだ。いまはカナーグが死と引き換えにつくってくれた、千(せん)載(ざい)一(いち)遇(ぐう)のチャンスをものにする。

			　ここでザガーラズィナーを討つ。

			　必ず。

			『いくぞ、主』

			　なにも指示していないのに、シャ・ラウが飛びだす。

			　体勢が崩れ、武器を足もとに落とし、カナーグの消えかかった死骸に巻きつかれたままのザガーラズィナーに対して突進する。

			　ぼくとシャ・ラウの想いは、ひとつになっていた。

			「アクセル」

			　思考を加速させる。周囲の光景が減速し、ザガーラズィナーがこちらに振り向く様子がコマ送りのように見える。

			　鬼将は、残った左手を突き出し、リフレクションの構えを取るが……。

			「リフレクション」

			　まったく同じタイミングで、双方の反射魔法が発動する。

			　互いの薄幕がぶつかりあう。

			　その結果、相殺が起こった。ふたつのリフレクションがかき消える。

			　ザガーラズィナーが驚愕の表情を浮かべた。

			　ぼくはこの結果を知っていた。以前、ミアと共にいろいろとＱ＆Ａしておいたのだ。

			　リフレクションの相殺をいいだしたのは、彼女で……。

			　そのひらめきがいま、こうして生きた。

			「ミア、またきみに命を救われたよ」

			　泣きたくなるほど、胸が熱い。もしきみがどこかでこの戦いを見ていたら、「計画通り」と笑うだろうか。

			　シャ・ラウはそのまま突進し、ザガーラズィナーの喉笛にかじりつく。

			　渾身のちからをこめて、顎の下の柔らかい皮膚を噛みちぎる。

			　青い鮮血が派手に舞う。

			　ザガーラズィナーが身も凍るような咆(ほう)哮(こう)をあげ、左手１本でシャ・ラウを引きはがそうとする。

			　だがその手には、さきほどカナーグの頭部を潰したほどのちからがない。

			　そして右手は、だらりとちからなく垂れたまま。

			　鬼将が地面に転がる。みっともなく転げまわり、幻狼王を引きはがそうとする。

			　こちらも必死だ、なんとしてもここで決めると覚悟し、食らいついて放さない。

			「シャ・ラウ。この状態で攻撃魔法を使えるか」

			『自爆を覚悟すれば』

			「じゃあ、やれ」

			　ためらわず命令する。なんとしてもここで勝たねばならない。さもなくば未来はない。

			　なによりここで尻(しり)ごみしては、己の身を犠(ぎ)牲(せい)にしたカナーグに、そしてこのチャレンジの機会をくれたミアに、なんといって謝ればいいのか。

			　だからぼくは、決死の覚悟でこの魔法を使う。

			「パワー・スペル」

			　付(ふ)与(よ)魔法ランク８、わずか数秒の間だけ、魔法の性能を大幅に向上させる魔法だ。

			　さあ、やれ、シャ・ラウ。

			　たとえここで、きみと別れることになっても。

			　この戦い、勝ちにいく。

			『承知した！』

			　次の瞬間、シャ・ラウは己の身すら巻き込んで電撃魔法を放った。

			　ぼくのパワー・スペルによって増幅されたそれは、ザガーラズィナーの喉からその全身に突き刺さる。

			　同時に、それはシャ・ラウの身体をも責め苛(さいな)むが……。

			　幻狼王は、もういちど、電撃を放つ。

			　さらに、もういちど。

			　それが、限界だった。

			　幻狼王は喉笛に食らいついていた牙を抜き、よろめきながらザガーラズィナーから身を離す。

			　漆黒のオーガは、全身から煙を出し、ぴくぴくと痙(けい)攣(れん)させ……。

			　立ち上がろうとしなかった。

			　その唇が動く。

			　それはもはや声にならなかったが、なんといっているのかだけは伝わった。

			　なぜか、わかってしまった。彼が最後に伝えたかった言葉が。

			「よくやった」

			　この偉大な狂戦士はそう呟(つぶや)き……。

			　そして、こときれる。満足そうに目をつぶり、全身がぐったりと弛緩する。

			　その身がかき消えて、白い宝石となる。

			　トークン１０００個分の価値があるという、四天王の証ともいうべき宝石。

			　そしてぼくは、レベルアップして白い部屋に。

			　

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦闘のあとだが……。

			　とくに白い部屋でやることもないし、たったひとりでこの部屋にいるのも気が滅入る。

			　そう、ぼくはいつの間にか、ひとりでいることに耐えられなくなってしまったのかもしれない。

			　さっさとＰＣの前に座って、もとの場所に戻る。

			　

			　

			　　和久：レベル56　付(ふ)与(よ)魔法９／召喚魔法９　スキルポイント２

			　　　　　　　　　　強化召喚４（使い魔強化４、使い魔同調３、使い魔維持魔力減少１）

			　

			◆　◆　◆

			　

			　壮絶な戦場跡だった。

			　木々は残らず倒され、地面が抉れて土が露出している。いくつもの穴ぼこが空いていた。

			　彼方で、腹に響く音が聞こえてくる。浮遊要塞が大地に落下したのだろう。

			　あれの上にいたオーガは全滅したのだろうか。

			　いや、メイジ・オーガは飛行魔法やゆっくり落ちる魔法を使えた。上手く逃げだせたかもしれないし、充分に賢ければ部下にもそれを使用したことだろう。

			　いまのぼくには、やつらを殲(せん)滅(めつ)する余裕も、時間も、気力もないけれど。

			　手早く白い宝石を回収したあと、使い魔覚醒が切れる前にシャ・ラウとナハンをディポテーションで送(そう)還(かん)する。

			　これで……少しだけ、ＭＰに余裕ができたか。

			　正直、さっきから頭痛がひどい。自分の許容量以上のＭＰを使いまくったせいか。あるいは、なにかの後遺症なのかもしれないけど……ぼうっとして、よくわからないな。

			「ミア。終わったよ」

			　ぼくは天を仰(あお)ぎ、呟(つぶや)く。

			　彼女はこの光景を見てくれたのだろうか。いまのぼくの言葉を聞いてくれただろうか。

			　田上宮観(み)阿(あ)はこれから、どうなるのだろう。

			　いつになったら、ふたたび会うことができるのか。ぼくはそれを、ただ待つだけでいいのだろうか。

			　周囲が騒がしい。オーガがぼくを発見したのだろう。

			「サモン・パラディン」

			　残ったＭＰでパラディンを２体、召喚する。

			　迎撃に向かわせた。剣(けん)戟(げき)の音が響くなか、ぼくは立ち尽くす。

			「もう疲れた。眠くて仕方がないよ」

			　ああ、でも世界樹に帰らなきゃ。

			　きっと、ぬかりのないリーンさんのことだ、いまもこの山を使い魔で監視しているはずである。もうしばらくすれば、ぼくを発見してくれることだろう。

			　当座のオーガを殲(せん)滅(めつ)させたパラディンたちが、トークンを持って戻ってくる。

			　青い宝石が９個。この短時間で９体も倒したか。

			　と……１羽の鷹(たか)が舞い降りてくる。

			「お迎えか」

			　ぼくはパラディンを送(そう)還(かん)して、鷹(たか)がつくり出した魔法陣に乗る。

			　転移に伴ういつものくらりとした感覚を覚える。一瞬ののち、空気が変化して……。

			　ぼくは、世界樹に戻っていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アリスたちは、ぼくより前に世界樹に帰還していた。なんでも、ぼくとミアが消えた直後にドーム状のあの建物から追い出されたらしい。

			　そのあと、ドームは虹色の輝きを消した。近づいても入り口が現れることがなくなり、ドームの内部に入る方法がなくなってしまった。

			　強硬手段も考えたというのだが……。

			　そのときリーンさんが、浮遊要塞の異変に気づいたのである。

			　誰かが、浮遊要塞で暴れていた。

			　ひとまずテパトの寺院前に鷹(たか)を置いて世界樹に撤退し、学校の山周辺の動きを見守っていたところ……。

			　たったひとりで使い魔３体を召喚したぼくが、ザガーラズィナーと凄まじい戦いを繰り広げるさまを目撃することになる。

			　なんでぼくが学校の山にいるのか、いきなりナハンやカナーグと専従契約しているのか、疑問は山ほどあったとのことだが……。

			「結局、なにがあったのでござるか」

			　結城先輩が訊ねてくる。

			　ああ、あなたは……まず、ミアはどうしたと聞かないんですね。ぼくはふらふらの身体を気力だけで支えつつ、頭を下げる。

			「ミアは……どこか遠くにいってしまいました」

			「むっ、詳しい話を聞かせていただけ……いや、いまはよいでござる。ひとつだけ、教えてくだされ。あやつは……」

			「生きています。それだけは、確実です。彼女は、望んで旅立ちました。すみません、結城先輩。ぼくは、あいつを守ることが」

			　結城先輩は、無言で面頬を取った。

			　素顔を見せた彼は、表情を消して……。

			　ぼくを抱きしめる。

			　ちから強い腕だった。

			「妹のためにがんばってくれて、ありがとう」

			　いつもの口調じゃなかった。でも、そこにはこれっぽっちも嘘がなかった。

			　彼は心の底から……ぼくがミアのために献身したことを理解してくれた。

			「これを」

			　結城先輩に、ミアの腕時計を手渡そうとした。

			　だが彼は首を横に振る。

			「それは、ミアがおぬしに渡したものでござろう。おぬしが持っていて欲しいでござるよ」

			「はい」

			　ぼくはうなずき、目を閉じる。

			　限界だった。意識が、闇(やみ)に落ちていく。

			　アリスやたまきが叫んでいた。

			　だいじょうぶ、ただ眠いだけだ。あまりにも……そう、あまりにも疲れてしまっただけ……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　こうして、ぼくが異世界に来てから５日目が終わる。

			　得た情報はあまりにも多くて、まだちっとも整理できていない。次になにをすべきかもわからないけれど……。

			　

			　それでも明日はやってくる。

			　ミアのいない明日が。

			　さよなら、ミア。

			　愛してる。

			　

			〈『ぼくは異世界で付与魔法と召喚魔法を天秤にかける』⑨へ続く〉

		

	
		
			　

			番外編　流転のミア

			　

			　ミドリムシは、もともと葉緑体を持っていなかったという。

			　長い進化の歴史のなかで葉緑体を持つ藻類を捕食し、それを取り込んだ結果、動物のように動きまわりながら植物として光合成するこの生物が環境に適応し生き残ったとか。

			　専門用語で、これを真核共生という。

			　わたし田上宮観阿は、己の身に起こった出来事を思い返し、どこかの本で読んだそんな話を思い出した。わたしと『それ』との間に起こった現象と、とてもよく似ていると。

			　わたしが『それ』を捕食したのか、それともわたしが『それ』に取り込まれたのか。

			　じつは、よくわからない。

			『それ』から流れてきた知識とミアとしての記憶が混ざり合い、わたしというものが曖(あい)昧(まい)になってしまった。

			　きっと。

			　いまのわたしは、ミアであり『それ』なのだろう。

			　ヒトでもなく、『それ』の種族でもない。

			　いまのままでは、『それ』の種族との意思疎通にも齟(そ)齬(ご)が生じる。

			　考えられる方策は、ふたつ。

			　より『それ』への依存を強めるか。

			　わたしでも『それ』でもない別のなにかに、変態を深化していくか。

			　わたしは後者を選んだ。それはちょっとばかり危険な賭けだったけれど、そして長い苦痛を伴うことだったけれど、でも。

			　そうしなければ、この先、みんなを救えない。

			　カズっちのちからになれない。

			　そう理解していたから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　まずは、己の精神を解体した。

			　難しいけど、絶対に必要なことだった。生物としてのありようを根本から変化させるには、わたしがいまのままのわたしであっては都合が悪い。

			　瞬時に錯乱するだろうから。

			　そもそも、時間と空間に縛(しば)られる生命形態というのが邪魔すぎるのだ。

			　いろいろなものから自由にならなくては、きっとわたしが望むことは達成できない。

			　わたしでなくなったわたしは、いよいよ『それ』の種族が存在する領域に手を伸ばし……。

			　そして、吹き飛んだ。

			　圧倒的な情報の圧力は時空の壁すら吹き飛ばし、わたしという個体を細切れにした。あとから考えると、それは『彼ら』の歓迎だったのだろう。

			　おかげで、己の再構築のために長い時間を要した。

			　副作用として、いくつか特殊なちからを手に入れていた。『彼ら』から得た情報を知識として認識する時間もあった。

			　ゆえに、わたしがなにをどうすればいいのか、その具体的な道筋が明らかとなったのだ。

			　過去と未来がまっすぐにつながった。

			　この世界を支配する法則の異様さと、その真の意味を知って恐怖を覚えた。

			　同時に、それはあるべきものがあるように、朝ベッドから起き上がってあくびをすることよりも当然のことのように、すべてを己のなかで消化できてしまった。

			「困ったな」

			　わたしは呟(つぶや)く。

			「世界の法則を書き換えるのって、こんなに簡単なことなんだ。どうしよう」

			　どうしよう、といいつつも、わたしの心はすでに定まっていた。

			　いくつかの制約のなかで、彼への助力を最大限になるよう手配する。

			　そのために必要なことは、すべて知っていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　己の胎内に宿した命を産み落としたのは、そのあとのことだ。

			　彼女を育てるための準備を整えるのに少し手間はかかったものの、彼とわたしの大切な絆の結晶たるその命は、おおむね順調に、すくすくと育ってくれた。

			　愛しい娘を己の運命に巻き込むことに、少しのためらいはあったけれど……。

			　いまの自分は、彼と会うことができない。

			　その想いは、彼女に託すしかない。

			　だから、と屈託なく笑い草原を駆けまわるわが子を見て思う。

			　もう少し、あと少しだけ。

			　待ってて、カズっち。

			　きみのために、きみときみの大切なもののために、ただそれだけのために……。

			　わたしは、この世界を根本からつくりかえるよ。

			　

			　そうか。

			　つまりわたしこそが……。

		

	
		
			　

			あとがき

			　

			　横塚司です。

			　ぼくは異世界で付(ふ)与(よ)魔法と召喚魔法を天(てん)秤(びん)にかける、第八巻をお届けします。

			　この巻のラストは、Ｗｅｂ版でも特に反応がよかったあのバトルです。どうぞ、お楽しみください。

			　

			　以下、本編のネタバレあり。

			　わたしは基本的に、まず戦闘シーンありきでこのお話を書いています。

			　どちらかというと戦闘シーンと戦闘シーンを繋ぐために物語を構成しているといった方が正しいかもしれません。

			　その分、個々の戦闘では工夫をこらしているつもりですが……。

			　今巻ラストの戦いは、主人公の能力を列挙しながら戦闘のバリエーションを考えているとき、ふと気づいてしまったことにより発生したものです。

			「あれ、これザガーラズィナーに勝てるんじゃない？」

			　と……。

			　

			　あとはこの思いつきをもとに今後の展開を再構成し……。

			　本来は終盤も終盤に来るはずだったザガーラズィナーとのバトルがこの巻になってしまいました。

			　結果は、見ての通りです。楽しんでいただけたでしょうか。

			　あ、ミアの離脱は予定通りです。多少、順番が前後しましたが。本来は、もう少しだけあとになるはずでした。

			　この物語も、いよいよ次の第九巻で終わりとなります。

			　どうか、最後までおつきあいください。
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